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ご　あ　い　さ　つ


近年、鎌倉の街では古い家屋や店舗の建て替えが相次いでいます。その中で、


埋蔵文化財に影響のある工事も多くなっています。このため、個人専用住宅


等建設に際しては、昭和59年度から国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会


が調査主体となって発掘調査の実施にあたってまいりました。


先人の遺産である文化財を守ることは、現在に生きる我々の責務であり、


市内のおよそ６割の地域が埋蔵文化財包蔵地となっている本市の場合、特に


市民の皆様のご理解とご協力なくしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実


施が困難であることは言うまでもありません。


本書は平成16 ～ 21年度に国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が実施


した個人専用住宅等の建築に伴う発掘調査の記録として14 ヶ所の調査成果を


掲載しています。


調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御理解をいただくとともに、


調査の期間中、物心両面にわたり多大なご協力をいただきました事業者・工


事関係者の皆様に心からお礼を申しあげます。


 平成25年３月29日


 鎌倉市教育委員会
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例　　　言


１　本書は平成24年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調査に
係る発掘調査報告書（第１分冊及び第２分冊）である。


２　本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・別図のとおり
である。


３　現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員会文化
財課が実施した。


４　出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌倉市教
育委員会文化財課が保管している。


５　各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。
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本誌掲載の平成１６～２０年度発掘調査地点一覧


第１分冊
遺    跡    名 所      在      地 調　査　原　因 遺跡種別 調査面積 調 　査　 期 　間


1 若 宮 大 路 周 辺 遺 跡 群
(N0,242)


小町三丁目 425 番３
診療所併用住宅
（杭基礎構造）


都　市 66.00 
平成 16 年 12 月 10 日


～平成 17 年２月 21 日▲


2 高 徳 院 周 辺 遺 跡
(N0,327)


長谷五丁目 382 番 7 の一部
個人専用住宅


（地盤の柱状改良）
都　市 50.00 


平成 17 年 6 月 20 日
～平成 17 年８月 19 日□


3 名 越 山 王 堂 跡
(N0,234)


大町三丁目 1362 番１
個人専用住宅


（地盤の柱状改良）
社　寺 27.50 


平成 17 年 8 月 23 日
～平成 17 年 10 月 20 日□


4 若 宮 大 路 周 辺 遺 跡 群
(N0,242)


小町三丁目 422 番 2 外
個人専用住宅


（地盤の柱状改良）
都　市 78.00 


平成 17 年 11 月 2 日
～平成 18 年２月７日□


5 甘 縄 神 社 遺 跡 群
(N0,177)


長谷一丁目２２７番２４
個人専用住宅


（車庫の築造）
都　市 93.50 


平成 18 年 2 月 21 日
～平成 18 年５月２日□


6 下 馬 周 辺 遺 跡
(N0,200)


由比ガ浜二丁目１９番４
店舗併用住宅


（杭基礎構造）
都　市 82.40 


平成 18 年 4 月 25 日
～平成 18 年６月 13 日●


第２分冊
遺    跡    名 所      在      地 調　査　原　因 遺跡種別 調査面積 調 　査　 期 　間


7 玉 縄 城 跡
(N0, 63 )


植木字植谷戸１９８番　
個人専用住宅


（杭基礎構造）
城　館 98.00 


平成 18 年 2 月 6 日
～平成 18 年４月６日□


8 笹 目 遺 跡
(N0,207)


笹目町３１６番１０
個人専用住宅


（杭基礎構造）
都　市 42.50 


平成 18 年 6 月 15 日
～平成 18 年８月１日●


9 今 小 路 西 遺 跡
(N0,201)


御 成 町 １ ７ ６ 番 ７
個人専用住宅


（杭基礎構造）
都　市 55.00 


平成 18 年 7 月 18 日
～平成 18 年９月 25 日●


10 円 覚 寺 旧 境 内 遺 跡
(N0,434)


山ノ内字瑞鹿山３９８番
個人専用住宅


（地盤の柱状改良）
都　市 40.25 


平成 19 年 2 月 6 日
～平成 19 年３月 27 日●


11 玉 縄 城 跡
　(N0,63)


植木字植谷戸４８番６
個人専用住宅


（　地盤の柱状改良）
城　館 21.00 


平成 19 年 9 月 12 日
～平成 19 年９月 26 日△


12 天 神 山 城
　(N0,384)


山崎字宮廻６５６番１９
個人専用住宅


（　地　下　室　）
城　館 49.07 


平成 20 年 5 月 26 日
～平成 20 年６月 17 日■


13 新 善 光 寺 跡
　(N0,279)


材木座四丁目５７９番８
個人専用住宅


（地盤の柱状改良）
都　市 24.00 


平成 20 年 8 月 21 日
～平成 20 年 9 月 12 日■


14 米 町 遺 跡
　(N0,245)


大町二丁目９９３番１外 個人専用住宅 都　市 16.50 
平成 20 年 10 月 22 日


～平成 20 年 11 月 10 日■


　 ▲印は平成１６年度実施の発掘調査
□印は平成１７年度実施の発掘調査
●印は平成１８年度実施の発掘調査
△印は平成１９年度実施の発掘調査
■印は平成２０年度実施の発掘調査
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平成２４年度調査の概観


平成24年度の緊急調査実施件数は、前年度からの継続調査３件を含む８件であり、調査面積は
614㎡であった。これを前年度の８件、711.5㎡と比較してみると件数は増減がなかったものの、調
査面積は97.5㎡の減少となった。１件の調査面積は平均で約76.75㎡（前年度は88.94㎡）であり、
１件あたりの面積は前年度よりも減少している。


調査原因は個人専用住宅の建設が７件、店舗等併用住宅の建設が１件である。これらの工種別
内訳は、鋼管杭打ち工事が２件（25％）、地盤改良工事が５件（62.5％）、基礎工事が１件（12.5%）
となっている。今年度も鋼管杭打ち工事や地盤改良工事が発掘調査の主体的な原因になっている
傾向が顕著にみられた。以下、各地点の調査成果の概要を紹介する。（調査面積及び調査期間等に
ついては「平成24年度調査地点一覧」を参照。）


１　円覚寺門前遺跡（No.287）
山ノ内に位置し、県道を挟んで円覚寺のはす向かいにある。地盤の柱状改良工事を内容とする


集合住宅併用個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、13世紀から14世紀代の生活痕跡が確認できた。泥岩で護岸を施した、14世紀代に


作られたと考えられる溝等が出土し、円覚寺門前における当時の町割りの一端が明らかとなって
いる。板壁建物のほか、漆器や烏帽子など、木製品の残りも良好であった。


２　若宮大路周辺遺跡群（No.242）
小町二丁目に位置する。ＪＲ鎌倉駅の北東側にある。地盤の柱状改良工事を内容とする個人専


用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、中世の整地層と柱穴、溝等が出土しており、13世紀から14世紀にかけて、当該地


が盛んに土地利用されていたことが明らかになった。


３　若宮大路周辺遺跡群（No.242）
小町二丁目に位置する。大巧寺の西側参道と、小町大路の接する南側角に存する。地盤の柱状


改良工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、旧小町大路の一部と考えられる道路跡と、平行して木組みの溝が出土した。中世


鎌倉の都市計画のあり方を検討するうえで重要な発見であった。


４　田楽辻子周辺遺跡（No.33）
浄明寺二丁目に位置する。県道金沢・鎌倉線の南側に位置する。個人専用住宅の建築にともな


って発掘調査を実施した。基礎工事の掘削深度は現況地盤面より60㎝までであったため、発掘調
査の深度もそこまでにとどめた。さらに下は遺跡が保存されている。


調査の結果、14世紀後半から15世紀にかけての土地利用痕跡が確認できた。鎌倉石積みの井戸
をはじめ、多くの柱穴や抜き取られた礎石などが出土し、建物が建っていたことが明らかとなった。
室町時代後期の当該地の土地利用を明らかにする上で貴重な成果が得られた。
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５　米町遺跡（No.245）
大町二丁目に位置する。安国論寺から200m程西に離れた地点である。地盤の柱状改良工事を内


容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、13世紀中葉から14世紀代の整地層、礎板を伴う柱穴多数、板壁建物等が出土した。


14世紀代は舶載磁器の出土も多い。中世都市民の活発な土地利用の様子がうかがえる。


６　名越ヶ谷遺跡（No.293）
大町四丁目に位置する。妙法寺の北西側にあたる。地盤の表層改良工事を内容とする個人専用


住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、13世紀中葉から14世紀代の整地層、土坑、柱穴等が出土した。方形の土坑が複数


切りあう様子が確認されているが、用途は不明である。


７　清涼寺跡（No.183）
扇ガ谷四丁目に位置する。海蔵寺門前から数十メートル東に離れた道路沿いの敷地である。鋼


管杭の設置工事を内容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、中世の整地層や掘立柱建物の一部等が出土した。木製品の残存状況も良好で、烏


帽子や草履の芯、木製の小型五輪塔などが出土している。


８　公方屋敷跡（No.268）
浄明寺四丁目に位置する。調査地点南側は県道金沢・鎌倉線に面する。鋼管杭の設置工事を内


容とする個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。
調査の結果、中世の遺構・遺物が確認されている。
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平成２４年度発掘調査地点一覧


遺跡名 所在地 調査原因 遺跡種別 調査面積 調査期間


1 円覚寺門前遺跡
（№ 287）


山ノ内 1338 番
賃貸併用住宅


（柱状改良工事）
都　市 120.00 


平成 24 年 4 月 1 日
～平成 24 年 5 月 18 日★


2 若宮大路周辺遺跡群
( № 242)


小町二丁目 281 番 2
個人専用住宅


（柱状改良工事）
都　市 104.00  


平成 24 年 4 月 1 日
～平成 24 年 4 月 20 日★


3 若宮大路周辺遺跡群
( № 242)


小町一丁目 331 番 1
個人専用住宅


（柱状改良工事）
都　市 58.00 


平成 24 年 4 月 1 日
～平成 24 年 5 月 31 日★


4 田楽辻子周辺遺跡
（№ 33）


浄明二丁目 569 番 10
個人専用住宅
（基礎工事）


屋敷跡 58.50 
平成 24 年 6 月 14 日


～平成 24 年 7 月 23 日


5 米町遺跡
（№ 245）


大町二丁目 2400 番 5、6
個人専用住宅


（柱状改良工事）
都　市 75.00 


平成 24 年 8 月 28 日
～平成 24 年 11 月 22 日


6 名越ヶ谷遺跡
（№ 293）


大町四丁目 1884 番 14
個人専用住宅


（表層改良工事）
屋敷跡 45.00 


平成 24 年 9 月 25 日
～平成 24 年 12 月 7 日


7 清涼寺跡
( № 183）


扇ガ谷四丁目 570 番 1
個人専用住宅


（鋼管杭工事）
寺院跡 67.50 


平成 24 年 11 月 6 日
～平成 25 年 2 月 15 日


8 公方屋敷跡
（№ 268）


浄明寺四丁目 292 番 1
個人専用住宅


（鋼管杭工事）
屋敷跡 86.00 


平成 25 年 3 月 1 日
～平成 25 年 3 月 31 日◎


　　　★印は平成 23 年度からの継続調査を示す。


　　　◎印は平成 25 年度への継続調査を示す。
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小町三丁目 425 番 3 地点


若宮大路周辺遺跡群（No.242）


--01_ .indd   1 13/03/14   14:16







− 3 −− 2 −− 2 −


例　言
１．本報は「若宮大路周辺遺跡群（No.242）」内の一部、小町三丁目425番3地点 (略称WA0423) におけ


る診療所併設住宅の建築 (杭基礎構造) にともなう埋蔵文化財発掘調査報告である。
２．調査期間：平成16 (2004) 年12月10日～平成17 (2005) 年2月21日　調査面積：66.00㎡
３．現地調査・整理作業の体制は以下の通りである。　
 調査担当者：原  廣志
 調　査　員：赤堀裕子・石元道子・宇都洋平・太田美智子・小野夏菜・後藤健吾・須佐直子
 　　　　　　須佐仁和・田畑衣里・栂岡渓音
 調査補助員：宇都洋平・大塚悠介・岡田優子・後藤亜季子・高橋拓也・竹原千秋・中川建二・
 　　　　　　野崎美帆・橋本和之・平山千絵・銘苅春也・森谷十美・山口亜希子・山口正紀・
 　　　　　　吉田和枝・脇　多美子
 作　業　員：倉澤六郎・佐藤美隆・山崎一男 (以上、社団法人鎌倉市シルバー人材センター )
 協力機関名：(社) 鎌倉市シルバー人材センター・鎌倉考古学研究所
４．整理作業及び本報の作成は以下の分担で行った。 
 遺 物 実 測：赤堀裕子・竹原千秋・田畑衣里・栂岡渓音・平山千絵・吉田和枝・脇　多美子
 挿 図 作 成：小野夏菜・石元道子
 遺物観察表：平山千絵
 遺 構 写 真：須佐仁和・原　廣志
 遺 物 写 真：須佐仁和 (撮影)・赤堀裕子・平山千絵 (版組)　　
 本 文 執 筆：宇都洋平・原　廣志
５．出土遺物、図面・写真などの発掘調査資料は、報告書刊行後に鎌倉市教育委員会が保管している。
６．本報の凡例は、以下の通りである。
 挿 図 縮 尺：全側図：１/80　遺構図：１/ 40　１/50　遺物図： １/ ３
 使 用 名 称：本書で使用する用語のうち、「土丹 (どたん) 」はシルト質凝灰岩、「鎌倉石」は逗子池


市池子層に顕著な粗粒凝灰岩、「伊豆石」は相模川以西の河川・海浜に産する礎石に利
用可能な扁平な円礫を示す。


 遺　構　図：遺構のレベル数値は海抜高を示している。
 遺　物　図：黒塗りは灯明皿に付着した油煙煤を表現、手捏ねかわらけ底径の寸法は外底指頭痕と


口縁部との稜部の計測値を示している。
７．本遺跡の現地調査から本報作成に至るまで、以下の方々からご助言とご協力を賜った。記して感謝


の意を表したい（敬称略、五十音順）。
 秋山哲夫・伊丹まどか・沖元　道・押木弘己・小野正敏・河野眞知郎・菊川　泉・菊川英政・熊谷


満・古田戸俊一・五味文彦・佐藤仁彦・汐見一夫・宗臺秀明・宗臺富貴子・鈴木庸一郎・玉林美男・
塚本和宏・中田　英・中野晴久・松尾宣方・松葉　崇・馬淵和雄・森　孝子・八幡義信
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　第一章　遺跡の位置と歴史的環境


１．遺跡の位置と地形
若宮大路周辺遺跡群（県遺跡台帳No.242）は、鎌倉市中央部低地の北西部を占めており、鶴岡八幡


宮から由比ヶ浜に至る鎌倉市基幹道路の若宮大路を中軸として、その東西両側を含んだ範囲を指した
遺跡名称である。本遺跡地の範囲は若宮大路の東側で若宮大路御所を包括する「北条小町邸跡（同台帳
No.282）」と「宇津宮辻子幕府跡（同台帳No.239）」を除く地域、また若宮大路の西側では鶴岡八幡宮寄り
に位置した「北条時房・顕時邸跡（同台帳No.278）」を除いた範囲であり、北辺は鶴岡八幡宮社頭の東西
路と「北条高時邸跡（同台帳No.281）」、西辺は今小路、東辺は滑川・小町大路の一部、南辺は大町大路（下
馬四角で交差する東西路）に囲まれ南北約500 ～ 700mの広範囲に及んでいる。調査地点は、JR鎌倉駅か
ら北東方向へ約500mで、若宮大路社頭から東方215mほど進んだ横大路と小町大路の交差点（塔ノ辻）
に近い鎌倉市小町三丁目425番3に所在している。


現地表の海抜高をみると、本調査地点は10.5m前後の標高である。周辺の地形は小町大路沿いでは日
蓮辻説法碑の辺りで海抜高約7.9mと北に向かって高くなり、また若宮大路社頭辺りで海抜高9.8mを測り、
横大路沿いに東へ向かい緩やかに上がって行く地形を呈している。次に中世基盤層（中世地山）とされる
黒褐色粘質土（暗茶褐色粘質土も同類の中世地山）の上面海抜高を比較してみると、小町大路を約150m
南方の地点23（北条小町邸跡 : 雪ノ下一丁目935番地点・賀茂歯科用地）では海抜8.3m前後を計り、本調
査地点へ向かい上っている。若宮大路東辺沿いに位置した地点28（同遺跡内 : 雪ノ下一丁目377番7地点・
紅谷ビル用地）が約8.1mを測り、東へ向かって緩やかな傾斜を持ちながら高くなっている。従って本調
査地点周辺は滑川右岸に形成された微高地の一角を占めていたことがわかる。


２．遺跡の歴史的環境
本遺跡は、鶴岡八幡宮の社頭より若宮大路を中軸にして東辺の小町大路周辺、西辺の今小路（武蔵大


路）、南辺の大町大路を含んだ広範囲の地域である。本調査地点はその北東隅、小町大路北端で宝戒寺門
前の「塔ノ辻」南隣した位置である。本調査地点前を南北に走る小町大路については、『吾妻鏡』建久二年
(1191)三月四日の条に南風が烈しく丑の刻に小町大路の辺が失火し、北条義時・時房などの邸以下人屋
数十軒が焼亡、鶴岡八幡宮、大蔵幕府も炎上したとあるのが記事の初見である。また嘉禎元年(1235)六
月二十九日の条には、明王院供養で将軍頼経が宇津宮辻子御所の南門を出て小町大路を北に行き、塔ノ
辻を東に向かったとの記事がある。さらに小町大路の「小町」の名は、『吾妻鏡』建長三年(1251)十二月三
日条と、文永二年(1265)三月五日条の二度にわたり経済統制を目的とする何箇所かの町屋免許地を規定
した鎌倉幕府法令に登場している。 免許地は小町の他に大町、米町（穀町）、魚町、和賀江、亀谷辻、気
和飛坂（化粧坂）山上、大倉辻などに与えられ、そこで日常的な商品売買が行われていたという。従って
塔ノ辻に近いこの付近は鎌倉幕府の中枢域であるとともに、小町大路で町屋の多くと連なり和賀江津へ
至り、さらに六浦道から朝比奈超えで外港六浦津へと繋がる経済的な動脈であったと想像され、小町大
路は人や物資が盛んに往来し、集散した中世都市鎌倉の中では繁華な地域であったと思われる。


宝戒寺はもと上野寛永寺末の天台宗、金竜山釈満院円頓と号す。開山は円観慧鎮、開基は後醍醐天皇
である。元弘三年(1333)東勝寺で自刃した北条高時の菩提を弔うために高時の邸跡に後醍醐天皇が建立
したと伝える。同寺に所蔵する江戸末期所作（18世紀中葉の嘉永頃）の『宝戒寺境内領地図』には諸堂の
位置とともに、その周囲に門前屋敷や畠を、背後の谷地には土地所有者及び永高が明示され、近世末の
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調査地点


※太線内が本遺跡にあた
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図１　調査地点位置図


図２　調査地点と周辺遺跡
S=1:5000
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寺容が描かれている。
なお、調査地点周辺の発掘調査事例については「表１ 周辺遺跡の調査地点一覧表」を参照されたい。


【参考文献】
臼井永二編　1986　『鎌倉事典』東京堂出版
貫　達人　1971　「北条氏亭址考」『金沢文庫研究紀要』第８号
貫　達人・川副武胤　1980　『鎌倉廃寺事典』
三浦勝男　1992『鎌倉の古絵図』Ⅲ（再版）　鎌倉国宝館 


表１　周辺遺跡の調査地点一覧表
◎若宮大路周辺遺跡群（№242）


1 小町2−373−1の一部 原 1998 未報告
2 小町2−409−9外 馬淵・伊丹 2007『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書23(第2分冊)』
3 小町2−402−5 手塚・野本 2000『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17(第1分冊)』
4 小町2−345−2 馬淵 1985『小町二丁目345番2地点遺跡』同地点発掘調査団
5 小町1−325−イ 佐藤・原 1994『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書10(第3分冊)』
6 小町1−322−2 菊川 1987 未報告
7 小町1−321−1 宮田 1996『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』同発掘調査団
8 小町1−322−1 宮田 1997『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』
9 小町1−319−2 松尾ほか 1983『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ』


10 小町1−309−5 斎木 1983『小町一丁目309番5地点発掘調査報告書』
11 小町1−309−4 松尾ほか 1983『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ』


Ⅰ地点：小町1−425−1の一部外（宇都・原2012『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書28(第１分冊)』本調査地点の東方に位置
し、昨年度の報告地点にあたる。


◎北条高時邸跡（№281）
12 小町3−426−3 原・佐藤 1996『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12(第2分冊)』
13 小町3−451−1 菊川・森 2004『小町三丁目451番1地点』


◎政所跡（№247）
14 雪ノ下3−965 手塚・瀬田 1992『鎌倉市埋蔵文化財緊急報告書8』
15 雪ノ下3−966−1 手塚・瀬田 1992『鎌倉市埋蔵文化財緊急報告書8』
16 雪ノ下3−986−4 宗薹・馬瀬 2001『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17(第1分冊)』
17 雪ノ下3−988 手塚・田畑 1993『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書9(第3分冊)』
18 雪ノ下3−987−1・2 手塚・宮田 1991『政所跡』同発掘調査団
19 雪ノ下3−970−2外 野本 1999『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書15(第2分冊)』


◎北条小町邸跡(No.281)
20 雪ノ下1−407−3の一部 原ほか 2005『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21(第2分冊)』
21 雪ノ下1−440の一部 馬淵・鍛冶屋・松原 2010『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書26(第1分冊)』
22 雪ノ下1−432−2 菊川 1988『鎌倉市埋蔵文化財近調査報告書5』
23 雪ノ下1−432−1 松尾ほか 1983『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ』
24 雪ノ下1−400−1 馬淵・鍛冶屋・松原 2002『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18(第2冊)』
25 雪ノ下1−401−5外 馬淵・鍛冶屋・松原 2003『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書19』
26 雪ノ下1−395 菊川 1988『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書5』
27 雪ノ下1−374−2 玉林ほか 1985『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書2』
28 雪ノ下1−377−6・7 馬淵・岡・秋山 1996『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12(第2分冊)』
29 雪ノ下1−372−7 馬淵 1984『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1』
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30 雪ノ下1−371−1 馬淵 1985『北条泰時・時頼邸跡』同遺跡発掘調査団
31 雪ノ下1−369外 田代 1989 未報告
32 雪ノ下1−370−1 土屋・宗薹 1998『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14(第1分冊)』
33 雪ノ下1−369外 瀬田 1990『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書7』
34 雪ノ下1−369−1 原・秋山・須佐 1998『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14(第2分冊)』
35 雪ノ下1−419−3 玉林 1987『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書3』
36 雪ノ下1−367−1・368−1 諸星・富田・森 2000『北条小町邸跡(泰時・時頼邸)』同遺跡発掘調査団


  


◎宇津宮辻子幕府跡（№239）
37 小町2−390−2外 宇都 2010『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書26』
38 小町2−374−1 原 1998『第22回神奈川県遺跡調査・研究会−発表要旨−』「鎌倉市宇津宮辻子幕府跡」
39 小町2−361−1 手塚 1990 未報告


40 小町2−361−1 原・小林・須佐 1996『宇津宮辻子幕府跡発掘調査報告書』同遺跡発掘調査団、『鎌倉市埋
蔵文化財緊急調査報告書13(第2分冊)』


41 小町2−354−2 松尾 1997 未報告
42 小町2−354−12 熊谷・浜野・佐藤 1993『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書9(第3分冊)』
43 小町2−354−2 継 1993『第3回鎌倉市遺跡調査・研究発表会』「宇津宮辻子幕府跡遺跡の調査−発表要旨−」
44 小町2−389−1 原・佐藤 1996『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12(第1分冊)』


◎北条時房・顕時邸跡(No.278)
45 雪ノ下1−274−2 原・福田 1988『北条時房・顕時邸跡』同遺跡発掘調査団
46 雪ノ下1−273−ロ 原 1988『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書4』
47 雪ノ下1−272−1 宗薹・宗薹 1998『鎌倉市埋蔵文化債緊急調査報告書14(第1分冊)』
48 雪ノ下1−271−1 原・田代 1989『北条時房・顕時邸跡』同遺跡発掘調査団


49 雪ノ下1−265−3 田代・原 1989『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書6』及び宗薹・宗薹 1999『北条時房・
顕時邸跡−中世都市鎌倉中心域の調査』同遺跡発掘調査団
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　第二章　調査の概要


１．調査の経過
本調査地点は、市街地中心部で若宮大路周辺遺跡の北東隅にあたる小町三丁目に位置し、小町大路か


ら宝戒寺南辺の路地を東へ23ｍ程入った南側で鎌倉市小町三丁目425番3に所在している。今回の発掘
調査に先立ち、平成16年３月に診療所併用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎工事に伴って鋼管
杭の埋設を内容して実施する計画があったため、工事の実施により掘削深度の関係から埋蔵文化財に影
響を及ぼす恐れのある事が予想された。 このために鎌倉市教育委員会による遺構確認の試掘調査が行
われた。その結果、現地下40cm前後まで近・現代の客土、それ以下は薄い中世遺物包含層を挟んで鎌
倉時代の少なくとも三時期の遺構面（生活面）と、それに伴う遺物が出土して具体的な埋蔵文化財の存
在することが判明した。これにより当該建築工事の実施による埋蔵文化財への影響が避けられないと判
断された。このため事業者との協議を行ったところ、当初の計画に基づき建築工事を実施したいとの意
向が示されので、文化財保護法に基づく届け出手続き後、施工者との協議を重ねて発掘調査を開始する
運びとなった。


現地調査は平成16年12月10日に機材搬入し、試掘デ一タを基に遺構面を傷つけないよう地表下50cm
程までの重機で表土層を除去し、それ以下を人力により掘り下げての遺構検出を行った。調査面積は
66.0㎡が対象である。調査の結果、掘立柱建物、土坑、井戸、溝、礎石列、柱穴列、ピットなどにより
構成された遺構群が検出された。出土遺物は多量のかわらけを始め、陶磁器類、金属・骨角製品など主
体の時期は12世紀末葉～ 13世紀代の所産である。平成17年2月21日までの間に必要な記録作業を行い、
同日に機材撤収して現地調査を終了した。調査の経過については、以下に主な作業内容を日誌抜粋で記
しておく。


日誌抄 
12月 10日(金) 調査区 (Ⅰ区) 設定、地表下50cmまで重機により表土掘削。機材搬入とテント設営。
 11日(土) 鎌倉市４級基準点を基として測量用方眼の設定。第1面の遺構検出を開始。
 13日(月) 測量用水準点の原点レベルを敷地内に移動。
 18日(土) 井戸1・2の写真撮影と平面図作成。
 21日(火) 第1面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。平面図の作成開始。
 24日(金) 第1面掘り下げ中に調査区南東隅でかわらけ溜りを検出。
 27日(月) かわらけ溜りの写真撮影と遺物取り上げを実施。
１月 4日(火) 第2面の遺構検出に向けての調査開始。
 8日(土) 井戸3・土坑4の写真撮影、平面・土層断面図の作成。
 12日(水) 第2面の調査終了。全景及び個別遺構などの写真撮影。平面図の作成。
 17日(月) Ⅱ区調査開始。Ⅰ区埋戻し後、Ⅱ区を重機により表土掘削。第1面の遺構検出を開始。
 29日(土) 第1面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。平面図作成。
２月 2日(水) 第1面掘り下げ中にかわらけ溜りと土丹塊敷き面を検出 (Ⅰ区続き)。
 9日(水) かわらけ溜りと土丹塊敷き面の写真撮影。第2面の遺構検出作業を開始。
 12日(土) 第2面の遺構検出作業を継続。土坑9・11遺物出土状況の写真撮影。
 17日(木) 第2面の調査終了。全景及び個別写真の写真撮影。平面図作成。
 21日(月) 現地調査終了。調査関係各方面に発掘調査終了の旨を連絡し、機材撤収。
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２．側量軸の設定
調査にあたって使用した側量軸の設定には、図3に示したように国土座標の数値（世界測地系第Ⅳ系）


を用いており、側量グリットは調査区の軸方向にほぼ平行して南北の基準軸を設けⅡ地点として調査を
実施した。また図3の東側に隣接したⅠ地点（小町三丁目425番1の一部外地点・略称WA0425）は昨年度
報告しているが、重複した調査期間（平成17年1月25 ～ 同年2月9日）で実施され、近接した地点から
考えて同一敷地内の遺構検出も予想されたので測量方眼を統一して設定することにした。両地点の側量
軸は、調査地北側で宝戒寺南塀沿いを東西に走る路地面上に鎌倉市道路管理課が設定しTQ89・TQ90の
市4級基準点 (第Ⅳ座標系) を基準としている。この４級基準２点の関係から開放トラバ−ス側量によ
り任意点のＡ点を算出し、そこから側量基準点にあたるグリット杭を設置している。さらに側量軸は東
西軸と南北軸を2ｍ方眼による軸線を配し、南北軸はA ～Qのアルファベットの名称、東西軸に1 ～ 12
の算用数字をそれぞれ付してグリット設定を行った。現地調査で使用した国土座標は、日本測地系（座
標AREA9）の国土座標数値であった。そこで整理作業の段階で国土地理院が公開する座標変換ソフト


『webTKY2JGD』によって世界測地系第Ⅸ系の座標数値に準じて算出を行った数値を図3に示した。
TQ89  :〔X −75.161.159  Y −25.087.503 〕  TQ90：〔 X −75.198.020　Y −25.045.906 〕
A点　:〔X −75.107.060　Y −25.077.276 〕
挿図中の方位は、すべて真北を採用したが、測量方眼の南北軸線は遺構の方位を意識して小町大路南


北軸にほぼ平行した方位軸としたので真北より東に触れている。また調査地点の経緯度は以下のとおり
である。


南北軸線 :〔N−38°05′50″−E 〕


図３　国土座標・調査区位置
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A点（任意点）
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Ⅰ地点 本調査地点昨年度報告分
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    TQ89 X－75.161.159
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調査地点
Ⅰ地点：小町3 －425－1の一部外地点（略称WA0425）
Ⅱ地点：小町3－425－3地点（略称WA0423）
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調査地点 :〔東経  139°33′27″〕 〔北緯  35°19′19″〕
海抜標高の原点移動については、宝戒寺惣門の道路を挟んだ向かい側の歩道に設置されている鎌倉市3


級水準点 (No.53210、海抜標高はL＝9. 925ｍ) から調査地の測量杭にあたるＦ−１杭上 (L=10.804m) と、
Ｆ−７杭上 (L=10.769m) へ仮水準点を移設した。したがって、文章中または挿図に記載されたレベル数
値は、すべてこれを基準にした海抜標高を示している。
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３．層序
調査地点は、現地表の海抜高10.50m前後を計りほぼ平坦な宅地を形成している。鎌倉市教育委員会が


実施した試掘調査の結果を基に、現地表下40cm程まで堆積していた近現代客土や攪乱を含んだ表土を重
機で掘り下げて中世遺構の確認を実施した。調査区各壁面の土層堆積は遺構覆土を除くと、表土下に堆
積した3層の遺物包含層から中世地山上面（中世基盤層=暗茶褐色粘質土）まで概ね11層に区分されたが、
その中で少なくとも2時期以上の生活面が確認されている。土層堆積の状況は図4に示したとおりである。


現地表から第1面上の遺物包含層 (1・2層) までの間に確認された表土層は、大正12 (1923) 年関東大
震災の後片付けに伴う攪乱と現代客土で構成された厚さ20 ～ 60cmほどの堆積が認められた。表土を除
去すると、調査区全域では2層にあたる厚さ10cm前後の茶褐色砂質土の締まりのない土層が観察された
が、東壁付近だけに1層とした茶褐色砂質土の堆積が認められた。これらの遺物包含層を取り除くと、
やや締まりのある黄褐色弱粘質土の地形層 (3層) が顔を覗かせ、上面で遺構を確認することができたの
で第1面として調査を行った。第1面は海抜高10.10ｍ前後を測り、厚さ10cmにも満たない薄い土層であ
るが土丹粒・かわらけ片を多く含んだ整地層で平らな生活面からは玉石列、土坑、井戸、柱穴などを検
出した。


第1面構築土と4層を掘り下げていくと、調査区グリットの3ラインを境にして北側でかわらけ溜り、
Ⅱ区南側で小土丹塊を密に敷きつめた範囲をそれぞれ確認することができたので、これを第1面下の遺
構と捉えて検出作業を実施した (図16、図版3・4)。確認面の海抜高10. 00m前後である。その下は7 ～
9層の遺物包含層を挟んで10・11層から構成された地形層が海抜高9.90ｍ前後で検出され、これを第2
面の遺構確認面とした。さらに第2面の遺構には暗茶褐色粘質土の中世基盤層、いわゆる中世地山上 (海
抜高9.80ｍ前後)で確認した遺構も含む。中世基盤層以下の土層堆積については、井戸1掘り方の壁面で
観察すると、厚さ約90cm程の黒褐色粘質土と暗灰色粘質土に分別される。その下は海抜高8.90ｍから
7.80ｍまで明黄褐色砂質土の厚い堆積が観察された。
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　第三章　検出遺構と出土遺物


１．第１面の遺構と遺物
現地表下40cm前後の近現代客土や攪乱を重機掘削した後、遺物包含層を挟んで第1面の遺構を確認


することができた。発見した遺構は土坑19基、井戸2基、玉石列、ピット約62穴などが認められ、そ
れに伴う遺物は多量のかわらけ、青磁・白磁を中心とした貿易陶磁器、瀬戸・常滑窯の国産陶器、瓦器・
瓦質製品、金属製品などが出土している。


ａ．土坑 （図５～９）
土坑1：調査区北西のＦ−2杭の位置で検出され、近代ゴミ穴の掘り込みで一部が壊されている。平


面形は楕円形を呈し、大きさは長径142cm、短径130cm、深さ40cmを測り、断面形が皿状で平らな底
面の掘り方である。覆土は2層に分層され、上層が粘性をもつ暗茶褐色粘質土、下層は貝砂・かわらけ
粒を多量に含む暗茶褐色土が認められた。出土した遺物は図8−1 ～ 13がかわらけである。1 ～ 10は
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土坑２・Ｐ50土層注記
１．暗茶褐色砂質土：貝砂・砂利・かわらけ粒
　　　　　　　　　　多量に含む。
２．茶褐色砂質土　：貝砂・砂利・土丹粒多量
　　　　　　　　　　に含む。しまりなし
３．茶褐色砂質土　：貝砂・径２cmの土丹・
　　　　　　　　　　かわらけ粒多量に含む。


図６　第１面土坑・ピット（ 1 ）
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ロクロ成形の大小皿がみられ、小皿は口径と底径の比率が小さな厚手器壁もの、11 ～ 13は手捏ね成形
の小皿、厚手の器壁で口唇部が丸味もつ器形である。14・15は龍泉窯の青磁無文碗、16・17は北部系
山茶碗で接合しないが同一個体の可能性がある。18は瓦器の手捏ね皿、19・20は瓦質香炉・羽釜、21
は鍛造した断面四角形の鉄釘である。
土坑2 ：調査区中央E−3杭に位置した大型土坑、土坑14・Ｐ50と重複関係にあるが前者の土坑より


新しく、ピットより古い遺構である。形状は楕円形を呈し、大きさは長径2.16cm、短径125cm、深さ
48cmであり、掘り方は底面の平らな逆台形状の断面形を呈する。覆土は完形品を伴うかわらけ片を多
く混入した茶褐色砂質土が主体を占め、上層に貝砂・砂利を多量に含む薄い堆積が認められた。かわ
らけを廃棄したゴミ穴と考えられる。出土遺物は図8−22 ～ 36がロクロ成形のかわらけ大小皿、37 ～
51が手捏ね成形のかわらけ大小皿である。29・34・35・46は油煙煤の付着した灯明皿、27・51は焼成
後に穿孔したもの。52は青白磁梅瓶で外面に渦巻文、53は渥美窯の壺である。
土坑3 ：F−5杭東側に位置し、遺構の大半は土坑19やP18・19の掘削により壊され、さらに調査区


外にかかるため全容は不明である。確認した規模は南北軸130cm・東西軸60cm以上、深さ45cm、掘り
方は断面逆台形を呈し、底面は平坦での海抜高9.50mを測る。覆土は主に暗茶褐色砂質土の単一層で構
成されていた。遺物は図8−54 ～ 61がロクロ成形の大小皿で口径と底径の比率が小さめで器高の低い
もの、62が手捏ね成形の大皿である。63は龍泉窯青磁の鎬蓮弁文碗、64は常滑窯の甕が出土している。
土坑4 ：F−６杭北隣で調査区外に架かり全体の規模は解らない。確認した大きさは東西径105cm・


南北径90cm以上、深さ25cmで平坦な底面である。覆土の主体は暗褐色砂質土で上層に炭化物の多い暗
茶の褐色土の薄い堆積がみられた。出土遺物は図8−65 ～ 67のかわらけでロクロ・手捏ね成形である。
土坑5 ：G−3杭西隣に位置し、大半が調査区西壁に架かる。確認できた大きさは南北径96cm、東西


径28cm以上、深さ68cmで断面擂鉢形を呈する。覆土は3層からなり、上層が貝殻・かわらけ粒を多量
に混じえた暗褐色砂質土、中層が締りのない砂質土、下層が締りのある茶褐色粘質土である。遺物は図
９−1・2でロクロ成形のかわらけ小皿と常滑窯の甕胴部片である。     
土坑9 ：G−3杭南側に位置し、井戸1・P30の遺構一部を壊して掘り込んでいる。平面形状は楕円形


を呈し、大きさは長径120cm、短径73cm、深さ22cmを測り、底面の平らな浅い掘り方で覆土はやや締
まりのある茶褐色砂質土である。図示可能な遺物は図9−3の白磁四耳壺だけである。
土坑10 : E−2杭に位置した長方形を呈した方形土坑である。大きさは長軸142cm、短軸96cm、深さ


35cmで覆土は土丹粒を多く含む締まりのない砂質土でかわらけ片を多く伴っている。底面が平らな逆
台形の断面をもつ掘り方で底面の海抜高9.60mである。図9−4 ～ 6・8 ～ 11はロクロ成形のかわらけ
大小皿、7は白かわらけで外底が回転糸切底のもの、12は手捏ね成形のかわらけ小皿である。13は同安
窯青磁の櫛掻文碗、14は龍泉窯青磁の劃花文碗である。
土坑11 : D・E−4ライン間に位置で検出された。土坑14・15の掘削により壊され、南側は調査区外


に拡がっているために全体規模は不明である。確認した大きさは東西径120cm・南北径85cm以上、深
さ10～20cmで底面が凹凸をもつ掘り方である。覆土は貝砂を含む暗茶褐色砂質土でかわらけを多く伴っ
ていた。出土遺物は図9−15 ～ 22はロクロ成形かわらけで小皿が低い器高の口径と底径の比率が少な
いものが主体を占める。23 ～ 26は手捏ね成形のかわらけ、27は白磁口兀皿である。
土坑12 : A区北西隅に位置し、調査区外に拡がるので全体規模は不明であり、P44を壊して掘られた


新しい遺構である。確認された大きさは南北96cm・東西40cm以上、深さ30cmを測り、断面形が浅い
皿状の掘り方である。覆土は土丹粒・かわらけ片を多量に含む締まりのない茶褐色砂質土の単一層であ


--01_ .indd   16 13/03/14   14:16







− 17 −− 16 −


a


2


a’
b


b’


G


b
b’


土坑8 P51


土坑7


土坑6


10.10m
10
.1
0m


3
4


土
坑
6


土
坑
7


a a’
12 2


3


1
2


3 4 5


土坑7
土坑8


P51


▲土坑6～8、P51
▼土坑10


E


a


2


a’


b


土坑10


b’


10
.1
0m


10
.1
0m


b
b’


3


b
b’


a


Gー3


土
抗
5


土坑9


P3


P38


G


b
b’


10
.1
0m


P3
8


P3


土
坑
5


10.10m
a a’


P 土坑9


▲土坑5･9、P3･38
▼土坑11･14･15
E


a a’


4


D


土坑14 土坑11
土坑15


a a’
2 3 4 1


土坑14
土坑11


土坑15


a
a’


a
a’


C


4


土
坑
17


土
坑
16


土
坑
17


土
坑
16


1
2


3


P5
1


a a’


1
2


2


10.10m


10.10m


▼土抗12、P44


b
b’


C


a


a’


2


b
b’


10.10ma
1


2


土坑12


P44


a’


土坑
12


P44


調
査
区
東
壁


▲土坑16･17、ピット


0 1m


　土坑６～８、ピット51土層注記
１．暗茶褐色砂質土：貝砂・炭化物を多量に含む。
２．茶褐色砂質土　：貝粒・かわらけ粒が多め
　　　　　　　　　　炭化物を少量含む。
３．暗褐色砂質土　：貝砂が多量、砂利を多めに
　　　　　　　　　　く含む。しまりあり
４．茶褐色砂質土　：砂粒・炭化物を多量に含む。
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土
層
注
記
　


１
．
茶
褐
色
砂
質
土
：
貝
砂
・
炭
化
物
を
多
量
に
含
む
。
　
　
　
　
　
　
４
．
暗
茶
褐
色
砂
質
土
：
貝
砂
・
土
丹
粒
を
多
め
に
含
む
。


２
．
茶
褐
色
砂
質
土
：
貝
砂
・
土
丹
粒
を
多
量
に
含
む
。
　
　
　
　
　
　
５
．
茶
褐
色
弱
粘
質
土
：
土
丹
粒
・
炭
化
物
を
多
め
に
含
む
。


３
．
暗
褐
色
砂
質
土
：
貝
殻
粒
・
か
わ
ら
け
粒
多
量
に
含
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粘
性
と
し
ま
り
あ
り
。


土坑 10土層堆積
１．茶褐色砂質土　：貝砂が多量、かわらけ粒・
　　　　　　　　　　土丹粒を少量含む。
２．暗茶褐色砂質土：貝砂が多め、かわらけ粒・
　　　　　　　　　　炭化物を少量含む。


土坑11・14・15土層注記
１．茶褐色砂質土　：貝砂・土丹粒が多量、炭化物少量含む ３．茶褐色砂質土　：貝砂が多量、砂利を少量含む。
２．暗茶褐色砂質土：径３cm角土丹・砂利が多めに含む。 ４．暗茶褐色砂質土：貝砂が多め、土丹粒を少量含む。 


土坑 12・Ｐ４４土層注記
１．茶褐色砂質土　：土丹粒・かわらけ粒を
　　　　　　　　　　多量に含む。
２．暗茶褐色砂質土：貝砂が多量、炭化物少
　　　　　　　　　　量含む。


 土
坑
15
・
16
、
ピ
ッ
ト
土
層
注
記


１
．
暗
褐
色
砂
質
土
　
：
土
丹
粒
・
か
わ
ら
け
粒
が
多
量
、
炭
化
物
を
少
量
含
む
。


２
．
暗
茶
褐
色
砂
質
土
：
拳
大
の
土
丹
塊
・
土
丹
粒
・
か
わ
ら
け
粒
が
多
め
、
砂
利
少
量
含
む
。


３
．
茶
褐
色
砂
質
土
　
：
貝
砂
・
砂
利
が
多
量
、
炭
化
物
・
か
わ
ら
け
粒
を
少
量
含
む
。


図７　土坑・ピット（２）
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図８　土坑出土遺物（１）
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る。遺物は図９−28・29がロクロ成形のかわらけ小皿、30・31が手捏ね成形の小皿が出土している。
土坑13 : D−3杭の北隣に位置し、土坑20の一部とピット上部を壊して掘り込んでいる。形状は隅丸


方形状を呈し、長径112cm、短径105cm、深さ15cmを測り、底面が平らな断面が浅い皿状の掘り方である。
覆土は土丹小塊や貝砂粒を少量含む暗茶褐色砂質土である。出土遺物は図9−32 ～ 36のロクロ成形の
かわらけ小皿である。
土坑14 : E−3杭の位置で土坑2、P50の掘り方で大半が削平を受けていた。確認できた大きさは東


西径65cm・南北径42cm以上、深さ15cmを測る。覆土は土丹細片と砂利を多く含む茶褐色砂質土、出
土遺物はかわらけ細片だけで図示できなかった。
土坑15：D−4杭に位置し、土坑11の東大半を壊して掘り込んでいる。南半部は調査区外に拡がり、


確認した大きさは東西径115cm・南北径72cm、深さ28cmを測り、断面U字状の掘り方をもつ。覆土は貝砂、
炭化物を多く含む茶褐色砂質土で、実測可能な遺物は出土していない。
土坑16 : C−4杭の北隣に位置し、土坑17・P51の掘り方と試掘坑により大半が削平を受けていた。


確認できた規模は南北径50cm・東西径25cm、深さ35cmの擂鉢状断面の掘り方を呈する。覆土は貝砂・
砂利を多量に含む砂質土、遺物は図9−37・38のロクロ成形のかわらけ大小皿、大皿は灯明皿で口縁部
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図９　第１面土坑出土遺物 ( 2 )
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図10　第１面玉石列


に油煙煤が付着する。
土坑17 : 東側は調査区外に架かる形で検出された。確認された大きさは南北径75cm、東西径50cm以上、


深さ40cmで断面逆台形の底面平坦な掘り方を呈する。覆土は拳大の土丹塊、かわらけ粒を多く含む茶
褐色砂質土である。遺物はすべてロクロ成形のかわらけ細片だけで図示できなかった。
土坑19 : F−5杭の東隣に位置する。重複関係を観察すると、土坑3を掘り込んで新しく、P18・19


の掘り方に壊されたもので、東半部は調査区外に延びている。確認されたのは南北径132cm・東西径
35cm以上、深さ50cmを測り、底面が平坦な掘り方で海抜高9.60mである。覆土はやや粘性をもち、締
まりがある暗茶褐色土で、良好な遺物の出土は見られなかった。
土坑20 : D−3杭の北隣に位置し、土坑13により西側が壊されている。掘り方は長楕円形と思われ、


確認できた大きさは東西径110cm以上、南北68cm、深さ10cmの浅い掘り方である。覆土は砂利、炭化
物を多くしまりの無い砂質土で、図示可能な遺物の出土はみられなかった。


b. 玉石列（図10）　　
調査区南西隅において、西壁に沿って貝砂や砂利を多量に混入した硬く締まる茶褐色砂質土の地形層


がある一定の範囲が確認され、その地形層中に４列の構
成で据えられたような状態で伊豆石の玉石列を検出した。
玉石列はグリットの南北軸に並行した方位を示し、N―39
°―Eである。なお土層観察から玉石列は調査区南壁へ架
かって状況で確認されており、調査区外へ伸びていくこ
とが判明している。


4列の玉石列は、西端に位置した1列目が4個、2列目が
大型のもの2個、3列目が5個で北側3個が小型のもの、
4列目が4個の伊豆石がそれぞれを検出している。さらに
1・2列目の軸線上で北方向へ2m程離れた位置に2個の伊
豆石が認められた。伊豆石は円形～楕円形を呈しもので、
径15 ～ 25cm、厚さ7 ～ 10cmの水摩した扁平な川原石を
用いている。玉石列上面は海抜高10.0m前後である。遺物
はかわらけ小片だけで図示可能な資料は出土していない。


ｃ．井戸（図11・12）
井戸1 : 調査区南側でG−4杭に位置し、西端が調査区


外に架かり検出した。土坑9より古いが、P30を掘削して
いる。木枠などの井戸枠などは廃棄の際に抜かれたのか
遺存していない。掘り方の形状は不整円形を呈し、大き
さは南北径198cm、東西径185cm以上、深さ275cm、底面
の海抜高7.30mを測る。掘り方は壁面の上部が開く形状で
東側は裏込にあたる部分が25cm程拡がり、底面にかけて
軽い段をもつ底面が円形で径120cm前後の平坦な掘り込
みである。覆土は上層に径25 ～ 70cm程の土丹塊が多く
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撹乱


井戸1


撹
乱


▼調査区南壁西端土層断面
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　玉石列土層注記
１．近世～近代整地層
２．暗褐色砂質土   : かわらけ粒・砂利・炭化物を少量含む。
３．茶褐色砂質土   : 貝砂・砂利が多量に含む。硬くしまる。
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10.10m


--01_ .indd   20 13/03/14   14:16







− 21 −− 20 −


みられ ( 2 ～ 5層)、中層は拳大の土丹塊を含む暗茶褐色土 (9層)、下層には拳大の鎌倉石小塊を含み、
底面上には厚さ約5cmの木枝や藁状繊維が混じる有機物腐食土の堆積が認められた。


出土遺物は図12−1 ～ 25のロクロ成形、26の手捏ね成形のかわらけである。ロクロ成形は小皿に1
～ 6の口径6cm台の一群と、7 ～ 12の口径7.4 ～ 8.1cmの一群とがあり、中皿には13 ～ 20の口径8.8 ～
9.8cmがみられ、小中皿ともに開き気味で直線的に立ち上がる器壁をもつ器形が主体を占めていた。25
の大皿は口径15cmに近い大型品で厚手の直線的な器壁から口縁が外反気味になる。24は口縁部を刃物
で削る加工を施している。27は龍泉窯の青磁劃花文碗、28・29は瀬戸窯の鉄釉花瓶・壺、30は常滑窯
甕片を転用した磨り陶片で叩目が木の葉文である。遺物組成から15世紀代に下るものである。
井戸2 : 調査区北西のG−3杭に近隣し、井戸1から北へ２m離れた位置で検出した。平面形は楕円


形を呈し、大きさは長径150cm、短径133cm、深さ233cmであるが、底面の中央部には径70cm、深さ
50cm程の円形を呈した土坑状の掘り込みが認められた。木枠などの井戸枠はみられない。覆土は2層
からなり、上層が貝砂・砂利・かわらけ粒を多く含んだ締まりの強い黄茶褐色土の単一層からなり、一
時期に埋め戻された可能性が高い。2層の下層は木片や植物繊維を多く含む有機物腐植土である。


出土遺物は31 ～ 33がロクロ成形かわらけの大小皿、34が手捏ね成形のかわらけ小皿である。35は
龍泉窯の青磁劃花文碗、36・37は常滑窯の片口鉢Ⅰ・Ⅱ類、38は瓦器内折れ小皿、39・40は瓦質火鉢、
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井戸１土層注記
１．黄茶褐色粘質土 ：貝砂・土丹粒が多く、かわらけ片を少量含む。
２．茶褐色粘質土 ：貝砂が多め、炭化物・かわらけ粒を少量含む。
３．暗茶褐色粘質土 ：貝砂・土丹粒・かわらけ粒を少量含む。
４．灰茶褐色粘質土 ：貝砂が多く、土丹粒・かわらけ粒を少量含む。
５．暗茶褐色粘質土 ：粗砂・拳～頭大の鎌倉石塊を多く含む。
６．茶褐色粘質土 ：土丹粒・かわらけ粒を少量含む。
７．茶褐色粘質土 ：貝砂が多め、炭化物・砂利を少量含む。
８．灰茶褐色粘質土 ：貝砂・土丹粒が多め、かわらけ粒を少量含む。
９．暗茶褐色粘質土 ：上部に拳大の土丹塊、貝砂を多量含む。
10. 黒褐色粘質土 ：炭化物を少量に含み、粘性強いがしまりなし。
11. 暗灰褐色粘質土 ：かわらけ粒が含む。粘性強め・しまりあり。
12. 暗灰褐色粘質土 ：10層と類似、土丹粒・炭化物を多めに含む。
13. 茶褐色粘質土 ：砂粒が多め、径５cm角の土丹少量含む。
14. 暗茶褐色粘質土 ：貝砂が多め、土丹粒・炭化物を少量含む。
15. 黒褐色粘質土 ：拳大の鎌倉石塊を含む。底面に厚さ５cm程の


有機物腐食土がある。


井戸２土層注記
１．黄茶褐色砂質土 ：貝砂・砂利・かわらけ粒が多く、径３cm角の土


丹を多く含み、良くしまる。単一層で一時期に
埋め戻される。


２．明茶褐色粘質土 ：木片・植物繊維を多く含む。有機物腐食土。


10.10m


図11　第１面井戸1・2
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41は女 (平) 瓦である。
ｄ．ピット（図6・7・13・14）
調査区のほぼ全域にわたり、ピット62穴を確認したが、柱並びの確かなものは確認されておらず掘


立柱建物などを復元するに至っていない。このうち、遺物を出土したものや特徴のあるピットについて
簡単に触れる。
P1 : G−2杭に位置し、P27・42を壊して掘り込んだ新しい遺構である。大きさは長径73cm、短径


52cm、深さ20cmで楕円形を呈し、底面が平らな浅い掘り方である。遺物は図14−1のロクロ成形かわ
らけ小皿である。P2 : P1と西隣に位置する。大きさは長径43cm、短径28cm、深さ37cmの楕円形を呈
した掘り方で、底面に礎石を据えていた。礎石は径約20cm、厚さ8cmの扁平な伊豆石を用いている。
覆土は貝砂・粗砂を多めに含む茶褐色砂質土で、2の手捏ねかわらけの小皿が出土した。P3 : G−3杭
の西隣に位置し、P38の掘り方に一部を壊される。円形を呈し、径57cm、深さ27cmの浅い掘り方である。


図12　第１面井戸1・2出土遺物
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出土遺物は3のロクロ成形で薄手丸深のかわらけ中皿である。P 9 : F−3に近接した位置し、掘り方は
径40cm程、深さ15cmの浅い円形を呈し、底面に扁平な伊豆石を据えている。遺物は4のロクロ成形の
かわらけ大皿が1点出土した。
P11 : F −4杭の南側に位置し、P16よりも古いピットである。楕円形を呈し、長径45cm、短径


35cm、深さ30cmで覆土は貝砂・砂利混りの暗褐色土である。遺物は５がロクロ成形かわらけの薄手丸
深になる大皿、６は瓦器質の三足釜、７は鉄釘である。P13 : F−5杭に近接した位置、新旧関係を観
察するとP14よりも新しい。掘り方は円形を呈し、径67cm、深さ37cmの底面径の小さなもの。遺物は
8が龍泉窯青磁の蓮弁文碗、9が鉄釘である。P14 : 円形の掘り方で径57cm、深さ43cmの小さな底面径
を呈す。出土遺物は10・11がかわらけでロクロ成形の小皿と手捏ね成形の大皿、12が青白磁梅瓶であ
る。 P16 : 楕円形の掘り方で長径62cm、短径50cm、深さ65cmを測り、覆土は砂利を多く含む茶褐色
砂質土で遺物が14のロクロ成形小皿1点が出土した。P18 : F−5杭の東隣に位置し、土坑19・P19の
掘り方一部が壊されている。掘り方は径約83cm、深さ40cmで円形に近い形状で底面には扁平な伊豆石
の礎石が据えられている。暗褐色砂質土の覆土中からは15 ～ 21のロクロ成形のかわらけ大小皿、22 ～
24の青白磁水注・梅瓶、25・26の鉄釘が出土した。P19 : 掘り方は楕円形状と思われ、長径70cm以上、
短径67cm、深さ23cmの底面平らなものである。覆土中からの遺物は27・28がロクロ成形のかわらけ
小皿、29が鉄釘である。
P22 : F−5杭西側に位置し、掘り方は楕円形を呈した長径78cm、短径62cm、深さ38cmである。覆


土は炭化物を多く含む茶褐色砂質土、遺物は30が手捏ね成形のかわらけ小皿と31の青白磁梅瓶が出土
した。P23 : P22の西隣で検出した。楕円形の形状で長径73cm、短径62cm、浅い掘り方で深さ15cm
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図14　第１面ピット出土遺物
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である。覆土中からは32のロクロ成形かわらけの大皿、33・34が青白磁梅瓶、35の同安窯青磁の櫛
掻文皿である。P24 : P22・23に近接して調査区南壁に架かる。楕円形で長径72cm、短径30cm以上、
深さ38cmで、遺物はロクロ成形のかわらけ大小皿である。P29 : 井戸2に一部削平される。円形で径
35cm、深さ38cmの小型ピットである。遺物は38の手捏ねかわらけの小皿１点が出土した。
P32 : 井戸2・P33に一部削平される。径45cm以上、深さ40cm程の掘り方で覆土中からかわらけを


中心に多量の遺物が出土した。39 ～ 45はロクロ成形のかわらけ大小皿、46 ～ 54が手捏ねかわらけの
大小皿、55は東美濃系の山茶碗、56が同安窯青磁の櫛掻文皿、57が楠葉型の瓦器椀である。P34 : 土
坑1とF−3杭の間に位置する。形状は円形を呈し、径65cm、深さ15cmと浅く底面径の小さな掘り方
である。出土遺物は58 ～ 60がロクロ成形のかわらけ大小皿である。P36 : F−4杭の北側に位置し、
P37を壊して掘り込む。平面隅丸方形を呈し、径48cm、深さ28cmを測り、覆土は貝砂を多く含む茶褐
色砂質土で61の手捏ね白かわらけと、62の白磁劃花文碗が出土した。P37 : P3掘り方の一部を壊して
検出した。平面隅丸方形を呈し、径60cm、深さ42cmを測る。覆土は炭化物・砂利を多めに含む砂質土、
出土遺物は63 ～ 67がロクロと手捏ね成形のかわらけ大小皿である。P38：径58cm深さ42cmの楕円形
を呈し、覆土は茶褐色粘質土の単層で土丹小塊がみられた。68 ～ 70が龍泉窯青磁の劃花文碗と皿が出
土した。P39：G−5杭東側に位置する。径50cm前後の円形を呈し、深さ36cmを測る。覆土中からは
かわらけで71・72のロクロ小皿と73の手捏ねのかわらけ大皿と内折れ小皿が出土した。
P44：調査区北東隅で土坑12に壊されて検出した。確認した大きさは径50cm以上、深さ35cm、覆


土は茶褐色砂質土で締りなく、遺物は75・76のロクロ・手捏ね成形のかわらけ小皿である。P45 : 調
査Ⅰ区東端の試掘坑に架かる位置である。長径55cm、短径42cmの楕円形を呈し、深さ38cmと浅い掘
り方である。遺物は77の常滑窯甕片で格子目叩き痕がある。P50 : E−3杭に近接した位置、土坑2・
14を壊して掘り込むピットである。平面不整円形を呈し、長径55cm、短径37cm、深さ35cmである。
覆土は貝砂・砂利・かわらけ粒を多量に含む暗茶褐色土、遺物は80のかわらけ小皿１点が出土した。


e. 遺構外出土遺物（図14）
遺構外とした遺物は第1面上の遺物包含層や遺構確認に伴った精査作業において出土した資料を一括


してここに掲載した。図15−1 ～ 6はロクロ成形で糸切底のかわらけ小皿であるが、1は高い器高で口
縁外反する資料であるのに対し、2 ～ 5は低い器高で内湾した器形が特徴的である。7・8の大皿は厚手
の器壁で内湾器形である。9 ～ 11が手捏ね成形のかわらけ大小皿であり、9は内折れ気味の小皿、10・
11は指頭圧痕の外底部と横位ナデの口縁部との境界の稜が明瞭である。12・13は龍泉窯の青磁無文碗
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図15　第１面遺構外出土遺物
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図16　第１面下のかわらけ溜りと土丹敷面


の口縁と底部破片、14は白磁口兀碗で口縁が外反気味である。15は銅銭で一部破損するが「景祐元宝」  (北
宋 初鋳年 1034年 )であろう。16は鉄製の鋏で片側は欠失する。


f. 第1面下かわらけ溜り・土丹塊敷面（図16～20）
第1面の地形層（3層）とその下の茶褐色砂質土の薄い堆積土（4層）を除去すると、調査区北半部の位


置で測量軸4ラインより北側域の広い範囲にわたり、かわらけ溜りと土丹塊敷面が検出された。これら
は図16に示したように3ラインを境にして北側の面上に完形品や大型破片を中心とした多量のかわらけ
がゴミ捨て場的な状況で廃棄されていた。さらに南側には土丹塊を敷き詰めた一定の範囲を確認するこ
とができた。


かわらけはロクロ成形の小皿と大皿（図17・18）の一群に大別され、手捏ね成形は図19に示した大小
皿の資料が認められた。ロクロは小皿が背低の口径8cm以上が主体、器形は薄い器壁で開き気味の資料
と、内湾する器壁が認められた。大皿は低めの器高で口径と底径比の差が少ない資料が中心である。
手捏ねは底部が平底気味でナデと指頭圧痕との境の稜が不明瞭な資料が多く認められた。図19−95 ～
100は手捏ねの白かわらけである。図20−1 ～ 4は同安窯と龍泉窯の碗皿、5・6が青白磁皿・小壺蓋、
7・8が皿・合子、9・10が山茶碗・皿、12 ～ 19が常滑窯片口鉢・甕、20・21が瓦器碗皿、22が掛け金、
23が銅銭の祥符元宝か、24・25が碁石、26が京都鳴滝産の砥石、27が土丹の加工円盤、28・29が骨加
工製品である。　


かわらけの型式・器種別における数量の出土状況をみると（表２・３）、ロクロ成形 (4,061点)・手捏
ね成形 (2,323点)・白かわらけ (49点)がみられ、個体数にして合計6,433点余りが出土している。かわ
らけの型式別の出土比率内訳は表２に示したとおり、ロクロ成形が63.5%、手捏ね成形が36.4%、白か
わらけが0.1%以下であった。さらに各型式の器種別数量の組成を提示したのが表3である。ロクロ成形
は大皿が2,580点 (64%)、小皿が1,481 点 (36%)の出土比率で大皿が６割以上を占めていた。手捏ね成形
は大皿が1,124点と、小皿が1,199点でほぼ等しい比率で出土している。
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図17　第１面下かわらけ溜り出土遺物（１）
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図18　第１面下かわらけ溜り出土遺物（２）
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図19　第１面下かわらけ溜り出土遺物（３）
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図20　第１面かわらけ溜り出土遺物（４）


表２　第1面下かわらけ溜り型式別出土点数 表３　第１面下かわらけ溜り器種別出土点数
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図21　第２面遺構全測図


２．第２面の遺構と遺物
現地表下55 ～ 75cm、海抜高9.75 ～ 90ｍ、遺構確認は中世基盤層上で検出した地形層（10・11層）上面と、


黒褐色粘質土の中世地山面の両面で確認した遺構を合わせて第２面としてここに掲載した。この面で検
出した遺構には、掘立柱建物8棟、土坑基、井戸1基、溝1条、ピット穴などである。主な遺物は多量
のかわらけ、青磁・白磁・青白磁などの舶載陶磁器、瀬戸・常滑・渥美窯の国産陶器、火鉢・瓦器・瓦
などの製品、銭・釘の金属製品の他、土師器・須恵器などの中世以前の遺物も少量出土している。


ａ．掘立柱建物（図21～23・34～37）
建物1 : 調査区中央のC ～ H−1 ～ 4に位置し、海抜高は9.87m前後で地形層上面から検出された。


軸方位はN−23°20′−Eである。調査区内で確認した建物の規模は東西４間×南北２間の掘立柱建物
である。南北軸上に並ぶ柱穴が確認できなかったので、この建物の南北柱間は2間幅であろう。柱間寸
法は東西列( a1 ～ a1′) が西端のP12から206cm・196cm・210cm・186cmと各柱間の距離は不揃いな数
値を示したが、南北列2間( a2 ～ a2′) の幅は各210cmほどである。柱穴掘り方は不整円形または楕円
形を呈し、径35 ～ 65cm、深さ25 ～ 40cmである。東西列のP197・216の掘り方底面には礎版と思しき
板状の痕跡が確認された。
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図22　第２面建物１～４
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各柱穴の出土遺物は、P12の図34−9・P197の図36−71・P216の図37−7ともに常滑窯甕片である。
建物2 : 建物1の北端柱穴列と近い位置で検出されたが、新旧関係は不明である。東西4間と南北2間


半を確認した掘立柱建物であり、南側は調査区外へ伸びる可能性が高い。海抜高9.85 ～ 92mで地形層上
から確認され、軸方位はN−24°30′−Ｅである。確認した規模は東西7.79m、南北5.22m以上である。
柱間寸法は東西位ｂ列(b1 ～ b1`)が西から215cm・168cm・198cm・198cm 、南北位ｂ列(b2 ～ b2`)が
南から202cm・180cmを測り、北端の柱間は140cmの距離に位置しており、庇や縁などの柱列の可能性
が考えられよう。柱穴掘り方は、径36 ～ 65cmの円形または楕円形を呈し、深さは浅いP11以外が30 ～
70cmである。底面にはP83・90・136・166のように土丹塊を混入した例が認められた。


各柱穴の出土遺物はP11が図34−9の龍泉窯青磁碗、P27が30・31のロクロ・手捏ねかわらけ小皿、
P166が図36−27・28の手捏ねかわらけ大小皿である。
建物3 : 建物2よりも古い時期の掘立柱建物である。建物規模は調査区内で東西3間 (6.18m）と南北2


間 (4.17m ) が確認され、海抜高は9.90m前後である。建物の軸方位はN−26°30′−Eであり、建物1に
比べてやや東に触れた主軸である。柱間寸法は東西位Ｃ列(c1 ～ c1`)の各間の芯々距離が西か210cm・
210cm・198cm、南北位Ｃ列(c2 ～ c2`)の２間の芯々距離が192cm・215cmを測る。柱穴の掘り方は、径
35 ～ 50cmで円形または楕円形を呈し、深さ35 ～ 55cmで中世地山上で確認した。掘立柱建物を構成し
ていたP98・129・183の柱穴底面からは木質の腐食した礎板と思しき痕跡が認められた。


各柱穴の遺物をみると、P44は図34−51・52の手捏ねかわらけ小皿・53の土丹加工円盤、P98は図35
−41の手捏ねかわらけ小皿、P183は図36−48の常滑窯甕の口縁部片が出土した。
建物4 : 調査区南側に位置し、確認した規模は東西２間、南北２間で調査区外に拡がる可能性が高い。


建物の主軸方位はＮ―23°30′―Ｅで建物１と同一方向の掘立柱建物、確認した海抜高9.90mである。柱
間寸法は東西列の2間が各210cm、南北列の2間が各198cmである。柱穴掘り方は楕円形を呈し、径30
～ 45cm、深さ25 ～ 50cmと不揃いである。本建物は重複する土坑７より新しい。
建物5 : 調査区北側こ位置し、確認した規模は東西３間、南北１間で北側の調査区外に拡がる可能性


がある。建物7と重複関係にあるが、本建物の方が新しい。建物の主軸方位はＮ−35°40′−Ｅを測り、
建物８と同一の軸方位を示している。柱穴掘り方は楕円形を呈し、径30 ～ 55cm、深さ28 ～ 50cmを測り、
底面に伊豆石や土丹塊を据えた例が認められた（Ｐ57・118・149・168など）。覆土は貝砂・炭化物・土
丹粒などを多く含む茶褐色砂質土である。出土遺物は、Ｐ57が図35−６の手捏ねからけ、Ｐ149の同図
68は銅銭で「凞寧元宝」、Ｐ161・168が図36−６～８、29 ～ 31がロクロ・手捏ね成形かわらけである。
建物６: 調査区西側に位置し、確認した規模は南北２間（柱間寸法各200cm）、東西１間（柱間寸法


215cm）で主軸方位はＮ―28°30′−Ｅである。柱穴掘り方は楕円形を呈し、径40 ～ 60cm、深さ50 ～
80cmである。柱穴に伴う遺物はＰ21から図34−21・22のロクロ・手捏ね成形のかわらけが出土している。
建物７: 調査区北側に位置し、確認した規模は東西４間、南北２間主軸方位はＮ−29°40′−Ｅで建物


６に近い柱通りになる。柱穴間隔は190 ～ 200cm、柱穴掘り方は楕円形を呈し、径40cm前後、深さはＣ
1 ～Ｃ1¹を観察すると一間おきに深さが変化し、Ｐ123・185が深さ60 ～ 75cm、間の柱穴は深さ40cm
前後である。出土遺物は、Ｐ50から図34−56 ～ 64のロクロ・手捏ね成形のかわらけ、Ｐ103・Ｐ123
から図35−43・49の手捏ね成形かわらけ、Ｐ185から図36−54の手捏ね成形のかわらけがみられた。
建物８: 調査区北西に位置し、東西南北とも１間分（柱間寸法200cm前後）が確認された。柱穴掘り方


は楕円形を呈し、径30 ～ 50cm、深さ30 ～ 65cmである。Ｐ36から図34−44のかわらけが出土している。
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図23　第２面建物５～８
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図24　第２面土坑・ピット（１）
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土坑１
　１．茶褐色砂質土　：貝殻粒・かわらけ大小片・径２cm角土丹を多量に含む。
　２．茶褐色砂質土　：炭化物を多量に含む。粘性・しまりなし。
　３．茶褐色粘質土　：土丹粒、径２cm角土丹をやや多く含む。しまりあり。
　４．暗褐色粘質土　：かわらけ粒・炭化物を多量に含む。しまりなし。
　５．茶褐色弱粘質土：土丹粒・明褐色粘質土のブロックを多量に含む。
　６．茶褐色弱粘質土：炭化物・明褐色粘質土のブロックを多量に含む。
　７．暗茶褐色砂質土：炭化物・焼土・明褐色ｃ粘土のブロックを多量に含む。


Ｐ11
　８．茶褐色砂質土　：貝殻粒・土丹粒・かわらけ粒をやや多く含む。土坑１
　　　　　　　　　　　を壊し掘り込む。


土坑２
　９．茶褐色砂質土　：貝砂・拳大土丹・径１cm角土丹をやや多く含む。
　10. 茶褐色砂質土　：炭化物・土丹粒・径１cm角土丹を多量に含む。


Ｐ15
　11. 茶褐色砂質土　：炭化物・径２cm角土丹をやや多く含む。
　12. 暗茶褐色粘質土：土丹粒・地山粘質土のブロックを少量含む。


Ｐ44
　13. 暗茶褐色砂質土：貝砂・かわらけ粒を多量、炭化物を少量含む。
　14. 暗茶褐色粘質土：土丹粒・かわらけ粒をやや多く含む。しまりあり。


Ｐ49
　15. 暗茶褐色粘質土：土丹粒・かわらけ粒をやや多く含む。しまりあり。


溝１
　16. 茶褐色砂質土　：貝砂・炭化物を多量に含む。


Ｐ40
　17．茶褐色砂質土　：貝砂・炭化物を多量に含む。


--01_ .indd   35 13/03/14   14:16







− 37 −− 36 −


図25　第２面土坑・ピット（２）
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Ｐ59・61・64土層注記
１．茶褐色粘質土：土丹粒・炭化物を少量含む。しまりあり。
２．暗褐色粘質土：貝砂・土丹粒を少量含む。しまりなし。
３．茶褐色粘質土：貝砂・土丹粒を少量含む。しまりややあり。
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。


土坑８土層注記
１．暗茶褐色粘質土：土丹粒・かわらけ片を少量含む。
２．黒褐色弱粘質土：炭化物、常滑甕片を多く含む。
３．黒褐色粘質土：径２cm角土丹を少量含む。
４．黒褐色粘質土：地山粘質土のブロックを多めに含む。
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ｂ．土坑（図24～31）
土坑１: 調査区北西中央、Ｆ−５杭から北側に拡がる大型の土坑が検出された。第１面の井戸１やＰ


11に一部削平を受け、土坑７・Ｐ10・55・75を壊して掘り込まれていた。平面形状は南北位に長軸を
有した楕円形を呈し、大きさは南北径206cm、東西径153cm、深さ67cmほどで平らな底面をもち、断
面台型の掘り方である。覆土は７層から構成されており、上層は１・２層のかわらけ片や炭化物などを
多く含む締まりのない茶褐色砂質土、中層は３・４層のかわらけ粒や土丹粒を多めに含む粘質土、下層
は５・６層の中世地山の粘土ブロックを多く含み、最下層にあたる７層は焼土・炭化物・明褐色粘土ブ
ロックを含んだ層位に大別された。出土遺物は、図27−１～５がロクロ成形のかわらけ大小皿であり、
小皿は口径8.6cm前後で器高の低いもの、７～ 13の手捏ね成形かわらけは小皿が口径9cm前後であるが、
大皿は口径12 ～ 14.8cmと一定していない。14・15は同安窯の櫛掻劃花文碗と龍泉窯の劃花文碗である。
16 ～ 19は常滑窯の片口鉢Ⅰ類と甕片である。
土坑２: 調査区中央、Ｆ−４グリットの位置で調査区外に拡がる土坑を検出した。本址は土坑やピッ


トとの重複関係が確認され、土坑７、溝１、Ｐ21・44より新しく、Ｐ18で底面一部か掘削されている。
確認した大きさは南北径86cm・東西径65cm以上、深さ32cmの浅い皿状断面を呈した掘り方である。
覆土は上層が貝砂・拳大土丹塊を含む茶褐色砂質土、下層か炭化物・土丹粒を多量に混入した茶褐色砂
質土で覆土中から良好な遺物は出土していない。
土坑４: 調査区北西域のＦ−２杭の位置で検出され、土坑５やＰ7・57・74を壊して掘り込んでいた。


楕円形の平面形状で大きさは南北径118cm、東西径105cm、深さ63cmの断面逆台形の掘り方である。
覆土は上層が１層の貝砂・砂利などを含む粘質土、中層が２～４層で貝砂の多い黄褐色砂質土、下層は
５層の茶褐色粘質土で構成される。かわらけ細片だけで図示可能な遺物は出土していない。
土坑７: 調査区中央でＦ−４グリットの位置で他の遺構と重複形で検出された。本址との新旧関係を


観察すると、溝１より新しく、土坑１・２やＰ18・21・44によって壊されており、全体像は不明である。
確認できたのは南北径162cm、東西径102cm、深さ43cmの規模、平面形状は楕円形を呈し、断面Ｕ字
型の掘り方をもつ。覆土は２層に区分され、上層が炭化物や小土丹塊をやや多く含む茶褐色砂質土、下
層が土丹粒・かわらけ粒を含んだ暗茶褐色粘質土である。図27−20の銅製品で腰刀などの鞘の頭金が
出土している。
土坑８: 調査区中央の南端、Ｅ−４杭の位置で調査区南壁外に拡がる土坑を検出した。遺構の上部は


土坑９・12・Ｐ175によって削平を受けていた。確認できた規模は南北径76cm・東西径96cm以上、深
さ54cmを測り、掘り方の断面形状がＵ字型を呈する。覆土は大別して３層に区分され、上層（１・２層）
がかわらけ片・常滑片・炭化物を含んだ弱い締りの粘質土、中層（３層）が土丹小塊を混入した黒褐色
粘質土、下層（４・５層）は底面に張り付くように中世地山に類似した黒褐色粘質土の薄い堆積が認め
られた。図示した遺物の大半は覆土上層からの出土資料である。図27−21 ～ 26・27 ～ 29はロクロ成
形と手捏ね成形のかわらけ皿、30・31は龍泉窯の劃花文碗、32は南部系の尾張型山皿、33は女瓦（平瓦）
で永福寺創建期の女瓦と同類資料である。
土坑９: 土坑８に北接した位置でかわらけを多量に伴った細長い東西位の土坑を検出した。確認でき


た大きさは東西径148cm、南北径55cm、深さ30cm前後の規模で断面皿状の浅い掘り方を呈していた。
覆土は土丹粒・炭化物を多量に含んだ弱い締りの暗茶褐色粘質土の単一層が堆積し、覆土の上層部から
多量のかわらけが廃棄された状態で発見した。遺物は図27−34 ～ 69がロクロ成形のかわらけ大小皿で
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図26　第２面土坑・ピット（３）
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井戸３土層注記
１．茶褐色粘質土　：径２cm角土丹・かわらけ粒を少量含む。粘性強く、しまりあり。
２．暗茶褐色粘質土：土丹粒・かわらけ片・炭化物を少量含む。粘性・しまりあり。
３．暗茶褐色粘質土：炭化物の塊が多量、拳大土丹塊を少量含む。
４．暗茶褐色粘質土：土丹粒・かわらけ粒・炭化物を少量含む。
５．暗茶褐色粘質土：地山粘質土のブロックを多めに含む。粘性強くしまりあり。


Ｐ33・Ｐ35土層注記
１．暗茶褐色粘質土：貝砂・かわらけ片が多め、炭化物を少量含む。
２．暗茶褐色粘質土：貝砂・拳大の土丹塊を少量含む。
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図27　第２面土坑出土遺物（１）
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あるが、小皿の寸法は口径8.0 ～ 9.4cm、底径6.5 ～ 7.2cm、器高1.1 ～ 2.0cmを測り、口径と底径比の
差が小さめで低い器高の一群が主体を占めている。この他、ロクロ成形かわらけに比べて手捏ね成形の
出土比率が少ないのが特徴的である。
土坑10 : 調査区北東域、Ｄ−２杭に近接した位置で検出した。土坑13、Ｐ155・216を壊し掘り込


み、Ｐ156bにより一部削平されていた。楕円形の平面形状を呈し、南北径146cm、東西径122cm、深さ
36cm、断面が浅い皿状になる。覆土は上層が貝砂・土丹粒を含む黄褐色砂質土、下層が炭化物・土丹
粒を多く含む茶褐色粘質土に分けられた。遺物は図28−１・２は手捏ね成形のかわらけ、３は京都鳴
滝産の小型石硯が出土した。
土坑11 : 調査区中央の北端でＥ−１グリットに位置し、北半部は調査区壁に架かるため全体形は不


明である。土坑13と重複関係にあり、本址が古い。確認できた大きさは東西径102cm、南北径55cm以
上、深さ18cmを測り、断面形状は浅い皿状を呈した掘り方である。覆土は締まりのない茶褐色粘質土
の単一土層であり、覆土上層からはかわらけの完形品もしくは大型の破片40個体以上を検出している。
出土遺物は図28−４～ 32がロクロ成形かわらけと、33 ～ 42が手捏ね成形かわらけの大小皿である。
43は同安窯青磁の櫛描文碗である。
土坑12 : Ｅ−４杭に位置し、遺構大半が調査区南壁外に拡がり、全体規模は不明である。土坑8・16


を壊して掘り込んでいる。確認した規模は東西径150cm・南北径80cm以上、深さ28cmを測り、断面形
状は逆台形を呈し、平らな底面の掘り方をもつ。覆土は二層に分別され、上層が炭化物・かわらけを多
く含んだ弱い締まりの茶褐色粘質土、下層が貝砂ブロックを混入した茶褐色粘質土の堆積が認められ、
上層のかわらけは完形品や大型破片が主体を占め60個体以上に及んでいた。出土した遺物は図29−１
～ 61がロクロ・手捏ね成形のかわらけ大小皿で両成形の出土比率を観ると、ロクロ成形が８割近くを
占めていた。48・49はロクロ成形による内折れかわらけ、62は手捏ねの白かわらけである。63 ～ 65は
常滑窯の甕と片口鉢Ⅰ類である。
土坑13 : 調査区北東域のＤ−２杭に位置し、遺構北半部は調査区外に拡がる大型の土坑である。本址


の重複関係を観察すると、土坑10・11によって掘り方の一部が削平されて古く、土坑14よりも新しい
痕跡が認められた。調査区壁に架かり部分的な検出で平面形は不詳である。東西径186cm以上、南北径
132cmを検出し、確認面からの深さ13cmと浅く、底面の海抜高は9.82m程である。覆土は土丹粒や炭化
物を多く含む暗褐色粘質土の単一土層で、上層からはかわらけ40個体近くがまとまった状態で出土して
いる。かわらけは図29−44 ～ 71はロクロ成形と手捏ね成形のかわらけ大小皿である。両成形の出土比
率で観ると、手捏ね成形が７割以上と高い比率を占めていた。72は鍛造による鉄釘で断面四角形である。
土坑14 : 土坑13に東接した位置で、調査区北壁に架かる規模不明の土坑を検出した。確認できたの


は南北径100cm以上、東西径68cm、深さ37cmであり、掘り方は断面箱型に近く、南北長の隅丸長方形
の平面形と思われる。覆土は炭化物層を挟んで上下２層からなり、下層は土丹粒や炭化物を多い茶褐色
粘質土でかわらけ35個体以上が出土、上層は炭化物を少量含む締まりの弱い粘質土である。遺物は図
30−1 ～ 11が上層と、12 ～ 47が下層から出土したロクロ・手捏ねかわらけの大小皿でともに手捏ね
成形が主体を占めている。48・49が手捏ね成形の白かわらけ、50が白磁口兀皿である。
土坑15 : 調査区中央のＥ−３杭の北隣に位置し、溝1や土坑9、ピットのＰ154・172・185・211・220


などの遺構に掘削された状態で検出された。確認できた規模は東西径138cm・南北径115cm以上、深さ
32cmであり、掘り方は底面の平らな断面逆台形を呈する。覆土は暗茶褐色粘質土の土丹粒・炭化物を多
く含んだ単一層でかわらけが45個体以上と多量に出土している。出土遺物は図31−1 ～ 26がロクロ成
形、27 ～ 44が手捏ね成形のかわらけ大小皿であるが、ロクロ成形と手捏ね成形の出土比率を観察すると、
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図28　第２面土坑出土遺物（２）
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図29　第２面土坑出土遺物（３）


その占める割合はほぼ半々であった。45・46は常滑窯の片口鉢Ⅰ類、47が断面四角形の鉄釘である。
土坑16 : 調査区南西隅のＧ−６杭の東隣に位置して調査区外に拡がる土坑であり、井戸３やピット


のＰ31・78などの遺構により大半が削平受けて検出された。確認した規模は南北径65cm・東西径37cm
以上、深さ25cmと浅い掘り方を呈し、貝砂やかわらけ粒を多めに含む暗茶褐色弱粘質土の覆土であり、
それに伴う遺物はかわらけ小片だけで図示可能な資料は認められなかった。
土坑17 : Ｄ−４杭の西隣の位置で遺構大半が調査区南壁外へ拡がり、土坑12に削平された土坑を検


出した。確認できたのは東西径58cm・南北径25cm以上、深さ30cmほどで底面が平らな掘り方を有し
ている。覆土は拳大の土丹塊や炭化物を多めに含む茶褐色粘質土であり、遺物は図化できる資料は出土
していない。
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土坑19 : 調査区南東隅でＣ−４杭に位置し、土坑24やＰ162・214などのピットに一部を壊されてい
た。確認できたのは南北径95cm以上、東西径50cm、深さ10cmほどの底面が平らな浅い掘り方である。
底面の海抜高約9.8ｍである。覆土は黒色粘質ブロックを多く含む締まりのある茶褐色粘質土、遺物は
かわらけ細片だけで図化可能な資料は伴っていない。
土坑20 : Ｄ・Ｅ−３・４杭に囲まれた中央に位置し、ピットのＰ147・183に削平を受けて検出された。


確認できたのは東西径76cm、南北径55cm、深さ60cmを測り、平面形は楕円形を呈し、底面が平らな
断逆台形の断面形状の掘り方である。底面の海抜高9.58ｍである。覆土は中世地山の黒色粘質土ブロッ
クを多く含んだ締まりのある暗茶褐色粘質土の単一層であった。第２面遺構の新旧関係や覆土からみて
検出遺構中において古い堆積土の一群と思われる。出土遺物はかわらけ細片が少量認められただけで図
示できなかった。


3


4
1


2


5


6


7


8


9


10
11


12


13


14 15


16


17


18


19


20


21


22


23


24


25


26


27


28


29


30


31


32


33


34


35


36


37


38


39


40


41


42


43


44


45


46


47


48


49 50


0 10cm
土坑14


上層(1～11)・下層(12～51)


図30　第２面土坑出土遺物（４）
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図31　第２面土坑出土遺物（５）


ｃ．井戸３（図26）
調査区南西隅で井戸掘り方の一部を検出した。 本址は調査区壁際に位置し大半が調査区外に拡がる


ものである。降雨や湧水で地盤が緩み調査中に崩落の危険性があると判断され、深さ約80cmまで確認
して掘りさげを中止した。遺物は図37−9 ～ 13の外底部が回転糸切痕かわらけの大小皿が出土した。


ｄ．ピット（図21・24～26・32～36）
この面では掘立柱建物に伴う柱穴群以外に調査区のほぼ全域にわたり、ピット220口以上が検出され


ている。ここでは遺物を出土したものや特徴のあるピットについて簡単に触れることにする。
P3 : Ｆ−３グリットに位置し、溝１を壊して掘り込んだ新しい遺構である。大きさは長径43cm、短


径32cm、深さ40cmで楕円形を呈し、壁面が垂直気味で底面の平らな掘り方である。遺物は図34−1・
２の手捏ね成形かわらけの大皿である。P４ : P3と北隣に位置する。大きさは長径60cm、短径52cm、
深さ48cmの楕円形を呈した掘り方で、底面に礎版２枚の腐食した痕跡が認められた。覆土は上層が締
りの無い暗茶褐色砂質土、下層が締りのある粘質土で図示可能な遺物は出土していない。P５: G−４
杭の東隣に位置し、長径45cm、短径38cm、深さ18cmの楕円形で浅い掘り方のピットを検出した。覆


3


4


1


2


5


6


7


8


9


10


11


12


13


14


15


16


17


18


19


20


21


22


23


24


25


26
27


28


29


30


31


32


33


34


35


36


37


38


39


40


41


42


43


44
45


46 47
0 10cm土坑15


--01_ .indd   44 13/03/14   14:16







− 45 −− 44 −


図32　第２面ピット（１）
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土坑 19・Ｐ214土層注記
１．茶褐色粘質土：土丹粒・炭化物を少量含む。
２．茶褐色砂質土：径２cm角土丹・土丹粒を少量含む。 　　


Ｐ４・54土層注記
１．暗茶褐色砂質土：土丹粒・かわらけ片を少量含む。
２．暗茶褐色粘質土：土丹粒・炭化物を少量含む。
３．茶褐色砂質土　：貝砂・砂利を多めに含む。


Ｐ47土層注記
１．茶褐色砂質土　：貝砂を多量に含む。
２．暗茶褐色粘質土：貝砂・土丹・かわらけ片を少量含む。


Ｐ
57
土
層
注
記


１
．
茶
褐
色
砂
質
土
：
貝
砂
を
少
量
、
土
丹
粒
多
量
に
含
む
。 Ｐ205 土層注記


１．茶褐色粘質土：拳大土丹・炭化物を多量に含む。
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土は貝砂・炭化物を含む茶褐色砂質土で図34−３の手捏ねかわらけ小皿が１点出土した。 P ６: Ｇ−２
杭の北側に位置する。掘り方は長径44cm、短径35cm、深さ48cmの楕円形を呈した掘り方で、底面に
土丹塊が据えられていた。 覆土は締りの無い暗茶褐色粘質土であり、遺物は４～６のロクロと手捏ね
成形かわらけが出土した。P10 : Ｆ−５杭の北隣で土坑１・３に削平を受けて検出された。掘り方は楕
円形を呈し、径40cm前後、深さ30cm、覆土は粘性の強い黒褐色土で、遺物は７の手捏ねかわらけ大皿
と８の砥石が出土した。
Ｐ11・12 : Ｈ−３グリットのＰ５西隣の位置で調査区外に架かるピット２口を検出した。確認できた


のはＰ11が径40cm・深さ35cm、Ｐ12は径60cm・深さ52cmを測り、平面形は楕円形と思われ、底面に
は伊豆石の破片がみられた。覆土中からは９・10の青磁の劃花文碗と常滑窯の甕がそれぞれ出土している。
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Ｐ133・143土層注記
１．茶褐色砂質土　：貝砂・炭化物を多量に含む。
２．暗茶褐色砂質土：土丹粒・かわらけ粒・炭化物を含む。 


Ｐ190土層注記
１．暗茶褐色砂質土：土丹粒・炭化物を多めに含む。
２．暗茶褐色砂質土：土丹粒・かわらけ粒・炭化物を含む。


Ｐ166・169・207土層注記
１．茶褐色粘質土：拳大土丹塊・土丹粒・炭化物を多めに含む。
２．茶褐色砂質土：貝砂・炭化物を多量に含む。しまりなし。
３．茶褐色砂質土：貝砂・炭化物を多量に含む。しまりあり。


図33　第２面ピット（２）
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図34　第２面ピット出土遺物（１）
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図35　第２面ピット出土遺物（２）
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図36　第２面ピット出土遺物（３）
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図37　ピット出土遺物（４）、その他
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図38　第２面遺構外出土遺物


85


86


87


88


89


90


91


92
93


94 95


96 97 98


99
100 101 102


103 104 105


106


107


108


109


110


111


112


113


114


115


116


117


118


119


120


0 10cm


121 122


123


124
125


126


127


128


129


130


--01_ .indd   51 13/03/14   14:16







− 53 −− 52 −− 52 −


Ｐ13 : Ｆ−６杭の北隣で調査区壁に架かる位置、掘り方は径50cm、深さ82cmの円形と思われ、平ら
な底面には腐食した礎版の痕跡が認められた。覆土は貝砂・炭化物を少量含む暗茶褐色粘質土、図34−
11の手捏ねの内折れかわらけが出土した。Ｐ18 : Ｅ−４杭の西側で土坑２に上部掘り方が削平された状
態で検出された。確認したのは径42cm以上、深さ73cm、底面の海抜高9.05ｍを測る。覆土は掘り方の壁
面際に締まりのある暗茶褐色粘質土、中央に柱の抜き方を思わす茶褐色砂質土が堆積し、遺物は18 ～ 20
のロクロと手捏ねのかわらけ小皿である。 Ｐ26 : Ｆ−３杭の西隣に位置し、Ｐ25より古くＰ29より新しい。
掘り方は径38cm、深さ63cm、覆土は貝砂・砂利を多めに含む茶褐色砂質土、遺物はかわらけが24 ～ 27
のロクロ・手捏ね小皿、28が青磁劃花文碗、29が内面に暗文のある瓦器埦で京都楠葉産のものである。
Ｐ33・35 : 調査区南西隅で近接した２口のピットを検出した。両ピットの掘り方は円形を呈し、径


36cm前後、深さ約70cmを測り、覆土はともに暗茶褐色粘質土であるが前者は貝砂・かわらけ細片を多く、
36 ～ 39の主にロクロ成形かわらけ皿がみられ、後者は貝砂・拳大の土丹塊を少量含み42の金銅製品の
飾り金具を伴っていた。Ｐ50 : Ｇ−１グリットでＰ６の東隣に位置する。掘り方は楕円形を呈し、長径
65cm、短径50cm、深さ42cmで平らな底面を呈する。 遺物は56 ～ 64がかわらけ、65が鎌倉での出土事
例の少ない越州窯の瓶と推定されるもの、66が尾張産の北部系山茶碗である。Ｐ72 ・Ｐ74 : Ｆ−２杭の
東隣に位置し、Ｐ72よりもＰ74が新しい重複関係にある。Ｐ72の掘り方は長径60cm、短径45cm、深さ
36cm、暗茶褐色粘質土の覆土中からは図35−14 ～ 24のロクロ・手捏ねかわらけを多く伴っていた。Ｐ
74は土坑４に径38cm、深さ50cm、覆土は貝砂を多めに含む茶褐色砂質土、遺物は26・27の手捏ねかわらけ、
28が同安窯青磁の櫛掻文皿、29が龍泉窯青磁の折縁皿、30が北部系山茶碗である。
Ｐ136 : Ｄ−３グリットに位置する。掘り方は楕円形を呈し、長径54cm、短径42cm、深さ67cm、覆


土は拳大の土丹塊・炭化物を多く茶褐色粘質土である。遺物は55 ～ 59がかわらけで手捏ね成形が主体を
占めていた。60が常滑窯の甕で口縁形態から13世紀前葉の所産であろう。Ｐ162 : Ｃ−２杭の西側で攪
乱に削平された土坑19より新しいピットを検出した。確認できた掘り方は径40cm以上、深さ55cmを測り、
茶褐色粘質土の覆土から図36−９～ 15のかわらけが出土している。Ｐ164 : Ｅ−３杭北側に位置する。
掘り方は長径52cm、短径43cm、深さ50cmの楕円形を呈し、底面に礎板を据えていた。覆土は貝砂や砂
利を含む締まりのない砂質土で16 ～ 26のロクロ・手捏ねかわらけが多量に出土した。 Ｐ184 : Ｅ−３
グリットで土坑15を掘削している。掘り方は径40cm以上、深さ85cmと小径の深いピット、覆土は炭化
物を多量に含み締まりない茶褐色粘質土、49 ～ 53の手捏ねかわらけが出土した。Ｐ186 : Ｅ−３杭の西
隣した位置で長径48cm、短径37、深さ65cmの楕円形を呈したピットを検出した。覆土は上層が貝砂を
多量に含む茶褐色土、下層が土丹粒・かわらけ片を含んだ暗茶褐色粘質土の２層で構成され、上層から
55 ～ 62のかわらけがまとまって出土した。


ｅ. 遺構外出土遺物（図37・38）
ここでは、第１面下から第２面にかけての整地層や面上包含層に伴って出土した遺物で遺構に共伴し


ない資料を一括して述べることにする。 図37−17 ～ 52・59 ～ 73はロクロ成形の回転糸切底のかわらけ
大小皿である。内折れ小皿類は53が瓦器質、54 ～ 58がロクロ・74が手捏ね成形である。図37・38−74
～ 96が手捏ね成形のかわらけ大小皿で指頭圧痕の外底部と横位ナデの口縁部との境界の稜が明瞭である。
99・100は同安窯青磁の櫛掻文碗、101 ～ 107は龍泉窯青磁で碗には劃花文や鎬蓮弁文などがある。108
は白磁口兀碗、109 ～ 116は青白磁で109・110が碗と小壺以外はすべて梅瓶であった。121 ～ 123は内面
に暗文を施した京都楠葉産の瓦器碗・皿、124・125はかわらけ転用の坩堝である。129は先端部が尖り気
味になり平根鏃系統の鉄鏃と思われる。
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表４　遺物観察表（1）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


8-1 第1面土坑1 かわらけ (8.3) (6.7) 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c. 橙色 
e.良好 


8-2 〃 かわらけ (8.3) 6.0 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや粗土 
c.黄灰色 e.良好 


8-3 〃 かわらけ (8.6) (6.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


8-4 〃 かわらけ 8.8 6.7 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良
好


8-5 〃 かわらけ (8.8) (7.6) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


8-6 〃 かわらけ (12.0) 8.0 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.橙色 e.良好 


8-7 〃 かわらけ 11.9 7.5 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 良土 c.黄橙色 
e.良好 f.灯明皿


8-8 〃 かわらけ 11.5 7.3 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒多い c.橙色 e.良
好


8-9 〃 かわらけ (11.9) (7.8) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.黄橙色 
e.良好 f.灯明皿


8-10 〃 かわらけ (12.4) (10.6) 3.4 a.ロクロ 海綿骨芯 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒少なめ 小石 精良土 c.黄橙色 e.良
好 f.灯明皿


8-11 〃 かわらけ (8.7) (7.4) 1.8 a.手捏ね 指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒少なめ 良土 c.橙色 e.良好 f.二次焼
成を受け、外底は黒灰色を呈しブクが出ている、内底も黒ずむ


8-12 〃 かわらけ (9.1) (7.7) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.黄橙色 e.良好  


8-13 〃 かわらけ 8.6 7.1 1.8 a. 手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒少なめ 土丹粒 やや粗土 
c.黄灰色 e.良好 


8-14 〃 龍泉窯 青磁
無文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 黒色粒を少量含む d.淡青灰色 失透 薄手施釉 気泡あり 


f.二次焼成の為か、器表荒れる


8-15 〃 龍泉窯 青磁
無文碗 高台部片 a. ロクロ 高台回転削り出し b. 灰色 精良堅緻 d. 灰緑色 半透明 薄手施釉 貫入若干 


気泡僅かにあり f.高台畳付の製品ながら釉が流れて高台内まで及ぶ


8-16 〃 北部系山茶碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 微砂 砂質良土 e.良好 硬質 f.図1-17と同一個体の可能性あり


8-17 〃 北部系山茶碗 高台径(5.5) a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.灰白色 微砂 砂質良土 e.良好 硬質 


8-18 〃 瓦器 皿 4.4 5.1 6.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.灰白色 白色粒 砂質良土 c.灰黒色 e.良好 f.楠葉型瓦器皿


8-19 〃 瓦質香炉 口縁部 b.白色 気孔多い粗土 c.黒灰色 e.やや甘く素地の焼き締まり悪い f.外面口縁下線刻
あり


8-20 〃 瓦質羽釜 口縁部 b.灰茶色 雲母 白色粒 砂質粗土 c.器表:黒色炭素吸着 e.良好 硬質


8-21 〃 鉄製品 釘 残存長11.6×0.5×0.6 鍛造 断面四角形


8-22 第1面土坑2 かわらけ (8.0) (6.3) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.良好 


8-23 〃 かわらけ 8.0 7.7 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.く
すんだ黄橙色 e.良好 


8-24 〃 かわらけ (8.4) (7.8) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


8-25 〃 かわらけ 8.6 6.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 


8-26 〃 かわらけ (9.2) (7.3) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好 


8-27 〃 かわらけ (8.6) (5.3) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯僅か 赤色粒少量 良土 c.橙
色 e.良好 f.底部に２ヶ所穿孔あり


8-28 〃 かわらけ (8.4) (6.9) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


8-29 〃 かわらけ (8.4) (6.5) 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂多め 海綿骨芯 赤色粒少なめ やや粗土 
c.黄灰色 e.良好 f.灯明皿


8-30 〃 かわらけ 8.6 5.7 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 
e.良好 


8-31 〃 かわらけ (8.4) (6.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


8-32 〃 かわらけ (9.2) (7.0) 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒多い やや粗土 c. 橙色 
e.やや甘い


8-33 〃 かわらけ (8.8) (7.1) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.橙色 e.良好 


8-34 〃 かわらけ (8.6) (5.3) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒多め やや粗土 c. 橙色 
e.良好 f.灯明皿


8-35 〃 かわらけ (12.6) (8.6) 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c. 橙色 
e.良好 f.灯明皿
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(　)は復元値表５　遺物観察表（2）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


8-36 第1面土坑2 かわらけ (13.4) (10.3) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多い やや粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


8-37 〃 かわらけ 7.9 7.0 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良
好 


8-38 〃 かわらけ 8.5 7.3 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


8-39 〃 かわらけ (8.4) (7.4) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好 


8-40 〃 かわらけ 8.5 7.3 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


8-41 〃 かわらけ 8.7 7.8 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


8-42 〃 かわらけ 8.6 7.5 1.9 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂少なめ 海綿骨芯微量 赤色粒微量 やや粗土 c. 黄橙色 
e.やや甘い 


8-43 〃 かわらけ 8.5 8.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多く砂質 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い 


8-44 〃 かわらけ (8.6) (7.0) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 赤色粒 土丹粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好 


8-45 〃 かわらけ 9.5 7.9 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好 


8-46 〃 かわらけ 8.9 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好 f.灯
明皿


8-47 〃 かわらけ 9.0 8.6 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い 


8-48 〃 かわらけ 8.8 7.8 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯少量 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い 


8-49 〃 かわらけ (9.9) (9.3) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯少量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


8-50 〃 かわらけ (12.2) (10.5) 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯微量 赤色粒少量 良土 c.橙色 e.良好 


8-51 〃 かわらけ 口縁部片(穿孔あり) a.手捏ね 指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 小石微量 良土 c.黄橙色 e.良好 f.体部中位に３ｍ
ｍ程度の穴あり


8-52 〃 青白磁 梅瓶 胴部片小片 a.ロクロ b.灰白色 緻密 d.水色半透明 貫入あり 気泡多し e.二次焼成か器表面荒れ
る f.文様 渦巻文


8-53 〃 渥美 壺 胴部片 底径(7.5) a.輪積み技法 b.白色粒・黒色粒少量含む緻密良土 c.器表:暗茶色 胎土:暗灰色 d.自
然降灰 e.良好 硬質


8-54 第1面土坑3 かわらけ 8.2 6.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.黄橙色 
e.良好 


8-55 〃 かわらけ (8.2) (6.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 やや粗土 
c.橙色 e.良好


8-56 〃 かわらけ (8.2) (6.6) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良好 
c.橙色 e.やや甘い


8-57 〃 かわらけ (8.3) 6.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄橙色 e.良好


8-58 〃 かわらけ (8.4) (7.4) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 良土 c.黄灰色　e.甘い


8-59 〃 かわらけ (12.9) 9.0 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 粗土 c.橙色 e.良好


8-60 〃 かわらけ (12.0) (8.4) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良土 c.橙
色 e.良好


8-61 〃 かわらけ 12.7 9.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


8-62 〃 かわらけ (13.8) (12.5) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


8-63 〃 龍泉窯 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 d.青灰色 厚い 半透明 わずかに気泡あり


8-64 〃 常滑 甕 肩部片 a.輪積み技法 内面指頭痕 横位ナデ b.白色粒 砂粒 やや粗土 c.茶褐色 d.外面:降灰
なし 内面:灰かぶり薄茶色に灰白色斑灰 e.不良 軟質


8-65 第1面土坑4 かわらけ 13.0 8.5 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粗土 c.橙色 e.良好


8-66 〃 かわらけ 12.7 9.3 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


8-67 〃 かわらけ 9.1 8.1 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.橙色 e.良好 
f.口縁部外方が挿され一部変形


9-1 第1面土坑5 かわらけ 8.9 6.6 1.6 a.ロクロ 外底粗めの回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 砂質土 c.黄灰色 e.不良


9-2 〃 常滑 甕 胴部片 a.輪積み技法 内面指頭痕  外面格子目叩き痕 b.茶褐色 長石・黒色粒多い c.茶褐色 
d.外面:暗緑灰色自然釉 e.堅緻 


9-3 第1面土坑9 白磁 四耳壺 胴部片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 微砂を少量含む d.淡青灰色 白濁して不透明
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(　)は復元値表６　遺物観察表（3）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


9-4 第1面土坑10 かわらけ 8.0 6.3 2.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い f.全体的に摩耗して剥がれやすい


9-5 〃 かわらけ (8.4) (6.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


9-6 〃 かわらけ (9.2) (7.0) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好


9-7 〃 白かわらけ (9.0) (7.2) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 白色粒 やや粗土 c.黄味かかった灰白色 
e.良好


9-8 〃 かわらけ (12.1) (8.4) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


9-9 〃 かわらけ (12.5) (8.2) 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 粗土 
c.橙色 e.良好


9-10 〃 かわらけ (13.0) (9.2) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


9-11 〃 かわらけ (13.8) (9.2) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


9-12 〃 かわらけ (9.0) (7.2) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


9-13 〃 同安窯 青磁
櫛掻文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.淡灰色 黒色微砂 堅緻 気孔あり d.暗灰緑色半透明 やや厚手施釉 f.キズ


あり 外面に粗い縦の櫛掻文


9-14 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 黒色微砂 堅緻 d.暗青緑色不透明 厚手施釉 f.キズあり 内面に劃


花文


9-15 第1面土坑11 かわらけ (7.9) (6.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


9-16 〃 かわらけ (8.2) (6.7) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


9-17 〃 かわらけ (8.1) (6.7) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


9-18 〃 かわらけ (8.8) (7.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


9-19 〃 かわらけ (9.6) (8.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良
好


9-20 〃 かわらけ (11.8) (8.8) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


9-21 〃 かわらけ 11.8 8.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


9-22 〃 かわらけ (12.2) (8.5) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


9-23 〃 かわらけ (7.7) (7.0) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


9-24 〃 かわらけ 9.2 7.9 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


9-25 〃 かわらけ 11.9 9.6 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


9-26 〃 かわらけ (11.5) (10.2) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


9-27 〃 白磁 口兀皿 底部小片 a.ロクロ 外底回転ヘラ削り b.白色 精良堅緻 d.かすかに青味を帯びた白色 透明 薄
く全面施釉 f.内底外周に沈線巡る


9-28 第1面土坑12 かわらけ (8.3) (6.2) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 体部中位に強い稜 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄橙
色 e.やや不良


9-29 〃 かわらけ 8.5 5.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c.橙色 e.良
好


9-30 〃 かわらけ (8.2) (6.4) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.淡橙色 e.良好


9-31 〃 かわらけ (8.6) (6.4) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 砂質土 c.黄灰色 e.不良


9-32 第1面土坑13 かわらけ (8.3) (6.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粉質土 c.淡橙色 e.良好


9-33 〃 かわらけ 8.6 6.7 6.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c.橙色 e.良
好


9-34 〃 かわらけ (8.5) (7.2) 2.0 a.ロクロ 外底荒めの回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質土 c.淡橙色 e.良好


9-35 〃 かわらけ (8.8) (7.2) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.黄橙色 e.やや
甘い


9-36 〃 かわらけ (8.7) (6.4) 2.2 a. ロクロ 外底荒めの回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 やや砂質土 c. 黄橙色 
e.やや甘い


9-37 第1面土坑16 かわらけ (8.4) (6.0) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.赤橙色 e.良好


9-38 〃 かわらけ (13.2) 8.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い f.灯明皿
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(　)は復元値表７　遺物観察表（4）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


12-1 第1面井戸1 かわらけ (6.0) (3.8) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


12-2 〃 かわらけ (6.1) (5.2) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


12-3 〃 かわらけ (6.7) (5.0) 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


12-4 〃 かわらけ (6.7) (4.4) 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


12-5 〃 かわらけ (6.7) (4.7) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 f.灯
明皿


12-6 〃 かわらけ (7.4) (4.9) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 ただし全体的に煤ける


12-7 〃 かわらけ (7.6) (5.5) 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.赤
橙色 e.良好


12-8 〃 かわらけ (7.8) (5.5) 2.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 良土 c. 黄橙色 
e.良好 f.灯明皿 内側所々に煤付着


12-9 〃 かわらけ (8.0) (4.9) 2.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.灰
黄色 e.やや甘い


12-10 〃 かわらけ (8.1) (5.3) 2.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 良土 c. 黄橙色 
e.良好 f.内底は所々剥離し荒れている


12-11 〃 かわらけ (8.0) (5.6) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・小石粒少量含む 良土 
c.黄橙色 e.良好 


12-12 〃 かわらけ 8.1 6.4 2.8 a.ロクロ 外底粗めの回転糸切痕 指ナデ 内底未調整 b.微砂 海綿骨芯 砂質やや良土 
c.橙色 e.良好 


12-13 〃 かわらけ (8.8) (6.1) 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好


12-14 〃 かわらけ (9.0) (6.9) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好 


12-15 〃 かわらけ 9.4 5.8 2.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.灰
黄色 e.やや甘い 


12-16 〃 かわらけ (9.1) (5.7) 2.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 
f.内底にナデ見込めず


12-17 〃 かわらけ (9.5) (6.5) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好


12-18 〃 かわらけ (9.7) (6.8) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 


12-19 〃 かわらけ 9.8 7.5 2.9 a. ロクロ 外底粗い回転糸切痕 指ナデ 内底未調整 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 
c.黄橙色 e.良好 


12-20 〃 かわらけ (9.7) (5.6) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.橙
色 e.良好


12-21 〃 かわらけ (9.7) (6.1) 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好 


12-22 〃 かわらけ (9.8) (6.6) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好 ただし全体的に煤ける 


12-23 〃 かわらけ 9.8 7.1 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底軽く指ナデ b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 　砂
質やや粗土 c.黄橙色 e.良好


12-24 〃 かわらけ
加工品 長さ8.6 底径7.0 器高1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄


橙色 e.良好 f.焼成後に口縁を作為的に削る


12-25 〃 かわらけ (14.9) (9.2) 4.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


12-26 〃 かわらけ (13.4) (12.5) 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.灰黄色 e.やや甘い f.内面全体
煤ける


12-27 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 底部片 復元底径(4.9) a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.暗緑灰色半透明 薄手施釉 気泡あり 外底部露胎 f.内底


部に劃花文


12-28 〃 瀬戸 花瓶 口縁～頚部片
復元口径(4.9)


a.輪積技法 b.灰白～橙色 砂粒・黒色粒少量 良土 d.暗褐色と茶褐色斑の鉄釉 薄手
施釉 e.良好 硬質 


12-29 〃 瀬戸 壺 肩部片 a.輪積技法 b.灰色 砂粒少量 良土 d.黒褐色鉄釉 薄手施釉 e.良好 硬質 


12-30 〃 磨り常滑甕片 甕片 a.輪積技法 b.砂粒 白色粒 黒色粒やや多い c.器表：茶褐色  d.黒褐色鉄釉 薄手施釉 
e.良好 硬質 f.摩耗陶片


12-31 第1面井戸2 かわらけ (8.4) (6.8) 1.7 a. ロクロ 外底細目の回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 
c.橙色 e.良好


12-32 〃 かわらけ (9.3) (6.7) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.橙色 e.良好


12-33 〃 かわらけ (13.0) (10.0) 3.1 a. ロクロ 外底細目の回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 
c.淡橙色 e.良好


12-34 〃 かわらけ (8.1) 6.8 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.橙色 e.良好 


12-35 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.暗緑灰色半透明 薄手施釉 f.内面に劃花文
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(　)は復元値表８　遺物観察表（5）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


12-36 第1面井戸2 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積技法 口縁部横位ナデ 以下指頭圧痕とナデ b.灰色 砂粒・石英少量含む 良土 


c.器表:灰褐色 d.内面斑に自然降灰 


12-37 〃 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積技法 口縁部横位ナデ 以下指頭圧痕とナデ b.灰褐色 砂粒 石英粒 黒色粒 良


土 c.淡橙色 d.口縁部内面斑に自然降灰 e.硬質 


12-38 〃 瓦器 内折れ皿 (4.8) (5.2) 0.9 a. 手捏ね 口縁部内折れ 外底指頭痕 b. 灰白色 夾雑物含まず良土 c. 灰黒～灰白色 
e.良好 f.京都楠葉産か


12-39 〃 瓦質火鉢 口縁部片 a. 輪積技法 口縁部肥厚した鉢形器形 b. 淡灰黒色 微砂 白色粒 赤色粒 石粒 粗土 
c.表面:橙色 e.不良 軟質気味 f.外面口縁部下に菊花文スタンプ


12-40 〃 瓦質火鉢 口縁部片 a.輪積技法 口縁部肥厚した鉢形器形 内外面横位ナデ b.灰白～灰橙色 微砂 白色粒 
赤色粒 石粒 粗土 c.表面:灰黒色 e.良好


12-41 〃 女瓦(平瓦) 厚さ 1.7㎝ a.粘土板一枚作り 凹凸面縦位指ナデ 斑に微砂付着 側縁凹面指ナデ調整 b.赤味灰
白色 微砂 白色粒 赤色粒 石粒 粗土 e.不良 


14-1 第1面 P-1 かわらけ (8.4) (6.4) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い 


14-2 第1面 P-2 かわらけ (9.0) (7.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄灰色 
e.良好 


14-3 第1面 P-3 かわらけ 10.3 6.2 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂少量 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.やや甘い 


14-4 第1面 P-9 かわらけ (13.0) 9.5 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯少量 赤色粒 砂質良土 c.黄
橙色 e.良好


14-5 第1面 P-11 かわらけ (13.0) (8.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂少量 赤色粒少量 良土 c.橙色 e.良好


14-6 〃 瓦器質 三足釜 足部片 a.断面:直方形 面取り後細かく丁寧な磨き b.灰白色 微砂 良土 c.器表:灰白色 e.良
好 硬質


14-7 〃 鉄製品 釘 残存長6.2×0.3×0.5 鍛造 断面四角形


14-8 第1面 P-13 龍泉窯 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 黒色微砂 精良堅緻 気孔あり d.灰青色半透明 厚手施釉 気泡あり


14-9 〃 鉄製品 釘 残存長7.3×0.3×0.3 鍛造 断面四角形


14-10 〃 かわらけ (8.1) (6.6) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め やや粗土 c.橙色 e.良好


14-11 〃 かわらけ (13.2) (11.0) 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄灰色 e.良好 f.灯明皿


14-12 〃 青白磁 水注 肩部小片 a.瓜形 b.白色 精良堅緻 d.青灰白不透明 薄手施釉 気泡あり f.二次焼成を受け内外
器表荒れひどい


14-13 第1面 P-15 かわらけ (7.7) (6.8) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 弱い板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


14-14 第1面 P-16 かわらけ (8.2) (5.8) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


14-15 第1面 P-18 かわらけ (8.1) (6.2) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


14-16 〃 かわらけ 8.1 5.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 弱い板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 
c.黄橙色 e.良好


14-17 〃 かわらけ (8.0) (6.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好


14-18 〃 かわらけ (8.6) (6.1) 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒多め やや粗土 c. 橙色 
e.良好


14-19 〃 かわらけ (8.3) (5.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂・海綿骨芯・赤色粒少量 良土 c.黄橙色 
e.良好


14-20 〃 かわらけ (13.6) (8.1) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯微量 良土 c.黄橙色 e.良好


14-21 〃 かわらけ (13.6) (8.1) 3.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 弱い板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒少量 
良土 c.橙色 e.良好


14-22 〃 青白磁 水注 高台径(6.0)×高さ(1.3) a.瓜型 b.白色 精良堅緻 d.青白色半透明 薄手施釉 気泡あり f.高台～高台内露胎 


14-23 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.胴部外面渦巻文 b.白色 精良堅緻 d.灰青色半透明 薄手施釉 気泡あり f.図4-24と
同一個体の可能性あり 


14-24 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.胴部外面渦巻文 b.白色 精良堅緻 d.灰青色半透明 薄手施釉 気泡あり f.図4-23と
同一個体の可能性あり 


14-25 〃 鉄製品 釘 残存長5.7×0.4×0.6 鍛造 断面四角形


14-26 〃 鉄製品 釘 残存長4.8×0.4×0.4 鍛造 断面四角形


14-27 第1面 P-19 かわらけ (7.7) 4.9 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


14-28 〃 かわらけ (7.6) 5.5 2.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂少なめ 海綿骨芯 赤色粒 良土 c. 黄橙色 
e.良好


14-29 〃 鉄製品 釘 残存長5.0×0.5×0.6 鍛造 断面四角形
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(　)は復元値表９　遺物観察表（6）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


14-30 第1面 P-22 かわらけ (9.2) (8.0) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.黄灰色 e.良
好


14-31 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.胴部外面渦巻文 b.白色 精良堅緻 d.灰青白色不透明 薄手施釉 気泡あり f.二次焼
成の為か器表強く荒れブクが出ている 景徳鎮


14-32 第1面 P-23 かわらけ 11.3 8.9 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 粗土 c.黄
橙色 e.良好


14-33 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.胴部外面渦巻文 b.白色 精良堅緻 d.青白色半透明 薄手施釉 気泡あり f.二次焼成
の為か器表やや荒れている 景徳鎮


14-34 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.胴部外面渦巻文 b.白色 精良堅緻 d.灰青白色不透明 薄手施釉 気泡多い f.二次焼
成の為か器表強く荒れている 景徳鎮


14-35 〃 同安窯 青磁
櫛掻文皿 口縁部～体部片 b.灰白色 精良堅緻 d.緑灰色半透明 薄手施釉 


14-36 第1面 P-24 かわらけ (8.0) (6.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好


14-37 〃 かわらけ (11.6) (8.1) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄橙色 e.良
好


14-38 第1面 P-29 かわらけ (9.5) (8.9) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


14-39 第1面 P-32 かわらけ (8.3) (6.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


14-40 〃 かわらけ (8.4) (6.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


14-41 〃 かわらけ (8.4) (7.2) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好


14-42 〃 かわらけ (8.9) (7.4) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


14-43 〃 かわらけ 8.5 6.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 弱い板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


14-44 〃 かわらけ 9.0 6.9 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄橙色 
e.良好


14-45 〃 かわらけ 13.0 9.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石 やや粗土 c.黄橙
色 e.良好


14-46 〃 かわらけ 8.4 7.7 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質良土 c.黄灰色 e.良好 f.灯明皿


14-47 〃 かわらけ (8.7) (8.1) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


14-48 〃 かわらけ 8.1 7.5 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好


14-49 〃 かわらけ 8.6 7.6 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 良土 c.黄橙色 e.良好


14-50 〃 かわらけ (8.7) (7.5) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 土丹粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好


14-51 〃 かわらけ 12.3 11.4 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.密で重
い


14-52 〃 かわらけ 12.4 11.2 3.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.密で重
い


14-53 〃 かわらけ (13.1) (11.0) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良土 c.黄橙色 e.良好


14-54 〃 かわらけ (13.0) (11.5) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


14-55 〃 北部系山茶碗 (14.8) ― 3.5 a.ロクロ 口縁部～胴部片 b.灰白色 白色粒極少量 砂質精良土 c.灰白色 d.口縁～内
面にかけて灰色～緑灰色の自然降灰 e.良好・硬質 f.東濃型


14-56 〃 同安窯 青磁
櫛掻文皿 口縁～体部小片 b.灰褐色 精良堅緻 d.灰褐色透明 薄手施釉 貫入あり


14-57 〃 瓦器 碗 口縁～体部片 a.楠葉型 内外面横みがき 内面:縦方向暗文 b.灰白色 白色粒極少量 精良堅緻 c.灰
黒色 e.良好 硬質 f.炭素吸着の為全体的に黒ずんでいる


14-58 第1面 P-34 かわらけ 8.5 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


14-59 〃 かわらけ (8.7) 7.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


14-60 〃 かわらけ (11.8) (10.7) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 赤色粒 やや粉質良土 c.黄灰色 e.良
好


14-61 第1面 P-36 白かわらけ (11.3) (10.2) 2.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 白色粒 緻密良土 c.白色 e.不良


14-62 〃 白磁 劃花文碗 口縁部
小片 b.黄白色 微砂 精良堅緻 d.淡緑色を帯びた透明 薄手施釉 


14-63 第1面 P-37 かわらけ (8.2) (7.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好 f.内面ロ
クロ目強い


14-64 〃 かわらけ 8.7 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表10　遺物観察表（7）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


14-65 第1面 P-37 かわらけ (9.8) (7.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粗土 c.黄灰色 e.不良


14-66 〃 かわらけ (13.2) (10.0) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.良
好


14-67 〃 かわらけ (12.1) (10.6) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好


14-68 第1面 P-38 龍泉窯 青磁
劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.灰青色透明  薄手施釉 貫入あり


14-69 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 体部小片 a.ロクロ b.灰褐色 黒色粒微量 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉


14-70 〃 龍泉窯 青磁
無文皿 口縁～底部片 a.ロクロ b.灰褐色 黒色粒微量 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉


14-71 第1面 P-39 かわらけ (8.5) (6.3) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


14-72 〃 かわらけ (8.6) (6.6) 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


14-73 〃 かわらけ (12.8) (12.0) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


14-74 〃 内折れ
かわらけ (7.3) (9.1) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・海綿骨芯少量 粉質良土 c.黄灰色 e.良好


14-75 第1面 P-44 かわらけ (8.8) (6.9) 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.橙色 e.良好


14-76 〃 かわらけ 8.9 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c.黄灰色 e.やや甘い


14-77 第1面 P-45 常滑 甕 頸部片 a.輪積み技法 ナデ・内面指頭痕弱い 外面スタンプ文 b.淡褐色 砂粒 白色粒 黒色粒・
土丹粒少量 e.硬質 f.拓本あり 


14-78 第1面 P-47 かわらけ (9.0) (7.0) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.良好


14-79 〃 青白磁 合子 (5.1) (3.6) 2.2 b.白色 微砂 精良堅緻 d.水青色不透明 薄手施釉 細かい貫入あり 口縁部・外面部付
近露胎 f.外面に幅の狭い蓮弁


14-80 第1面 P-50 かわらけ (8.2) (5.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


15-1 第1面 遺構外 かわらけ (8.2) (5.4) 2.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.やや甘い


15-2 〃 かわらけ (8.6) (6.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


15-3 〃 かわらけ (8.6) (6.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


15-4 〃 かわらけ (8.6) (7.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


15-5 〃 かわらけ (8.8) (6.8) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味粗土 
c.橙色 e.良好


15-6 〃 かわらけ (8.6) (6.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 f.糸切り２回試みた痕あり


15-7 〃 かわらけ (11.6) (8.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


15-8 〃 かわらけ (13.1) (8.4) 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好


15-9 〃 かわらけ (6.1) (6.2) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


15-10 〃 かわらけ (8.6) (7.2) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄灰色 e.やや甘い


15-11 〃 かわらけ (13.6) (12.6) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.やや甘い f.灯明皿


15-12 〃 龍泉窯 青磁
無文碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰白色 微砂 精良堅緻 d.青緑色不透明 厚手施釉 f.内外面共に無文　キ


ズあり 図5-13と同一個体の可能性あり


15-13 〃 龍泉窯 青磁
無文碗 底部～高台部片 a.ロクロ b.淡黄色味かかった灰白色 微砂 精良堅緻 d.青緑色不透明 厚手施釉大き


めの貫入あり f.内外面共に無文　キズあり 図5-12と同一個体の可能性か


15-14 〃 白磁 口兀碗 口径(14.4) b.白色 微砂 精良堅緻 d.青味がかった明灰白色不透明 薄手施釉 f.口唇部釉掻き取
り露胎


15-15 〃 銅銭 径 1.6 景祐元宝 北宋 初鋳年1034年 f.裏面擦られてつるつるしている


15-16 〃 鉄製品 鋏 最大残長 14.9
幅1.6 厚さ0.5 f.全体的に錆の付着激しい 半分のみ遺存


17-1 1面下
かわらけ溜まり かわらけ (7.8) (5.2) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良


好


17-2 〃 かわらけ (8.0) (5.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


17-3 〃 かわらけ (7.8) (5.8) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好
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(　)は復元値表11　遺物観察表（8）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


17-4 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 8.3 6.1 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や


や甘い


17-5 〃 かわらけ (8.1) (5.7) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.良好


17-6 〃 かわらけ 8.2 6.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-7 〃 かわらけ (8.4) (6.4) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


17-8 〃 かわらけ (7.9) (5.4) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-9 〃 かわらけ 8.3 6.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


17-10 〃 かわらけ 8.3 6.6 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや砂質やや粗土 c.黄
灰色 e.良好


17-11 〃 かわらけ 8.4 6.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


17-12 〃 かわらけ 8.5 7.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-13 〃 かわらけ 8.7 7.1 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質土 c.黄灰色 e.不良


17-14 〃 かわらけ 8.4 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-15 〃 かわらけ (8.4) (6.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-16 〃 かわらけ 8.6 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


17-17 〃 かわらけ (8.8) (6.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや砂質
やや粗土 c.黄橙色 e.良好


17-18 〃 かわらけ 8.7 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-19 〃 かわらけ (8.7) (6.3) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 f.底部中央に穿孔


17-20 〃 かわらけ (8.6) (6.7) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-21 〃 かわらけ 8.8 7.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 f.灯明皿


17-22 〃 かわらけ (8.6) (6.6) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-23 〃 かわらけ 8.9 6.5 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


17-24 〃 かわらけ (9.0) (6.6) 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや砂質良土 c.黄橙色 e.良好


17-25 〃 かわらけ 8.4 5.9 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 
f.口縁部内外にうっすら煤付着


17-26 〃 かわらけ 8.5 6.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


17-27 〃 かわらけ 8.6 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-28 〃 かわらけ 8.5 6.5 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-29 〃 かわらけ 8.6 6.4 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


17-30 〃 かわらけ 8.6 7.0 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 砂質粗土 c.橙
色 e.良好 


17-31 〃 かわらけ 8.5 5.7 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


17-32 〃 かわらけ 8.5 6.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好 


17-33 〃 かわらけ 8.5 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


17-34 〃 かわらけ 8.6 6.3 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好 


17-35 〃 かわらけ 8.6 6.6 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-36 〃 かわらけ 8.7 6.5 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.黄灰色 e.不良


17-37 〃 かわらけ 8.7 5.9 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好 


17-38 〃 かわらけ 8.8 6.1 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い 
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(　)は復元値表12　遺物観察表（9）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


17-39 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 6.6 6.7 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.黄灰色 e.不良


17-40 〃 かわらけ 8.9 7.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好 


17-41 〃 かわらけ 8.8 6.3 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-42 〃 かわらけ 8.7 7.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 やや砂質粗土 
c.橙色 e.良好 


17-43 〃 かわらけ 8.7 5.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好 


17-44 〃 かわらけ (9.0) (6.8) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.良好 


17-45 〃 かわらけ 9.3 6.9 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好 


17-46 〃 かわらけ 9.0 6.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良
好 


17-47 〃 かわらけ (9.1) 6.6 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好 


17-48 〃 かわらけ 8.1 6.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好 


17-49 〃 かわらけ 8.4 6.8 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-50 〃 かわらけ 8.0 6.5 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 


17-51 〃 かわらけ 8.0 6.0 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 c.黄橙色 
e.良好 


17-52 〃 かわらけ 8.1 6.5 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 


17-53 〃 かわらけ 8.2 6.6 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 


17-54 〃 かわらけ 8.5 6.9 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好 


17-55 〃 かわらけ 8.4 6.8 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好 


17-56 〃 かわらけ 8.4 6.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-57 〃 かわらけ 8.8 6.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好 


17-58 〃 かわらけ (8.6) (7.5) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


17-59 〃 かわらけ (8.6) (7.3) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質気味良土 c.黄橙色 
e.良好 


17-60 〃 かわらけ 8.6 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 やや砂質粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-61 〃 かわらけ 8.7 7.3 2.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好 


17-62 〃 かわらけ 8.7 6.8 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや良土 c.黄
橙色 e.良好 


17-63 〃 かわらけ 8.6 7.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好 


17-64 〃 かわらけ 8.5 7.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや良土 c.黄橙色 
e.良好 


17-65 〃 かわらけ 8.5 7.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-66 〃 かわらけ 8.5 6.3 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質良土 c.橙色 e.良好 


17-67 〃 かわらけ 8.8 7.7 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.橙色 e.良好 


17-68 〃 かわらけ 8.8 7.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.不良 


17-69 〃 かわらけ 8.9 7.3 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好 


17-70 〃 かわらけ (8.8) (7.0) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好 


17-71 〃 かわらけ (7.9) (6.1) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良
好 


17-72 〃 かわらけ (8.2) (5.5) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


17-73 〃 かわらけ 8.1 6.5 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂粒 砂質気味
粗土 c.橙色 e.やや甘い 
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(　)は復元値表13　遺物観察表（10）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


17-74 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 7.3 6.1 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質やや粗土 c.黄


橙色 e.良好 


17-75 〃 かわらけ 8.1 6.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 


17-76 〃 かわらけ 8.4 6.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好 


17-77 〃 かわらけ (8.2) (6.5) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


17-78 〃 かわらけ 8.5 6.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


17-79 〃 かわらけ 8.4 7.1 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄灰色 e.良好 


17-80 〃 かわらけ (8.5) (6.8) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


17-81 〃 かわらけ (8.6) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 


17-82 〃 かわらけ 8.6 7.0 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒少量 良土 c.黄
橙色 e.良好 


17-83 〃 かわらけ 8.6 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 
c.黄橙色 e.良好 


17-84 〃 かわらけ 8.8 6.7 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-85 〃 かわらけ 8.8 6.75 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質気味やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-86 〃 かわらけ 8.7 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 土丹粒 砂質粗土 c.黄灰色 e.良好 


17-87 〃 かわらけ 8.4 6.4 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c. 橙色 
e.良好


17-88 〃 かわらけ 8.6 6.3 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


17-89 〃 かわらけ 8.8 6.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.黄橙色 e.やや
甘い


17-90 〃 かわらけ 9.0 7.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-91 〃 かわらけ 9.0 6.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.赤橙色 e.良好


17-92 〃 かわらけ (9.0) (7.1) 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


17-93 〃 かわらけ 8.8 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


17-94 〃 かわらけ (8.6) (6.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-95 〃 かわらけ 8.3 6.1 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-96 〃 かわらけ 8.5 6.4 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


17-97 〃 かわらけ 8.5 6.3 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


17-98 〃 かわらけ 8.2 6.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質土 c.橙色 e.良好


17-99 〃 かわらけ 8.9 6.9 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-100 〃 かわらけ 8.3 6.1 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


17-101 〃 かわらけ 9.4 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-102 〃 かわらけ 8.8 6.6 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.灰黄色 
e.良好


17-103 〃 かわらけ 8.4 6.5 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-104 〃 かわらけ (9.0) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-105 〃 かわらけ 8.8 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-106 〃 かわらけ 8.4 7.2 （1.6） a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


17-107 〃 かわらけ 8.8 6.5 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


17-108 〃 かわらけ 8.5 6.7 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好
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(　)は復元値表14　遺物観察表（11）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


17-109 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 8.4 6.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質良土 c.橙


色 e.良好


17-110 〃 かわらけ 8.9 6.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c.黄灰色 e
不良


17-111 〃 かわらけ 8.7 6.5 2.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c. 黄橙色 
e.良好


17-112 〃 かわらけ 9.0 7.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


17-113 〃 かわらけ 8.6 6.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


17-114 〃 かわらけ (8.4) (6.3) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


17-115 〃 かわらけ (9.4) (7.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


17-116 〃 かわらけ 9.1 6.5 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


17-117 〃 かわらけ 8.8 6.9 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


18-1 〃 かわらけ 11.7 8.7 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粉質良土 
c.黄橙色 e.良好


18-2 〃 かわらけ 12.2 8.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質良土 c.黄橙色 e.良
好 f.灯明皿


18-3 〃 かわらけ 12.2 8.2 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質粗土 c.黄橙色 e.良
好 f.微量ながら口唇部に煤付着


18-4 〃 かわらけ (12.7) (8.4) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-5 〃 かわらけ (12.8) (8.8) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 白色粒 砂質や
や粗土 c.橙色 e.良好


18-6 〃 かわらけ (12.1) 8.6 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-7 〃 かわらけ 12.5 8.5 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好 f.灯明皿


18-8 〃 かわらけ (12.7) (8.0) 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


18-9 〃 かわらけ (12.4) (8.3) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-10 〃 かわらけ (12.7) (9.4) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


18-11 〃 かわらけ 13.0 8.8 2.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c. 橙色 
e.良好


18-12 〃 かわらけ (13.8) (9.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


18-13 〃 かわらけ (12.6) (9.2) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


18-14 〃 かわらけ 12.1 8.4 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


18-15 〃 かわらけ 13.1 8.7 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 c.黄灰色 
e.不良


18-16 〃 かわらけ 12.8 8.9 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-17 〃 かわらけ 13.0 8.7 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-18 〃 かわらけ 13.1 8.6 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 
c.黄灰色 e.不良 f.口縁部弱い煤付着 灯明皿


18-19 〃 かわらけ (13.2) (9.1) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.橙
色 e.良好


18-20 〃 かわらけ (12.9) (9.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 白色粒 やや粗
土 c.黄橙色 e.良好


18-21 〃 かわらけ 12.9 9.0 3.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 c. 橙色 
e.良好


18-22 〃 かわらけ (13.1) (9.4) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-23 〃 かわらけ (13.8) 9.2 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


18-24 〃 かわらけ 12.3 8.5 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.良好 f.二次焼成を受けた為か側面半分黒っぽい


18-25 〃 かわらけ (11.9) (7.7) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄橙色 e.良
好


18-26 〃 かわらけ 11.9 8.1 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒 やや砂質良土 c.橙
色 e.良好
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(　)は復元値表15　遺物観察表（12）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


18-27 1面下
かわらけ溜まり かわらけ (12.3) (7.2) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質やや粗土 c.黄


橙色 e.良好


18-28 〃 かわらけ 12.8 9.2 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.橙
色 e.良好 f.灯明皿


18-29 〃 かわらけ (12.6) 9.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-30 〃 かわらけ (12.8) 8.6 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


18-31 〃 かわらけ 12.4 7.9 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 やや粉
質やや粗土 c.橙色 e.良好


18-32 〃 かわらけ 12.8 8.3 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好 f.灯明皿 二次焼成で表面荒れ剥離している


18-33 〃 かわらけ (13.0) (8.6) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-34 〃 かわらけ 12.8 9.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-35 〃 かわらけ (13.4) (9.0) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


18-36 〃 かわらけ 12.3 8.8 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-37 〃 かわらけ (12.4) (8.4) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-38 〃 かわらけ (12.7) (8.5) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


18-39 〃 かわらけ 12.8 9.6 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-40 〃 かわらけ 12.7 8.8 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c. 黄橙色 
e.良好


18-41 〃 かわらけ 12.5 9.1 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-42 〃 かわらけ 13.2 8.7 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 
f.灯明皿


18-43 〃 かわらけ 13.1 9.5 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 やや砂
質やや粗土 c.橙色 e.良好


18-44 〃 かわらけ 13.1 9.4 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


18-45 〃 かわらけ 13.2 9.1 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


18-46 〃 かわらけ 13.4 8.9 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 砂質粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-47 〃 かわらけ (13.6) (10.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


18-48 〃 かわらけ 12.3 8.6 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


18-49 〃 かわらけ 12.7 8.6 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c.橙色 e.良
好


18-50 〃 かわらけ 12.7 8.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.橙色 e.良好


18-51 〃 かわらけ 12.8 8.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.橙色 e.良好


18-52 〃 かわらけ 12.4 8.3 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好 f.灯明皿


18-53 〃 かわらけ (12.8) 8.6 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 
c.橙色 e.良好 f.灯明皿 内面器表荒れ剥離している


18-54 〃 かわらけ 12.7 8.9 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


18-55 〃 かわらけ (12.8) 8.9 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 
e.不良


18-56 〃 かわらけ (12.9) (9.3) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


18-57 〃 かわらけ 12.7 8.6 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c. 橙色 
e.良好 


18-58 〃 かわらけ 12.8 9.3 3.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質土 c. 黄橙色 
e.やや甘い


18-59 〃 かわらけ 13.1 8.7 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良
好


19-1 〃 かわらけ 8.4 7.0 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.橙色 e.やや甘い 


19-2 〃 かわらけ (8.4) (6.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い 
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(　)は復元値表16　遺物観察表（13）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


19-3 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 8.8 7.0 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


19-4 〃 かわらけ 8.7 6.7 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質良土 c.黄灰色 e.良好 


19-5 〃 かわらけ 8.4 7.2 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


19-6 〃 かわらけ 8.5 7.2 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-7 〃 かわらけ 8.7 6.9 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-8 〃 かわらけ 8.7 7.0 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-9 〃 かわらけ (9.2) (7.4) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 


19-10 〃 かわらけ 8.4 7.0 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-11 〃 かわらけ 8.5 6.9 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c.橙色 e.良好 


19-12 〃 かわらけ 8.9 6.9 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-13 〃 かわらけ 8.7 7.3 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-14 〃 かわらけ 8.65 7.3 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質良土 c.橙色 e.良好 


19-15 〃 かわらけ 8.6 6.4 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-16 〃 かわらけ 8.8 7.4 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや砂質良土 c.橙色 e.良好 


19-17 〃 かわらけ 8.6 7.3 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-18 〃 かわらけ (8.6) (7.1) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粉質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-19 〃 かわらけ 8.9 7.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-20 〃 かわらけ 9.2 7.9 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-21 〃 かわらけ 8.9 7.5 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質良土 c.黄橙色 e.良好 
f.二次焼成の為か部分的にムラ・煤あり硬く焼き締まる 


19-22 〃 かわらけ 8.8 6.9 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.やや甘い 


19-23 〃 かわらけ 8.9 7.2 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-24 〃 かわらけ 8.9 7.5 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


19-25 〃 かわらけ 9.2 7.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


19-26 〃 かわらけ 8.9 7.5 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-27 〃 かわらけ 8.8 8.2 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


19-28 〃 かわらけ (9.2) (8.0) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-29 〃 かわらけ 9.0 7.8 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-30 〃 かわらけ (9.3) (8.0) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-31 〃 かわらけ 8.4 7.1 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-32 〃 かわらけ (8.1) (7.3) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-33 〃 かわらけ 8.3 7.2 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


19-34 〃 かわらけ 8.4 7.2 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-35 〃 かわらけ 8.5 7.0 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-36 〃 かわらけ 8.9 7.5 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-37 〃 かわらけ (8.8) (7.6) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 
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(　)は復元値表17　遺物観察表（14）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


19-38 1面下
かわらけ溜まり かわらけ (9.2) (7.6) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄灰色 e.良好 


19-39 〃 かわらけ 7.8 6.8 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-40 〃 かわらけ 8.0 6.6 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや砂質粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-41 〃 かわらけ (8.6) (7.6) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-42 〃 かわらけ 9.1 7.3 ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-43 〃 かわらけ 8.4 7.0 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-44 〃 かわらけ 9.1 7.6 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粉質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-45 〃 かわらけ 9.1 7.55 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-46 〃 かわらけ 8.4 6.8 1.7 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好 


19-47 〃 かわらけ 8.9 7.1 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


19-48 〃 かわらけ 9.1 7.5 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い 


19-49 〃 かわらけ 9.4 7.9 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-50 〃 かわらけ 8.8 7.4 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 f.器表に
鉄分等の融着物あり


19-51 〃 かわらけ 8.8 7.0 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c.黄橙色 e.良好 


19-52 〃 かわらけ (9.0) (6.6) 2.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-53 〃 かわらけ (9.4) (7.0) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-54 〃 かわらけ 8.8 7.2 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-55 〃 かわらけ (8.8) (7.3) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c.黄橙色 e.やや甘い 


19-56 〃 かわらけ 9.2 7.8 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


19-57 〃 かわらけ (9.7) (7.8) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 砂質良土 c.黄灰色 e.良好 


19-58 〃 かわらけ (8.9) (7.4) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 


19-59 〃 かわらけ 8.8 7.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 c.橙色 e.良好 


19-60 〃 かわらけ 8.9 7.7 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-61 〃 かわらけ 9.0 6.9 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや粗土 c.橙色 e.良
好 


19-62 〃 かわらけ (4.5) (7.7) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


19-63 〃 かわらけ 8.4 6.5 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや粗土 c.橙色 e.良
好 


19-64 〃 かわらけ (8.6) (6.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


19-65 〃 かわらけ 8.8 7.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-66 〃 かわらけ 9.2 7.7 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや良土 c.橙色 e.良好 


19-67 〃 かわらけ (10.8) (9.2) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


19-68 〃 内折れ
白かわらけ (6.6) (6.5) 1.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.灰白色 e.良好 f.内面煤付


着 


19-69 〃 内折れ
白かわらけ (7.0) (6.9) 1.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.灰白色 e.やや甘い 


19-70 〃 内折れ
かわらけ (8.0) (7.5) 1.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-71 〃 内折れ
かわらけ (8.0) ― ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好


19-72 〃 内折れ
かわらけ (8.2) ― ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表18　遺物観察表（15）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


19-73 1面下
かわらけ溜まり かわらけ 12.1 11.0 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-74 〃 かわらけ 12.5 11.0 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 礫 やや粉質粗土 c.橙色 e.良
好 f.灯明皿か


19-75 〃 かわらけ 12.6 11.2 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.やや甘い


19-76 〃 かわらけ 12.6 10.4 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや粗土 c.橙色 e.良
好 


19-77 〃 かわらけ (12.8) (11.4) 2.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好


19-78 〃 かわらけ (13.0) (10.3) 3.4 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好 


19-79 〃 かわらけ (12.8) (11.7) 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粉質粗土 c.橙色 e.良好 
f.外面火を受け全体的に灰黒色に変色


19-80 〃 かわらけ (13.7) (12.6) 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質粗土 c.黄橙色 e.良好


19-81 〃 かわらけ 13.0 11.6 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粉質やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


19-82 〃 かわらけ 12.5 11.7 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.橙色 e.やや甘い


19-83 〃 かわらけ 12.8 11.7 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-84 〃 かわらけ 12.7 11.5 3.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや砂質粗土 c.橙色 e.良好 


19-85 〃 かわらけ (13.8) (13.2) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好


19-86 〃 かわらけ (11.8) (10.0) 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質良土 c.橙色 e.良好 


19-87 〃 かわらけ (12.5) (11.2) 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-88 〃 かわらけ (13.0) (11.5) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


19-89 〃 かわらけ (12.6) (11.2) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや良土 c.橙色 e.良好 


19-90 〃 かわらけ 13.0 11.9 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質良土 c.橙色 e.良好 


19-91 〃 かわらけ 13.4 12.1 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


19-92 〃 かわらけ 13.5 12.0 ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや砂質粗土 c.黄橙色 e.良好 


19-93 〃 かわらけ
加工品 ― 5.3 ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 周縁破面粗く打ち欠き円形に加工 b.微砂 海綿骨芯 赤色


粒 やや砂質粗土 c.橙色 e.良好 f.底部中央に径3㎜深さ1.5㎜の穿孔


19-94 〃 穿孔かわらけ 残存値2.7×4.0 厚さ0.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い f.2.5㎜
～ 3㎜の深さの穿孔しようとした穴あり 貫通はしていない


19-95 〃 内折れ
白かわらけ (5.2) (5.0) 1.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.肌色味帯びた白色 e.良好


19-96 〃 内折れ
白かわらけ (6.2) (6.4) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質良土 c.ピンク味帯びた白色 e.良好


19-97 〃 内折れ
白かわらけ 7.1 7.0 1.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質良土 c.ピンク味帯びた白色 e.良好


19-98 〃 白かわらけ (8.6) (7.6) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質良土 c.ピンク味帯びた白色 e.良好


19-99 〃 白かわらけ (8.6) (7.2) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質やや粗土 c.ピンク味帯びた白色 e.良好


19-100 〃 白かわらけ (9.4) (7.3) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.肌色味帯びた白色 e.良好


20-1 〃 同安窯 青磁
櫛掻文碗 体部下位片 a.ロクロ b.黄味帯びたた淡灰色 黒・白色微砂 緻密 d.淡灰緑色半透明 やや薄手施


釉 f.内面:櫛掻劃花文 外面:縦位の櫛掻文 器表面キズあり 


20-2 〃 同安窯 青磁
櫛掻文皿 底部1/6片 底径(6.0) a.ロクロ b.淡灰色 黒色砂粒 緻密 d.淡灰緑色半透明 やや薄手施釉 f.内底面櫛掻文 


器表面キズあり 


20-3 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 体部下位片 a.ロクロ b.黄味帯びた灰白色 黒色微砂多め やや粗土 d.暗灰緑色半透明 やや薄手


施釉 貫入あり f.内底面に劃花文 キズあり 


20-4 〃 龍泉窯 青磁
無文碗 口縁部小片 口径(14.2) a.ロクロ b.灰白色 微砂少量 精良堅緻 d.暗灰青色不透明 厚手施釉 気泡あり f.内面


に堆白線文による区分けを行い口縁部を輪花に成形 キズあり


20-5 〃 青白磁 皿 口縁部小片 a.ロクロ b.黄味帯びた白色 微砂少量 精良堅緻 d.淡水青色不透明 厚手施釉


20-6 〃 青白磁 小壺蓋 径6.4 器高1.4 a. 型作りで受部凸状 b. 白色緻密 d. 上面 : 青白色不透明 薄手施釉 内面 : 露胎 f. 上面
の文様は不明 中央部につまみの凸部がみられる


20-7 〃 白磁 輪花型皿 口縁部小片 a. ロクロ b. 白黄色 微砂 精良堅緻 d. 白黄色半透明 やや薄手施釉 大きめ貫入あり 
f.口縁部を輪花に成形 内面に花弁のような文様あり
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(　)は復元値表19　遺物観察表（16）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


20-8 1面下
かわらけ溜まり 白磁 合子 (4.4) (2.6) 1.3 a.型作り b.白色 微砂 緻密 d.乳白色 薄く施釉 貫入あり


20-9 〃 南部系山茶碗 (13.4) ― ― a.ロクロ b.微砂 白色粒 やや粗土 c.暗灰色～灰色 e.良好 f.常滑


20-10 〃 北部系山皿 (7.8) ― ― a.ロクロ b.微砂 白色粒 精良堅緻 灰色 c.灰色 e.良好 硬質 


20-11 〃 渥美 甕 頸部片 a.輪積技法 b.砂粒 白色粒 黒色粒 小石粒やや多い 粗土 c.灰褐色 d.自然降灰 


20-12 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類


口縁部～胴部片 口径
(22.8)


a.輪積技法 回転ヘラ削り b.灰色 砂粒 石英 長石粒多め c.灰色 d.自然降灰 f.内面に
使用磨滅 


20-13 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類


底部～高台部片 底径
(16.0)


a.輪積技法 貼付け高台 砂目底 b.灰褐色 白色粒 黒色粒 石英多め 長石粒 c.灰褐色 
d.自然降灰 


20-14 〃 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積技法 b.灰褐色 白色粒 黒色粒 砂粒 小石粒やや多め 良土 c.灰褐色 d.口縁部


～内面体部に自然降灰 f.中野編年５型式 


20-15 〃 常滑
片口鉢Ⅱ類 底部片 底径(18.0) a.輪積技法 内面:横ナデ・板ナデ 全面降灰 外面:細かいヘラ状工具縦位ナデ b.明


褐色 黒色粒 白色粒 長石粒多め c.明褐色 d.自然降灰 　　


20-16 〃 常滑 甕 口縁部片 a.輪積技法 b.灰褐色 白色粒 砂粒 c.暗赤褐色 d.内面に自然降灰 e.良好 f.中野編年
６a型式 


20-17 〃 常滑 甕 口縁部片 a.輪積技法 b.灰黄色 白色粒 石英 長石粒 c.暗赤褐色 d.自然降灰 f.内面に使用磨滅 
中野編年６a型式 


20-18 〃 常滑 甕 肩部～胴部片 a.輪積技法 b.明褐色 白色粒 石英 長石粒 c.褐色 d.自然降灰 


20-19 〃 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 b.暗灰色 白色粒 黒色粒 小石粒 c.暗灰色 d.自然降灰 


20-20 〃 瓦器 内折れ皿 5.4 5.8 1.0 a.手捏ね 外底指頭痕 口縁部内側へ折り込む b.灰白色 精良土 c.灰黒色 部分的に灰
色 e.良好 f.京都楠葉産


20-21 〃 瓦器 碗 底部片 a.ロクロ b.灰白色 水簸した土で黒色微砂少量 c.器表黒色炭素吸着 e.硬質 f.内底面
に花弁一つ一つ描かれた菊花文


20-22 〃 掛金具 全長:8.9 幅:0.8 厚:0.8 f.先端を折り曲げて接続し環状にする 根元に留金具残る


20-23 〃 銅銭 径2.3 厚0.2 祥符元宝 初鋳年 1008年 北宋 


20-24 〃 碁石 最長:1.8 幅:1.7 厚さ:0.4 c.黒色 不整円形


20-25 〃 碁石 最長:1.5 幅:1.3 厚さ:0.4 c.白色 不整円形


20-26 〃 砥石 残存長:3.5 幅:2.4
厚さ:0.5


a.砥面上下２面 b.流紋岩細粒凝灰岩 やや軟質 c.黄白色 f.仕上砥 鳴滝産 流紋岩細
粒凝灰岩 


20-27 〃 土丹 加工品 直径:3.1 厚さ:0.9 ～ 1.1 f.土丹を円形・円盤状に加工 側面に削った痕とみられる縦の溝あり


20-28 〃 骨製品 笄 残存長:3.2 幅:1.3 
厚さ:0.3 a.丁寧な刃物の削り調整 断面蛤型


20-29 〃 骨製品 全長:9.9 幅:1.2 厚さ:0.5 a.削り調整 f.用途不明


27-1 第2面土坑1           かわらけ 8.6 8.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-2 〃 かわらけ (8.8) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味粗土 
c.橙色 e.やや甘い


27-3 〃 かわらけ (8.4) (7.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


27-4 〃 かわらけ (12.2) (7.8) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.やや
甘い


27-5 〃 かわらけ (12.6) (8.1) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 やや粗
土 c.橙色 e.良好


27-6 〃 かわらけ (8.8) 7.3 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


27-7 〃 かわらけ (8.8) (7.1) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


27-8 〃 かわらけ (9.2) (8.2) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.良好


27-9 〃 かわらけ (12.8) (12.0) 3.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.良好


27-10 〃 かわらけ (13.4) (12.0) 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄灰色 e.やや甘い


27-11 〃 かわらけ (12.0) (9.5) 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


27-12 〃 かわらけ (12.3) (10.4) 3.1 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質気味やや粗土 c. 淡橙色 
e.やや甘い


27-13 〃 かわらけ (14.8) (13.6) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄橙色 e.やや甘い
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(　)は復元値表20　遺物観察表（17）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


27-14 第2面土坑1      同安窯 青磁
櫛掻劃花文碗 体部小片 a.ロクロ b.灰色 黒色微砂少量 精良堅緻 d.暗灰緑色不透明 やや薄手施釉 気泡あり 


f.内面に櫛掻劃花文 キズあり 


27-15 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 体部片 a.ロクロ b.灰黄色 黒色微砂少量 堅緻 d.灰緑色透明 やや厚手施釉 気泡あり 貫入あ


り f.内面に劃花文 キズあり 


27-16 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a. 輪積技法 回転ヘラ削り 砂目底 b. 灰色 白色粒・黒色粒・石英多く含む c. 灰色 


d.内面に自然降灰 e.硬質


27-17 〃 常滑 甕 口縁部片 a.輪積技法 b.灰色～黄灰色 白色粒多め 黒色粒 c.暗褐色 d.自然降灰 e.硬質 f.中野
編年６型式 


27-18 〃 常滑 甕 体部片 a. 輪積技法 b. 黒褐色 白色粒・黒色粒やや多め c. 暗褐色 d. 自然降灰 e. 硬質 f. 外面
に叩き目痕


27-19 〃 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 b.灰褐色 白色粒 黒色粒 小石粒 c.褐色 d.自然降灰 e.硬質 f.外面に叩き
目痕 内面：密な指頭痕


27-20 第2面土坑7           銅製品 全長:2.4 幅:1.2厚さ:0.5 a.型作り f.小刀の鞘の装飾品、頭金の様なものか 輪の内側に使用による溝の様な
ものが見られる


27-21 第2面土坑8           かわらけ (8.2) (6.5) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-22 〃 かわらけ (8.6) (6.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-23 〃 かわらけ (8.6) 6.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-24 〃 かわらけ 8.8 7.0 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-25 〃 かわらけ 9.3 6.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-26 第2面土坑8      かわらけ 12.7 9.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 土丹粒 やや粗
土 c.黄橙色 e.良好


27-27 〃 かわらけ (8.0) (6.0) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


27-28 〃 かわらけ (8.0) (6.1) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


27-29 〃 かわらけ (9.0) (7.4) 2.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


27-30 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 底部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.緑灰色透明 やや厚手施釉 気泡多い f.内面に劃花文  


27-31 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 胴部～底部 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.黄緑色透明 薄く施釉 f.内面に劃花文  


27-32 〃 南部系 山皿 (8.2) (5.0) 2.0 a.ロクロ b.灰色 堅緻 c.灰色 f.第５型式か 内底面凹凸あり  


27-33 〃 女瓦(平瓦) 残存長:10.5 残存幅:9.9
厚さ:1.9


a.凹面:離れ砂若干付着 横位ナデ 凸面:縄目 横位ナデ 側面:削りと横に溝が多数あ
り 端面:ヘラ削り b.灰色 c.暗灰色 


27-34 第2面土坑9          かわらけ (8.6) (6.7) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-35 〃 かわらけ (8.4) (5.9) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


27-36 〃 かわらけ 8.8 6.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


27-37 〃 かわらけ 8.8 6.5 2.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


27-38 〃 かわらけ (8.8) (6.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


27-39 〃 かわらけ (9.2) (6.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-40 〃 かわらけ (8.9) (6.7) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-41 〃 かわらけ (9.4) (6.8) (1.7) a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.灰黄色 e.良
好


27-42 〃 かわらけ (9.4) (6.9) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い


27-43 〃 かわらけ 8.0 6.6 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


27-44 〃 かわらけ 8.1 6.7 1.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-45 〃 かわらけ (7.8) (6.1) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い


27-46 〃 かわらけ (8.4) (7.3) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-47 〃 かわらけ (8.2) (6.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-48 〃 かわらけ (8.1) (6.1) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い
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(　)は復元値表21　遺物観察表（18）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


27-49 第2面土坑9          かわらけ 8.0 6.0 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-50 〃 かわらけ (8.2) (7.1) 1.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-51 〃 かわらけ (8.2) (6.7) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い


27-52 〃 かわらけ (8.4) (6.8) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


27-53 〃 かわらけ (8.5) (7.1) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-54 〃 かわらけ 7.7 5.5 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い


27-55 〃 かわらけ 8.15 6.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-56 〃 かわらけ 8.15 7.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-57 〃 かわらけ (8.3) (6.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-58 〃 かわらけ 8.4 6.7 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-59 〃 かわらけ 8.6 6.8 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-60 〃 かわらけ (8.3) (6.5) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


27-61 〃 かわらけ (8.5) (7.2) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


27-62 〃 かわらけ 9.4 (7.2) 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 f.歪み激しい


27-63 〃 かわらけ (10.2) (6.6) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


27-64 〃 かわらけ (12.1) (8.9) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


27-65 〃 かわらけ (12.2) (7.9) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.橙色 e.良好


27-66 〃 かわらけ (13.0) (8.8) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


27-67 〃 かわらけ (12.8) (10.0) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


27-68 〃 かわらけ (13.1) (8.0) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 小石粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


27-69 〃 かわらけ (12.9) (9.3) 3.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


27-70 〃 かわらけ (8.8) (7.2) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


27-71 〃 かわらけ (9.0) (7.0) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


27-72 〃 かわらけ (9.0) (7.0) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


27-73 〃 常滑 甕 胴部片 a. 輪積技法 b. 淡黄橙色 赤色粒 白色粒 黒色粒 石英 c. 淡赤褐色 d. 自然降灰 e. 硬質 
f.拓本あり


28-1 第2面土坑10         内折れ
かわらけ (7.4) (7.8) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質良土 c.黄橙色 e.良好 


28-2 〃 かわらけ (9.8) (7.5) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質 c.黄橙色 e.良好 


28-3 〃 硯 残存長:4.9 幅:4.0 厚さ:1.1 a.小型品 断面:台形状に加工 内面:使用による磨滅あり 


28-4 第2面土坑11         かわらけ (8.2) (6.2) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


28-5 〃 かわらけ 8.2 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.黄橙色 
e.不良 f.外内面ともに鍋の焦げ状の煤が付着 灯明皿ではなく別の用途か


28-6 〃 かわらけ 9.0 6.9 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 小石粒 やや粗
土 c.黄橙色 e.良好


28-7 〃 かわらけ (8.6) (6.7) 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂多め 海綿骨芯 砂質やや粗土 c. 黄灰色 
e.やや甘い


28-8 〃 かわらけ (8.8) (6.7) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒多め 砂質やや
粗土 c.黄灰色 e.不良


28-9 〃 かわらけ (8.7) (7.7) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


28-10 〃 かわらけ (8.6) 7.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い
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(　)は復元値表22　遺物観察表（19）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


28-11 第2面土坑11     かわらけ (8.9) (7.3) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒微量 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


28-12 〃 かわらけ (10.5) (7.6) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


28-13 〃 かわらけ (7.8) 6.2 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 土丹粒 やや粗土 
c.黄灰色 e.やや甘い


28-14 〃 かわらけ (8.2) (6.9) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


28-15 〃 かわらけ (8.7) (6.4) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒微量 赤色粒 粗土 
c.橙色 e.やや甘い


28-16 〃 かわらけ (11.9) (8.6) 3.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


28-17 〃 かわらけ (11.8) (8.3) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


28-18 〃 かわらけ (12.4) (8.4) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


28-19 〃 かわらけ 12.9 9.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


28-20 〃 かわらけ 13.0 8.9 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 土丹粒 やや粗
土 c.橙色 e.良好


28-21 〃 かわらけ 12.5 9.1 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


28-22 〃 かわらけ (12.8) (8.0) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 f.灯明皿


28-23 〃 かわらけ 12.5 8.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


28-24 〃 かわらけ 13.2 9.1 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好 


28-25 〃 かわらけ 12.6 9.3 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


28-26 〃 かわらけ 12.5 8.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


28-27 〃 かわらけ 12.5 8.8 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.やや甘い


28-28 〃 かわらけ (12.7) (9.2) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


28-29 〃 かわらけ 13.0 9.8 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 砂質
やや粗土 c.橙色 e.良好


28-30 〃 かわらけ 13.0 10.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


28-31 〃 かわらけ (13.0) 8.6 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


28-32 〃 かわらけ (13.0) (9.1) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良
好


28-33 〃 かわらけ 7.8 6.9 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


28-34 〃 かわらけ 8.3 7.4 2.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 粗土 c.橙色 e.良好


28-35 〃 かわらけ 8.3 7.4 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


28-36 〃 かわらけ (8.4) (7.1) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 小石粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや
甘い


28-37 〃 かわらけ 8.6 7.3 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.黄灰色 e.良好


28-38 〃 かわらけ 8.6 7.6 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 良土 c.橙色 e.良好


28-39 〃 かわらけ 8.8 7.3 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 粉質やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-40 〃 かわらけ (9.2) (7.8) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


28-41 〃 かわらけ (13.6) (11.5) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-42 〃 かわらけ (13.7) (12.1) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


28-43 〃 同安窯 青磁
櫛掻劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉 


28-44 第2面土坑13         かわらけ 8.8 8.0 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質気味粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


28-45 〃 かわらけ (8.7) (6.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味やや
粗土 c.橙色 e.やや甘い
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(　)は復元値表23　遺物観察表（20）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


28-46 第2面土坑13 かわらけ 9.4 7.2 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質気味粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


28-47 〃 かわらけ 13.3 8.5 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


28-48 〃 かわらけ 12.7 8.7 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 砂質気味粗土 
c.橙色 e.良好


28-49 〃 かわらけ (13.2) (8.8) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


28-50 〃 かわらけ (12.8) (9.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


28-51 〃 かわらけ 14.4 9.8 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや
甘い


28-52 〃 かわらけ 8.5 6.8 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


28-53 〃 かわらけ (9.0) (6.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄橙色 e.やや甘い


28-54 〃 かわらけ 8.7 7.1 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.やや甘い


28-55 〃 かわらけ 9.3 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


28-56 〃 かわらけ 9.2 8.1 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 f.外
から中へ３ヶ所工具による押し込みあり 大きく歪んでいる


28-57 〃 かわらけ (12.4) (11.4) 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.やや甘い


28-58 〃 かわらけ (12.8) (11.7) 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-59 〃 かわらけ 13.2 12.5 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


28-60 〃 かわらけ (13.6) (12.3) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味粗土 c.橙色 e.やや甘
い


28-61 〃 かわらけ 13.6 12.9 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-62 〃 かわらけ (14.0) (12.0) (2.8) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-63 〃 かわらけ (14.0) (12.7) 2.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 e.やや甘い f.器
表面の汚れ強い


28-64 〃 かわらけ (14.0) (13.2) (2.9) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


28-65 〃 かわらけ (14.3) (13.5) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


28-66 〃 かわらけ 13.9 11.8 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄橙色 e.良好


28-67 〃 かわらけ 13.6 12.7 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


28-68 〃 かわらけ (13.2) (11.9) 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄橙色 e.やや甘い


28-69 〃 かわらけ (14.0) (12.4) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.やや甘い


28-70 〃 かわらけ 14.2 13.3 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


28-71 〃 かわらけ 14.0 13.2 2.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


28-72 〃 鉄製品 釘 残存長6.15×0.45×0.5 鍛造 断面四角形


29-1 第2面土坑12 かわらけ 8.0 6.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-2 〃 かわらけ 7.9 5.9 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-3 〃 かわらけ 7.8 6.4 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


29-4 〃 かわらけ 8.2 7.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-5 〃 かわらけ (8.1) 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


29-6 〃 かわらけ 8.2 6.3 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


29-7 〃 かわらけ 8.6 6.3 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-8 〃 かわらけ 9.9 6.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表24　遺物観察表（21）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


29-9 第2面土坑12 かわらけ 8.3 6.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-10 〃 かわらけ 8.2 7.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-11 〃 かわらけ 9.0 7.1 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-12 〃 かわらけ (9.1) (7.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-13 〃 かわらけ (7.9) 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-14 〃 かわらけ 8.0 7.0 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-15 〃 かわらけ 8.2 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質粗土 
c.橙色 e.良好


29-16 〃 かわらけ 7.9 6.1 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


29-17 〃 かわらけ (8.4) 6.1 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-18 〃 かわらけ 8.5 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒多め やや砂質粗土 c.橙
色 e.良好 f.灯明皿


29-19 〃 かわらけ (8.0) 6.1 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-20 〃 かわらけ 8.1 6.2 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-21 〃 かわらけ 8.2 6.2 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


29-22 〃 かわらけ 8.0 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


29-23 〃 かわらけ 8.2 7.2 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-24 〃 かわらけ 8.2 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


29-25 〃 かわらけ (8.1) (6.4) 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質良土 c.橙
色 e.良好


29-26 〃 かわらけ 8.8 6.4 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


29-27 〃 かわらけ 8.6 6.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-28 〃 かわらけ 8.7 6.7 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 土丹粒 砂質やや
粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


29-29 〃 かわらけ (8.4) 6.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


29-30 〃 かわらけ (9.2) (6.5) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


29-31 〃 かわらけ 11.8 8.0 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


29-32 〃 かわらけ 12.2 8.0 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒多め やや砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-33 〃 かわらけ 11.8 8.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質良土 
c.橙色 e.良好


29-34 〃 かわらけ 12.5 8.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-35 〃 かわらけ 12.4 8.8 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


29-36 〃 かわらけ 12.6 8.3 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質良土 
c.橙色 e.良好


29-37 〃 かわらけ 12.3 7.8 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-38 〃 かわらけ 12.8 8.5 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-39 〃 かわらけ 12.8 9.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 砂質や
や粗土 c.黄橙色 e.良好


29-40 〃 かわらけ 12.7 9.6 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


29-41 〃 かわらけ 11.6 7.9 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


29-42 〃 かわらけ 12.0 8.8 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


29-43 〃 かわらけ (12.7) (9.3) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表25　遺物観察表（22）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


29-44 第2面土坑12 かわらけ 12.6 8.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


29-45 〃 かわらけ 12.5 9.2 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-46 〃 かわらけ 12.6 8.4 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


29-47 〃 かわらけ 12.5 9.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


29-48 〃 内折れ
かわらけ 6.9 5.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 


c.黄橙色 e.良好


29-49 〃 内折れ
かわらけ 6.9 5.4 1.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 


c.黄橙色 e.良好


29-50 〃 かわらけ 8.2 7.2 1.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


29-51 〃 かわらけ (8.6) 7.2 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.橙色 e.良好


29-52 〃 かわらけ 8.6 6.7 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


29-53 〃 かわらけ 8.6 7.3 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


29-54 〃 かわらけ 8.8 7.6 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄灰色 e.やや甘い


29-55 〃 かわらけ 8.7 6.7 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


29-56 〃 かわらけ 9.1 7.7 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


29-57 〃 かわらけ 9.0 7.7 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


29-58 〃 かわらけ 8.9 7.4 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


29-59 〃 かわらけ 9.3 7.5 2.0 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質気味やや粗土 c. 黄灰色 
e.やや甘い


29-60 〃 かわらけ (9.0) (8.0) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


29-61 〃 かわらけ (13.2) (11.8) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


29-62 〃 白かわらけ (7.9) (6.4) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 粉質気味良土 c.淡肌色帯びた白色 e.良好


29-63 〃 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 b.黄橙色 白色粒 黒色粒 小石粒 土丹粒 c.明褐色 d.自然降灰 e.硬質 f.叩
き目痕あり


29-64 〃 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 b.黄褐色 白色粒 黒色粒 石英 c.橙褐色 d.自然降灰 e.硬質 f.叩き目痕あ
り


29-65 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部小片 a.輪積技法 貼付高台 b.淡灰色 白色粒 黒色粒 小石粒 土丹粒 c.淡灰色 d.自然降灰 


e.硬質 


30-1 第2面
土坑14上層 かわらけ (8.0) (6.2) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


30-2 〃 かわらけ 8.3 5.9 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.不良


30-3 〃 かわらけ (8.8) 7.3 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


30-4 〃 かわらけ 12.2 8.1 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 粗土 c.橙
色 e.良好 f.灯明皿


30-5 〃 かわらけ 12.5 8.4 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


30-6 〃 かわらけ 13.6 9.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.不良


30-7 〃 かわらけ 8.4 7.1 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 良土 c.黄橙色 e.良好


30-8 〃 かわらけ 8.9 8.3 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.橙色 e.良好


30-9 〃 かわらけ 8.9 8.4 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好


30-10 〃 かわらけ 9.2 7.3 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・海綿骨芯少量 赤色粒微量 良土 c.黄灰色 e.良好


30-11 〃 かわらけ (12.6) (10.6) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄橙色 e.良好


30-12 第2面
土坑14下層 かわらけ 7.9 6.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒微量 やや粗土 c.黄


橙色 e.良好


30-13 〃 かわらけ 9.2 7.5 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い
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(　)は復元値表26　遺物観察表（23）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


30-14 第2面
土坑14下層 かわらけ 12.7 8.5 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.不


良


30-15 〃 かわらけ 13.8 8.7 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 砂質粗土 c.黄灰色 e.不良


30-16 〃 かわらけ 8.0 6.9 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-17 〃 かわらけ 8.5 7.5 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.橙色 e.良好


30-18 〃 かわらけ 8.5 7.8 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯微量 良土 c.橙色 e.良好


30-19 〃 かわらけ 8.3 7.6 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-20 〃 かわらけ 8.7 8.1 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好


30-21 〃 かわらけ 8.9 8.2 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒微量 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-22 〃 かわらけ 9.1 7.9 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-23 〃 かわらけ (9.3) (8.5) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-24 〃 かわらけ 9.0 8.1 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-25 〃 かわらけ 9.3 8.2 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.橙色 e.良好


30-26 〃 かわらけ (9.0) (8.2) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒多め 粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-27 〃 かわらけ 8.9 7.9 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-28 〃 かわらけ 9.4 8.0 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


30-29 〃 かわらけ 12.3 10.7 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


30-30 〃 かわらけ 12.7 12.0 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好


30-31 〃 かわらけ 13.0 11.6 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


30-32 〃 かわらけ 13.6 12.5 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好


30-33 〃 かわらけ 13.6 11.7 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好


30-34 〃 かわらけ 13.4 12.2 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 粉質やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-35 〃 かわらけ 13.7 12.0 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-36 〃 かわらけ 13.4 12.3 2.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 f.歪み大


30-37 〃 かわらけ 13.4 12.6 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒少量 砂質やや粗土 c.黄灰色 e.良
好


30-38 〃 かわらけ 13.4 11.3 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 土丹粒 良土 c.黄橙色 e.良好


30-39 〃 かわらけ 13.4 12.7 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


30-40 〃 かわらけ 13.4 11.8 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好 


30-41 〃 かわらけ 13.4 12.1 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 e.良好


30-42 〃 かわらけ 13.5 11.8 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯・赤色粒微量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


30-43 〃 かわらけ 13.3 12.3 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


30-44 〃 かわらけ 13.4 12.7 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄橙色 e.良好 


30-45 〃 かわらけ 13.5 11.7 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄橙色 e.良好 


30-46 〃 かわらけ (13.5) (11.7) (2.5) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.橙色 e.良好


30-47 〃 かわらけ 13.9 12.7 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 粉質やや粗土 c.黄橙色 e.良好


30-48 〃 白かわらけ 7.8 6.5 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・赤色粒少量 粉質精良土 c.灰白色～淡黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表27　遺物観察表（24）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


30-49 第2面
土坑14下層 白かわらけ 10.6 9.3 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 粉質精良土 c.灰色 e.やや甘い 


30-50 〃 白磁 皿 口縁部小片 a.ロクロ b.露胎部:白褐色 胎土:白色 精良堅緻 d.乳白色透明 薄手施釉


31-1 第2面土坑15 かわらけ 7.7 6.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯多め 良土 c.淡橙色 e.良好


31-2 〃 かわらけ 8.1 6.4 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂多め 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c. 橙色 
e.良好


31-3 〃 かわらけ (8.6) (7.3) 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 やや粗土 c. 橙色 
e.良好


31-4 〃 かわらけ 8.5 6.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


31-5 〃 かわらけ 8.7 6.5 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


31-6 第2面土坑15 かわらけ 8.9 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


31-7 〃 かわらけ 9.2 7.3 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 やや粗土 c. 橙色 
e.良好


31-8 〃 かわらけ (8.0) (6.1) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 やや粗土 c.黄橙
色 e.良好


31-9 〃 かわらけ 8.7 7.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


31-10 〃 かわらけ (8.6) (7.2) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯少量 やや粗土 c.黄橙色 e.やや
甘い


31-11 〃 かわらけ (8.7) (7.1) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.橙色 e.良好


31-12 〃 かわらけ 8.9 7.7 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良土 
c.橙色 e.良好


31-13 〃 かわらけ 9.0 7.4 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 
e.良好


31-14 〃 かわらけ (11.8) (8.3) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯・土丹粒少量 やや粗土 c.黄灰
色 e.やや甘い


31-15 〃 かわらけ 12.1 9.1 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 やや粗土 c. 橙色 
e.良好


31-16 〃 かわらけ 12.1 9.2 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


31-17 〃 かわらけ (12.4) (9.2) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 やや粗土 c.橙色 
e.良好


31-18 〃 かわらけ 12.4 8.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒少量 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


31-19 〃 かわらけ 12.5 9.0 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


31-20 〃 かわらけ (12.7) (8.5) 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯少量 赤色粒多め 土丹粒少量 
やや粗土 c.橙色 e.良好


31-21 〃 かわらけ 12.6 9.7 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c. 橙色 
e.良好


31-22 〃 かわらけ (12.8) (10.0) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹細粒少量 やや粗
土 c.橙色 e.良好


31-23 〃 かわらけ 13.0 10.4 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒少量 やや
粗土 c.橙色 e.良好


31-24 〃 かわらけ (12.8) (9.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


31-25 〃 かわらけ (13.0) (8.2) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


31-26 〃 かわらけ 12.8 9.0 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・小石粒少量 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


31-27 〃 かわらけ 8.1 6.7 1.8 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯少量 赤色粒微量 土丹粒 やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


31-28 〃 かわらけ 8.2 7.1 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒微量 良土 c.黄橙色 e.良好


31-29 〃 かわらけ 8.3 7.7 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好


31-30 〃 かわらけ 8.4 7.6 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯・赤色粒少量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


31-31 〃 かわらけ 8.3 6.9 1.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒微量 土丹粒少量 やや粗土 c.黄橙
色 e.良好


31-32 〃 かわらけ 8.3 7.2 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒 粗土 c.黄灰色 e.良好


31-33 〃 かわらけ (8.7) (7.7) 1.7 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂少量 海綿骨芯 赤色粒微量 小石粒少量 良土 c. 黄灰色 
e.良好
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(　)は復元値表28　遺物観察表（25）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


31-34 第2面土坑15 かわらけ 8.6 7.3 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・小石粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好


31-35 〃 かわらけ 8.5 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


31-36 〃 かわらけ 8.7 7.7 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


31-37 〃 かわらけ 8.5 7.3 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


31-38 〃 かわらけ (8.7) (7.5) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒少量 やや粗土 c.橙色 e.良好


31-39 〃 かわらけ 8.8 7.3 2.1 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂少量 海綿骨芯 赤色粒微量 小石粒少量 良土 c. 黄灰色 
e.良好


31-40 〃 かわらけ (8.5) (7.3) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良土 c.黄灰色 e.良好


31-41 〃 かわらけ (8.7) (7.5) 2.2 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 小石粒少量 やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


31-42 〃 かわらけ 8.9 7.4 2.0 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


31-43 〃 かわらけ 12.5 11.4 3.3 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 白色粒 やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


31-44 〃 かわらけ (12.5) (11.6) (3.6) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 土丹粒少量 粉質やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


31-45 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積技法 b.灰褐色 白色粒多め 砂粒 c.灰褐色 d.自然降灰 e.良好 


31-46 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a.輪積技法 貼付高台 b.灰褐色 白色粒多め 砂粒 c.灰褐色 d.自然降灰 e.良好 f.内底


磨滅痕・剥離あり 


31-47 〃 鉄製品 釘 残存長7.5×0.4×0.6 角釘 先端部欠損


34-1 第2面 P-3 かわらけ (12.2) (10.8) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-2 〃 かわらけ 12.5 11.5 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-3 第2面 P-5 かわらけ 8.9 7.9 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.やや甘い f.外側一部
煤ける


34-4 第2面 P-6 かわらけ (9.1) (8.1) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 砂質良土 c.橙色 e.良好


34-5 〃 かわらけ (11.4) (10.1) 3.4 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


34-6 〃 かわらけ 13.6 11.7 3.0 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂多め 海綿骨芯 赤色粒少量 小石粒 やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


34-7 第2面 P-10 かわらけ (8.1) 7.5 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-8 〃 砥石 残存長3.4×1.9×1.0 f.仕上げ砥 京都鳴滝産


34-9 第2面 P-11 青磁 碗 口縁部小片2.4×2.4 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 d.灰白色透明 薄手施釉 貫入あり


34-10 第2面 P-12 常滑 甕 口縁部～頚部
8.0×9.0 縁帯幅1.7 a.輪積技法 b.灰色 砂粒 白色粒少量 c.器表:暗赤褐色 d.自然降灰 灰緑色 


34-11 第2面 P-13 内折れ
かわらけ (6.5) (6.8) 0.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 良土 c.黄橙色 e.良好


34-12 第2面 P-15 かわらけ (9.0) (8.1) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.橙色 e.良好


34-13 第2面 P-16 かわらけ 11.8 7.9 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-14 〃 かわらけ 12.1 8.2 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


34-15 〃 かわらけ 10.0 8.1 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.やや甘い


34-16 第2面 P-17 かわらけ (8.8) (6.6) 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


34-17 〃 かわらけ 12.1 11.0 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-18 第2面 P-18 かわらけ (7.7) (5.9) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


34-19 〃 かわらけ (9.6) (7.6) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-20 〃 かわらけ (9.4) (7.6) 2.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-21 第2面 P-21 かわらけ 9.0 7.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好
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(　)は復元値表29　遺物観察表（26）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


34-22 第2面 P-21 かわらけ 8.7 7.6 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-23 第2面 P-22 龍泉窯 青磁　
　劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 白色粒少量 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉 気泡ややあり 


34-24 第2面 P-26 かわらけ (8.7) (6.3) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


34-25 〃 かわらけ (9.7) (7.8) 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 　
c.橙色 e.良好


34-26 〃 かわらけ 8.5 7.4 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


34-27 〃 かわらけ 8.7 8.2 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-28 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.灰色透明 やや薄手施釉 貫入多い f.内面櫛掻文


34-29 〃 瓦器 碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻(水簸) c.黒灰色 還元焼成で炭素吸着 f.内面の横位に
磨き暗文施す 輪花の可能性あり 京都楠葉産


34-30 第2面 P-27 かわらけ (9.0) (7.2) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c. 橙色 
e.良好


34-31 〃 かわらけ (9.1) (8.1) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.橙色 e.良好


34-32 第2面 P-28 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 外面格子目叩き文 b.灰褐色 黒色粒 白色粒 砂粒 c.褐色 


34-33 第2面 P-29 鉄製品 釘 長さ10.9×0.65×0.6 鍛造 断面四角形


34-34 第2面 P-31 かわらけ (7.7) (5.9) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-35 〃 かわらけ (7.9) (6.3) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


34-36 第2面 P-33 かわらけ (8.0) (5.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


34-37 〃 かわらけ (8.3) (6.1) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


34-38 〃 かわらけ (9.9) (7.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い f.底部中央に穿孔


34-39 〃 かわらけ (13.3) (8.2) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


34-40 〃 かわらけ (13.3) (12.0) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


34-41 〃 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部 a.輪積技法 b.灰色 白色粒 砂粒 c.器表:暗褐色 降灰部:灰白色 d.自然降灰 e.良好 


34-42 第2面 P-35 銅製品 2.7×1.2 a.蝶番のような製品 f.銅の上から金メッキ施していた可能性あり


34-43 第2面 P-36 かわらけ 12.1 9.6 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


34-44 〃 かわらけ (13.3) (12.5) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


34-45 第2面 P-37 かわらけ (9.2) (6.8) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


34-46 〃 かわらけ (12.3) (8.1) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


34-47 〃 青白磁 碗 底部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 d.明緑灰色透明 やや薄手施釉 やや気泡あり


34-48 第2面 P-38 かわらけ 12.1 8.6 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


34-49 第2面 P-39 青白磁
瓜形水注 肩～胴部片3.7×3.0 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 d.明灰青色不透明 やや薄手施釉 気泡多い f.二次焼成の


為器表荒れる


34-50 第2面 P-40 常滑
片口鉢Ⅰ類  底部小片 a.輪積技法 貼付高台 b.灰色 白色粒・黒色粒多め 砂粒 c.灰色 f.内面使用により摩


耗


34-51 第2面 P-44 かわらけ (8.0) (7.0) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


34-52 〃 かわらけ (9.0) (6.3) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


34-53 〃 土丹加工品 直径4.0 a.土丹を磨って成形 中央に５㎜程度の穿孔


34-54 第2面 P-47 かわらけ (13.0) (11.9) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


34-55 〃 同安窯 青磁
櫛掻蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.明灰緑色透明 やや薄手施釉 外面貫入あり やや気泡あ


り f.内外面に櫛掻きで模様を施す


34-56 第2面 P-50 かわらけ 8.7 6.3 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄灰色 
e.やや甘い
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(　)は復元値表30　遺物観察表（27）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


34-57 第2面 P-50 かわらけ (9.0) (7.2) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


34-58 〃 かわらけ (9.1) (6.8) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


34-59 〃 かわらけ (13.0) (9.3) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


34-60 〃 かわらけ (8.1) (7.1) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.橙色 e.良好


34-61 〃 かわらけ (9.2) (7.6) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 良土 c.黄灰色 e.良好 
f.煤付着した灯明皿


34-62 〃 かわらけ 9.2 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 


34-63 〃 かわらけ 8.3 7.6 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.灯明
皿 煤内外体部に廻っている


34-64 〃 かわらけ (13.0) (11.5) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


34-65 〃 越州窯 瓶 (7.2) ― ― a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 黒色粒 d.緑色不透明 f.二次焼成を受け気泡あり 頚部よ
り復元 鎌倉事例は極めて少ない


34-66 〃 北部系山茶碗 高台径 5.2 a.ロクロ 貼付け高台 高台内回転糸切り痕 畳付 もみ殻痕 b.灰色 精良土 c.器表:灰
色 降灰部:緑灰色～灰白色 d.自然降灰 e.良好・硬質 f.東濃型 ５型式


35-1 第2面 P-53 かわらけ (15.0) (12.3) 2.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好 


35-2 第2面 P-54 かわらけ (8.3) (7.1) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯多め やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


35-3 〃 かわらけ (9.1) (7.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒少量 砂質やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


35-4 〃 かわらけ (8.7) (7.7) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 砂質良土 c.橙色 e.良好 


35-5 第2面 P-55 かわらけ (8.8) (8.6) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


35-6 第2面 P-57 かわらけ (14.5) (13.1) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 砂質良土 c.黄橙色 e.良好 


35-7 第2面 P-59 かわらけ (8.8) 7.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め 粗土 c.黄橙色 
e.甘い


35-8 第2面 P-63 かわらけ (8.1) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.橙
色 e.良好 


35-9 〃 かわらけ (13.6) (11.3) 2.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄橙色 e.良好 


35-10 第2面 P-65 かわらけ (8.2) (6.7) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯少量 砂質やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


35-11 第2面 P-65 かわらけ (8.5) 8.4 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯少量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


35-12 第2面 P-67 かわらけ (7.8) (6.6) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄灰色 e.良好 


35-13 第2面 P-70 龍泉窯青磁
劃花文碗 口縁部片 a.ロクロ 内面:劃花文 b.灰色 白色粒少量 精良堅緻 d.灰緑色透明 厚手施釉 気泡あ


り 


35-14 第2面 P-72 かわらけ (7.8) (6.6) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め 砂質粗土 c.橙
色 e.良好


35-15 〃 かわらけ (7.8) (6.5) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒・土丹粒少量 良土 c.黄
灰色 e.良好


35-16 〃 かわらけ 8.6 6.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 
c.橙色 e.良好


35-17 〃 かわらけ (11.8) (9.1) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


35-18 〃 かわらけ (12.9) 9.7 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 粉質やや
粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


35-19 〃 かわらけ (13.0) (9.3) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 砂質
粗土 c.橙色 e.良好


35-20 〃 かわらけ (7.7) (6.1) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒少量 やや粗土 c.橙色 e.良好 
f.外底器表荒れている


35-21 〃 かわらけ (7.9) (7.2) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄灰色 e.良好 


35-22 〃 かわらけ (8.8) (7.8) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好 


35-23 〃 かわらけ 8.8 7.0 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好 


35-24 〃 かわらけ (11.8) (10.7) 3.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


35-25 第2面 P-73 かわらけ (12.6) (10.7) 3.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄灰色 e.良好 
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(　)は復元値表31　遺物観察表（28）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


35-26 第2面 P-74 かわらけ 9.3 9.3 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.やや甘い 


35-27 〃 かわらけ 14.0 13.0 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯微量 赤色粒少量 粗土 c.黄灰色 e.やや甘
い


35-28 〃 同安窯 青磁
櫛掻文皿 ― (4.5) ― a.外底ヘラ切り b.灰褐色～灰白色 微砂 白色粒少量 黒色粒 砂質やや粗土 d.灰緑色


透明 薄手施釉 貫入あり


35-29 〃 龍泉窯 青磁
折縁皿 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 d.灰青色半透明 厚手施釉 


35-30 〃 北部系山茶碗 高台径 (5.7) a.ロクロ 貼付け高台 高台内・外底回転糸切り痕 もみ殻痕 b.明灰色 砂質精良堅緻 
c.褐白色 斑状 d.わずかに自然降灰 e.良好・硬質 f.東濃型６～７型式


35-31 第2面 P-75 かわらけ (14.6) (13.7) (4.0) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 f.灯明皿 


35-32 第2面 P-78 かわらけ (8.5) 6.5 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


35-33 〃 かわらけ (12.8) (8.7) 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質やや粗土 c. 橙色 
e.良好


35-34 第2面 P-78 常滑 甕 肩部片 a. 輪積技法 b. 褐色 長石粒 砂粒 気孔のある粗土 c. 暗赤色 d. 自然降灰 e. 硬質 良好 
f.スタンプあり


35-35 第2面 P-84 かわらけ 8.2 7.5 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


35-36 〃 かわらけ (11.4) (7.9) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


35-37 第2面 P-89 かわらけ (9.1) (8.6) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


35-38 第2面 P-95 かわらけ (12.9) (11.0) 2.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・海綿骨芯少量 良土 c.橙色 e.良好


35-39 〃 常滑 甕 口縁～頚部部片 a.輪積技法 内面指頭痕 b.褐色 白色粒少量 気孔のある砂質粗土 c.暗赤色 d.自然降
灰 e.硬質 良好 


35-40 第2面 P-97 かわらけ (14.9) (12.4) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 粉質良土 c.黄灰色 e.良好


35-41 第2面 P-98 かわらけ (8.4) (7.8) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 良土 c.黄灰色 e.良好


35-42 第2面 P-99 かわらけ (9.3) (8.1) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・海綿骨芯・赤色粒少量 良土 c.橙色 e.良好


35-43 第2面 P-103 かわらけ (9.2) (8.2) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


35-44 第2面 P-112 かわらけ (8.4) (7.0) (1.7) a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 良土 c.橙色 e.良好


35-45 〃 北部系山皿 (7.7) (4.9) 1.9 a.ロクロ b.灰色 白色粒 砂質精良 c.灰色 e.良好 硬質 f.東濃型


35-46 〃 鉄製品 釘 残存長4.2×0.3×0.3 鍛造 断面四角形 


35-47 第2面 P-120 内折れ
かわらけ (6.0) (7.0) 1.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 粉質やや粗土 c.黄灰色 e.や


や甘い


35-48 第2面 P-121 かわらけ (14.7) (13.7) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


35-49 第2面 P-123 かわらけ 8.6 7.2 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯微量 精良土 c.黄灰色 e.良好


35-50 第2面 P-125 台付甕 底部～高台接続部片 a.高台内ヘラナデ 外面タテ刷毛目痕 b.微砂 砂粒多量 c.黄橙色 e.良好 硬質 f.古墳
時代前期か 


35-51 〃 台付甕 脚裾部片 径(13.0) a.脚内ヨコ・斜め刷毛目痕 外面タテ刷毛目痕 b.砂粒 赤色粒少量 c.黄橙色 e.良好 
硬質 f.上位に直径1.3㎝程の孔あり 古墳時代前期か


35-52 第2面 P-128 かわらけ (9.2) (7.8) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質気味やや粗土 c.橙色 e.良好


35-53 第2面 P-131 かわらけ (8.8) (7.4) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.橙色 e.良好 f.器
表面に鉄分付着


35-54 第2面 P-133 常滑 甕 口縁部小片 a.輪積技法 b.灰褐色 白色粒 黒色粒 砂粒 c.暗褐色 d.自然降灰 e.硬質 良好 f.二次焼
成受け一部灰色に変色 中野編年５型式 


35-55 第2面 P-136 かわらけ (13.0) (9.6) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.や
や甘い


35-56 〃 かわらけ (9.3) (8.0) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘
い


35-57 〃 かわらけ (10.3) (9.3) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘
い


35-58 〃 かわらけ (14.4) (11.8) 2.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘
い


35-59 〃 かわらけ (14.2) (12.8) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


35-60 〃 常滑 甕 口縁部片 a.輪積技法 内面指頭圧痕 横位ナデ b.灰褐色 白色粒・黒色粒・小石粒多め c.暗褐
色 d.自然降灰 e.硬質 良好 f.火を強く受け灰色に変色 中野編年４型式 
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(　)は復元値表32　遺物観察表（29）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


35-61 第2面 P-141 内折れ
かわらけ (8.0) (8.8) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


35-62 第2面 P-143 かわらけ (8.2) (6.6) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


35-63 〃 かわらけ (9.2) (7.4) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.橙色 e.やや甘い f.器表面に
鉄分付着


35-64 〃 青白磁 梅瓶 胴部片 a.ロクロ b.灰白色 微砂 精良堅緻 d.明青灰色半透明 薄手施釉 貫入・気泡あり f.牡
丹唐草文 二次焼成の為失透し白濁している


35-65 第2面 P-144 かわらけ (9.0) (7.0) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 砂質気味やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


35-66 第2面 P-146 かわらけ (9.1) (5.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


35-67 第2面 P-147 常滑 甕 口縁部片 a.輪積技法 内面指頭圧痕 横位ナデ b.赤褐色 白色粒・黒色粒・石英多め 粗土c.器
表:赤褐色 降灰部:暗褐色 d.自然降灰 e.硬質 良好 f.中野編年５型式


35-68 第2面 P-149 銅銭 径 1.4 ～ 1.5 凞寧元宝 北宋 初鋳年1068年 f.裏面擦られてつるつるしている 厚みも薄くなり穴
が開いている箇所あり


36-1 第2面 P-151 常滑 甕 肩部片 a.輪積技法 内面指頭圧痕 横位ナデ b.灰色 白色粒・黒色粒少量 c.赤褐色 d.自然降
灰 e.硬質 良好 f.外面に叩き目痕


36-2 第2面 P-154 かわらけ (8.6) (7.0) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


36-3 第2面 P-159 かわらけ (12.2) (8.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


36-4 〃 瓦器 内折れ皿 (6.4) (7.6) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.黒灰色 微砂 やや良土 c.灰白色～黒灰色 e.硬質 f.二次焼成
によるものか炭素吸着している


36-5 〃 かわらけ (14.1) (12.2) 2.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味良土 c.黄灰色 e.やや甘い


36-6 第2面 P-161 かわらけ (9.6) (8.0) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-7 〃 かわらけ (8.4) (6.9) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-8 〃 かわらけ (10.4) (9.0) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


36-9 第2面 P-162 かわらけ (8.2) (6.5) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.黄橙色 e.良好


36-10 〃 かわらけ 12.6 9.0 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


36-11 〃 かわらけ (8.2) (7.3) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒 小石粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


36-12 〃 かわらけ 9.2 8.5 2.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄橙色 e.良好


36-13 〃 かわらけ 12.6 11.7 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 粉質良土 c.黄橙色 e.良好


36-14 〃 かわらけ (12.7) 11.4 3.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-15 〃 かわらけ (12.5) (11.5) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質良土 c.黄橙色 e.やや甘い


36-16 第2面 P-164 かわらけ (8.6) (6.1) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-17 〃 かわらけ (8.8) (6.4) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 f.内外面共に煤付着


36-18 〃 かわらけ (13.0) (8.8) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 


36-19 〃 かわらけ (13.8) (8.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 
f.口縁部に穿孔痕あり 外底にかけて一部煤付着


36-20 〃 かわらけ (8.8) (7.3) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-21 〃 かわらけ (8.8) (7.3) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.内面:焼け
て黒ずむ 外面:再火の焼け痕


36-22 〃 かわらけ 9.2 8.3 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.底部
に白っぽい焼け痕


36-23 〃 かわらけ 9.0 8.3 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.外面一部に
煤付着 黄味がかった白い粉状のもの付着


36-24 〃 かわらけ 9.8 8.4 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 f.内面煤付
着


36-25 〃 かわらけ (11.6) (9.5) 3.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-26 〃 かわらけ 13.3 11.2 3.4 a. 手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 小石粒 やや粗土 
c.橙色 e.良好 f.器面全体に二次焼成うけ赤色変行


36-27 第2面 P-166 かわらけ (9.0) (7.2) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄灰色 e.やや甘い
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(　)は復元値表33　遺物観察表（30）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


36-28 第2面 P-166 かわらけ (13.0) (11.8) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質良土 c.黄橙色 e.やや甘い


36-29 第2面 P-168 かわらけ 9.7 8.5 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.橙色 e.良好


36-30 〃 かわらけ (11.2) 8.2 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良好


36-31 〃 かわらけ (15.9) (14.6) 3.7 a.手捏ね 外底指頭痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良好


36-32 第2面 P-169 かわらけ (14.8) (12.8) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.黄灰色 e.良好


36-33 第2面 P-172 かわらけ (8.3) (6.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-34 第2面 P-177 かわらけ (14.2) (10.8) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


36-35 〃 かわらけ 9.5 8.9 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-36 〃 かわらけ (11.4) (8.4) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.橙色 e.良好


36-37 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 胴部～底部片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.緑灰色透明 薄手施釉 e.堅緻 f.内面劃花文


36-38 〃 須恵器 碗 ― (10.2) ― a.ロクロ b.灰白色 d.緑灰色透明 薄手施釉 e.堅緻 f.底部～高台部片


36-39 第2面 P-181 かわらけ (8.2) (6.9) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


36-40 〃 かわらけ (8.6) (5.8) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


36-41 第2面 P-181 かわらけ (13.0) (7.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


36-42 〃 かわらけ (8.2) (6.7) 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-43 〃 かわらけ (8.8) (6.0) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


36-44 〃 かわらけ (8.4) (7.2) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


36-45 〃 かわらけ (12.4) (11.0) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄灰色 e.良好


36-46 第2面 P-182 南部系山茶碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰色 精良土 c.灰色 e.良好 硬質 f.常滑 尾張 中野編年５型式


36-47 〃 鉄製品 釘 残存長4.8×7.0×0.6 鍛造 断面四角形 


36-48 第2面 P-183 常滑 甕 口縁部小片 a. 輪積技法 内面指頭圧痕 横位ナデ b. 灰色 白色粒・黒色粒・砂粒多め 石英少量 
c.褐色 d.自然降灰 e.良好 


36-49 第2面 P-184 かわらけ (10.0) (7.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 粉質良土 c.黄灰色 e.やや甘い


36-50 〃 かわらけ 9.3 7.8 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.橙色 e.良好


36-51 〃 かわらけ (9.9) (8.4) 1.6 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質やや粗土 c. 黄灰色 e. やや甘い 
f.内面器表に鉄分付着


36-52 〃 かわらけ (14.0) (11.8) 3.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや砂質やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘
い 


36-53 〃 かわらけ (15.4) (12.6) ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質良土 c.黄橙色 e.良好


36-54 第2面 P-185 かわらけ (7.8) (6.3) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 良土 c.黄灰白色 e.やや甘い f.煤付着の灯明皿


36-55 第2面 P-186 かわらけ (8.0) (5.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


36-56 〃 かわらけ (9.2) (6.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 砂質粗土 c.橙
色 e.良好


36-57 〃 かわらけ (12.7) (8.8) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 やや砂
質粗土 c.橙色 e.良好


36-58 〃 かわらけ 12.4 8.8 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.良好


36-59 〃 かわらけ (13.7) (10.0) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.橙色 e.やや甘い


36-60 〃 かわらけ (12.8) (10.8) 2.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-61 〃 かわらけ 12.8 11.3 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-62 〃 かわらけ (13.6) (11.7) 3.3 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粉質やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好
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(　)は復元値表34　遺物観察表（31）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


36-63 第2面 P-189 かわらけ (9.2) (7.3) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-64 〃 かわらけ (9.2) (7.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良好


36-65 第2面 P-190 土師器 坏 底部～高台小片 a. 貼付け高台 b. 黄橙色 微砂・白色粒少量 c. 橙色 d. 外面：自然降灰 f. ７世紀後半
～８世紀前半


36-66 〃 常滑 甕 口縁部小片 a. 輪積技法 b. 黄褐色 赤色粒少量 白色粒・砂粒多め c. 暗褐色 d. 自然降灰 e. 良好 
f.中野編年４型式


36-67 第2面 P-191 かわらけ (9.6) (7.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


36-68 〃 かわらけ (9.0) 7.35 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


36-69 〃 かわらけ (13.8) (12.2) 2.8 a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考


36-70 第2面 P-195 龍泉窯 青磁
櫛掻劃花文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉 e.堅緻 f.内面櫛掻劃花文


36-71 第2面 P-197 常滑 甕 口縁部 a.輪積技法 b.明褐色 赤色粒少量 白色粒・砂粒少量 c.赤褐色 d.自然降灰 e.良好 硬
質 f.中野編年４型式


36-72 第2面 P-203 白磁 四耳壺 胴部片 a.ロクロ b.灰白色 白色粒極少量 精良堅緻 d.外面：青灰白色 失透 薄手施釉 貫入あ
り 内面:灰青色 半透明 厚手施釉 貫入あり 


36-73 第2面 P-205 白かわらけ (8.8) (6.5) 1.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 良土 c.灰白色 e.やや甘い


36-74 〃 白かわらけ (9.6) (9.1) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 良土 c.黄灰白色 e.良好


36-75 〃 かわらけ (13.4) (11.4) 2.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 やや良土 c.灰白色 e.良好


36-76 第2面 P-207 鉄製品 釘 残存長5.3×(0.4)×0.6 鍛造 断面四角形


36-77 第2面 P-208 かわらけ (8.6) (6.9) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


37-1 第2面 P-214 かわらけ (8.6) (6.8) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-2 〃 かわらけ (8.8) (7.1) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯微量 良土 c.黄灰色 e.良好


37-3 〃 かわらけ
二次加工品 (11.9) (8.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


37-4 〃 かわらけ (9.4) (7.8) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂・海綿骨芯少量 良土 c.黄橙色 e.良好


37-5 〃 かわらけ (11.8) (10.0) 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


37-6 〃 瓦器 碗 口縁部 a.ロクロ 横位ナデ・ミガキ b.灰白色 白色粒極少量 精良土 c.黒褐色 f.器表に炭素
吸着  


37-7 第2面 P-216 常滑 甕 口縁部小片 a. 輪積技法 ヨコナデ b. 灰褐色 赤色粒少量 白色粒・砂粒多め 石英・長石粒少量 
c.灰色 d.自然降灰 e.良好 硬質 f.中野編年６a型式


37-8 第2面 P-217 かわらけ 9.6 8.5 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや良土 c.黄橙色 e.良好


37-9 第2面井戸3 かわらけ (7.7) (6.2) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯多め 赤色粒 土丹細粒 やや粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い


37-10 〃 かわらけ 8.2 6.1 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.やや甘い


37-11 〃 かわらけ 11.4 8.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.甘い f.灯明皿


37-12 〃 かわらけ (11.7) (8.0) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-13 〃 かわらけ 12.7 8.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 土丹粒 やや粗土 
c.黄橙色 e.良好


37-14 第2面 溝1 かわらけ (8.3) (7.3) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯少量 砂質良土 c.橙色 e.良好


37-15 〃 かわらけ (9.2) (8.0) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 砂質良土 c.黄灰色 e.良好


37-16 〃 かわらけ 13.5 11.3 3.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 砂質良土 c.黄灰色 e.甘い


37-17 第2面遺構外 かわらけ (8.2) (6.5) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.黄橙色 
e.良好


37-18 〃 かわらけ 8.4 6.2 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c. 橙色 
e.良好


37-19 〃 かわらけ (8.5) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 土丹粒 粉質やや粗土 c.黄
灰色 e.良好


37-20 〃 かわらけ (9.0) (6.6) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.やや甘い
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(　)は復元値表35　遺物観察表（32）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


37-21 第2面遺構外 かわらけ (8.3) (7.1) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 やや粗土 c.黄橙色 
e.甘い


37-22 〃 かわらけ (8.4) (5.8) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い f.糸切り一度失敗した痕あり


37-23 〃 かわらけ (9.2) (7.2) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い 


37-24 〃 かわらけ (9.2) 6.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂少量 海綿骨芯 土丹粒 小石粒 やや粗土 
c.黄灰色 e.良好


37-25 〃 かわらけ (9.5) (7.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


37-26 〃 かわらけ (7.8) (6.6) 1.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-27 〃 かわらけ (8.1) (6.2) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 粗土 c.黄橙色 e.や
や甘い


37-28 〃 かわらけ (8.1) (5.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


37-29 〃 かわらけ (8.8) (6.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


37-30 〃 かわらけ 8.9 6.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-31 〃 かわらけ (8.8) (6.6) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


37-32 〃 かわらけ (9.0) (7.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 砂質粗
土 c.橙色 e.良好


37-33 〃 かわらけ 9.2 7.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.橙
色 e.良好


37-34 〃 かわらけ (9.2) (7.2) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土 c.橙色 e.良好


37-35 〃 かわらけ (7.8) (6.6) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 小石
粒 粗土 c.橙色 e.甘い


37-36 〃 かわらけ 7.7 6.5 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


37-37 〃 かわらけ (8.0) (6.4) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 弱い板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 
e.良好 京都楠葉産


37-38 〃 かわらけ (8.4) (6.4) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好 


37-39 〃 かわらけ (8.4) (7.2) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-40 〃 かわらけ (8.5) (6.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粗土 c.黄灰色 e.やや甘
い 


37-41 〃 かわらけ 8.4 6.7 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや砂質やや
粗土 c.黄橙色 e.良好


37-42 〃 かわらけ (8.6) (6.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-43 〃 かわらけ (9.9) (7.4) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-44 〃 かわらけ (7.8) (6.2) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-45 〃 かわらけ 7.8 5.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-46 〃 かわらけ (8.4) (6.8) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒微量 やや粗土 c.黄灰色 e.良好 


37-47 〃 かわらけ 8.05 6.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


37-48 〃 かわらけ (8.4) (7.0) 1.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c. 橙色 
e.良好


37-49 〃 かわらけ (8.5) (6.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-50 〃 かわらけ (8.8) (7.2) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
灰色 e.やや甘い


37-51 〃 かわらけ (9.3) (7.7) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 土丹粒 粗土 c.橙
色 e.良好


37-52 〃 かわらけ (8.9) (7.2) 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質粗土 c.橙
色 e.やや甘い f.器表面摩耗気味


37-53 〃 内折れ瓦器皿 (4.6) (5.2) 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.灰白色 白色粒 砂粒 c.灰黒色 f.器表に炭素吸
着


37-54 〃 かわらけ (6.0) (6.2) 1.2 a.手捏ね 外底指頭痕(不明瞭) b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好 f.内
折れ


37-55 〃 内折れ
かわらけ (7.0) (6.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 やや粗土 c.黄橙色 e.良好 f.内


折れ
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(　)は復元値表36　遺物観察表（33）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


37-56 第2面遺構外 内折れ
かわらけ (7.4) (6.4) 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良


好 f.内折れ


37-57 〃 内折れ
かわらけ (7.2) (7.4) 1.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良


好 f.内折れ


37-58 〃 内折れ
かわらけ (7.4) (7.6) 1.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 e.良好 f.内


折れ


37-59 〃 かわらけ (11.9) (9.9) 2.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒多め やや粗土 c. 橙色 
e.良好


37-60 〃 かわらけ (12.0) (8.7) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄橙色 e.甘
い


37-61 〃 かわらけ (11.8) (8.6) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


37-62 〃 かわらけ (12.2) (9.3) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.黄灰色 e.良好 f.煤付着
の灯明皿


37-63 〃 かわらけ (12.5) (7.8) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄灰色 
e.やや甘い


37-64 〃 かわらけ (12.8) (9.0) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


37-65 〃 かわらけ (13.4) (8.0) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


37-66 〃 かわらけ (12.8) (8.2) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良
好


37-67 〃 かわらけ (12.9) (9.2) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-68 〃 かわらけ (11.0) (8.3) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙
色 e.良好


37-69 〃 かわらけ (13.2) (9.0) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.暗橙色 
e.良好


37-70 〃 かわらけ (13.4) 9.6 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄
橙色 e.良好


37-71 〃 かわらけ (13.8) (11.4) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 小石粒 粗土 c.黄灰色 e.やや甘
い


37-72 〃 かわらけ (13.6) (9.8) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.黄橙色 
e.良好


37-73 〃 内折れ
かわらけ (14.8) (9.2) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄


橙色 e.良好


37-74 〃 かわらけ (8.0) 8.8 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


37-75 〃 かわらけ (8.4) (6.8) 1.7 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.橙色 e.良
好


37-76 〃 かわらけ 8.5 7.8 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘い


37-77 〃 かわらけ (8.5) 7.4 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 赤色粒少量 粗土 c.黄灰色 e.良好


37-78 〃 かわらけ (9.0) (7.2) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.淡橙色 e.やや甘い


37-79 〃 かわらけ (9.2) (7.6) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


37-80 〃 かわらけ (9.5) (8.6) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 小石粒 粗土 c.黄灰色 e.やや
甘い


37-81 〃 かわらけ (9.6) (8.6) 2.1 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粗土 c.橙色 e.良好


37-82 〃 かわらけ (8.2) (7.4) 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.橙色 e.良好


37-83 〃 かわらけ 8.6 7.5 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 土丹粒やや多め やや粗土 c.黄橙色 e.やや甘
い


37-84 〃 かわらけ 8.9 7.5 1.8 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.黄橙色 e.良好


38-85 〃 かわらけ 9.0 8.1 2.0 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂多め 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 砂質やや粗土 c.橙色 e.良
好


38-86 〃 かわらけ (9.1) (8.1) 1.9 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 良土 c.橙色 e.良好


38-87 〃 かわらけ (9.0) (7.4) 2.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.橙色 e.良好


38-88 〃 かわらけ (9.0) (7.6) 1.6 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質気味やや粗土 c. 黄橙色 
e.良好


38-89 〃 かわらけ (9.2) (7.0) 1.5 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 粉質気味やや粗土 c.黄灰色 e.やや甘い


38-90 〃 かわらけ (9.1) (8.4) 1.6 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粗土 c.橙色 e.良好
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(　)は復元値表37　遺物観察表（34）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


38-91 第2面遺構外 かわらけ 8.9 7.8 2.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂少量 海綿骨芯 粉質良土 c.黄橙色 e.良好 f.一部底部が
削られている


38-92 〃 かわらけ (10.8) (9.3) 3.3 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 やや粗土 c.橙色 e.良好


38-93 〃 かわらけ (13.0) (10.6) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質気味良土 c.黄橙色 e.良好


38-94 〃 かわらけ (13.0) (12.0) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 土丹粒 粉質気味やや粗土 c.橙色～黄
橙色 e.良好 f.口唇部煤付着 灯明皿


38-95 〃 かわらけ (14.2) (13.0) 3.2 a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土 c.淡橙色 e.やや甘い


38-96 〃 かわらけ (15.2) (13.0) 3.3 a. 手捏ね 外底指頭痕 b. 微砂 海綿骨芯 土丹粒 粉質気味やや粗土 c. 黄灰色 e. 良好 
f.器表面鉄分付着


38-97 〃 白かわらけ (10.4) ― ― a.手捏ね 外底指頭痕 b.微砂 赤色粒 粉質やや良土 c.淡橙色～白色 e.良好


38-98 〃 白かわらけ 口縁部小片 a.糸切り・手捏ね判別不可 b.微砂 赤色粒 良土 c.灰色 e.良好


38-99 〃 同安窯 青磁
櫛掻文碗 体部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.灰緑色透明 薄手施釉 f.内面に櫛掻劃花文


38-100 〃 同安窯 青磁
櫛掻文碗 体部小片 a.ロクロ b.灰色 精良堅緻 d.緑灰色透明 薄手施釉 f.内外面に櫛掻文


38-101 〃 龍泉窯 青磁
劃花文碗 体部下位小片 a.ロクロ b.灰白色 微砂少量 精良堅緻 d.灰緑色半透明 厚手施釉 f.内面劃花文 キズ


あり


38-102 〃 龍泉窯 青磁
蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰白色 微砂 精良堅緻 d.灰緑色不透明 やや厚手施釉 f.器表面キズあり 


外面片切彫蓮弁文 


38-103 〃 龍泉窯 青磁
蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ b.灰白色 微砂 精良堅緻 d.灰緑色不透明 厚手施釉 貫入あり f.器表面キズ


あり 外面片切彫蓮弁文 


38-104 〃 龍泉窯 青磁
蓮弁文碗 口縁部小片 a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 d.明緑灰色不透明 厚手施釉 f.外面に蓮弁文 


38-105 〃 龍泉窯 青磁
蓮弁文碗 体部下位小片 a.ロクロ b.灰色 微砂 精良堅緻 d.灰緑色半透明 厚手施釉 f.器表面キズ多い  


38-106 〃 龍泉窯 青磁
折腰皿 底部片 底径(6.4) a.ロクロ b.灰色 微砂 精良堅緻 d.青灰色不透明 厚手施釉 f.器表面キズあり  


38-107 〃 龍泉窯 青磁
蓋


最大径(8.6)
合わせ口径(6.3)


a.ロクロ b.灰白色 精良堅緻 d.灰緑色半透明 厚手施釉 貫入あり f.外面に片彫蓮弁
文 


38-108 〃 白磁 碗 体部小片 a. ロクロ b. 灰白色 精良堅緻 d. 灰白色不透明 やや薄手施釉 f. 外面にピンホール目
立つ 


38-109 〃 青白磁 劃花文 口縁部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 d.灰白色半透明 薄手施釉 気泡あり f.内面に櫛掻劃花文 


38-110 〃 青白磁 瓜形壺 (2.8) (4.6) 8.2 a.瓜形 内面:露胎 一部剥離 b.白色 精良堅緻 d.明青灰色透明 部分的に二次焼成を
受け不透明 気泡多く肌荒れる やや薄手施釉 f.小片８片からの合成復元


38-111 〃 青白磁 梅瓶 口縁部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 d.明灰青色半透明 やや薄手施釉 やや気泡あり


38-112 〃 青白磁 梅瓶 肩部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 d.明灰青色半透明 やや薄手施釉 


38-113 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 やや気孔あり d.明青灰色透明 外面:やや厚手施釉 内面:
極薄く施釉 f.外面櫛掻渦巻模様


38-114 〃 青白磁 梅瓶 胴部片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 やや気孔あり d.明緑灰色半透明 外面:薄手施釉 内面:極
薄く施釉 貫入・気泡あり f.外面櫛掻牡丹模様


38-115 〃 青白磁 梅瓶 体部小片 a.ロクロ b.白色 微砂 精良堅緻 d.水青色透明 やや薄手施釉 気泡あり f.外面に櫛掻
文


38-116 〃 青白磁 梅瓶 胴部小片 a.ロクロ b.白色 精良堅緻 やや気孔あり d.明青灰色半透明 やや薄手施釉 二次焼成
受け内外にピンホール多い 気泡あり f.外面櫛掻渦巻模様


38-117 〃 褐釉 茶入 肩部小片 b.暗灰色 精良堅緻 d.暗茶色～黒茶色 薄手施釉 f.細い褐色斑絞状気泡 


38-118 〃 南部系山茶碗 底部～高台部小片 a.ロクロ 貼付高台 畳付 籾殻痕 b.灰白色 白色粒多め 黒色粒少量 c.灰白色 e.良好 
硬質 f.尾張 中野編年６or ７型式


38-119 〃 南部系山皿 (8.2) (5.0) 2.1 a.ロクロ b.灰色 白色粒 砂粒 小石粒 やや粗土 c.灰褐色 e.良好 硬質 f.常滑５型式


38-120 〃 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積技法 b.灰色 白色粒 黒色粒多め 長石粒 砂粒 c.灰色 d.黒褐色～暗灰緑色の自


然降灰 e.良好 硬質 


38-121 〃 瓦器 碗 (10.5) ― ― a.ロクロ 内面:横方位のミガキ 外面:体部中位より横ナデ 指頭痕 b.灰白色 白色粒 
砂粒 c.炭素吸着の為黒灰色 f.一ヶ所ヘラによる押し込みあり


38-122 〃 瓦器 碗 口縁部～体部小片 a.ロクロ 内面:横方位の条線暗文 外面:横ナデ 指頭痕 b.灰白色 微砂 c.炭素吸着の
為黒灰色 e.硬質 f.ヘラによる輪花


38-123 〃 瓦器 碗 底部片(6.6) a.ロクロ 内面:底面に暗文 外面:体部に文様 輪花型 b.灰白色 微砂多め c.器表:炭
素吸着の為黒色 e.硬質 


38-124 〃 坩堝
かわらけ転用 底部片 a.ロクロ b.褐灰色 外面より気泡多く含む 内面:黒褐色 海綿骨芯 外面:褐灰色～赤


褐色 気泡多め 


38-125 〃 坩堝
かわらけ転用 口縁部～体部片 a.ロクロ 糸切りと思われる痕あり b.褐灰色 海綿骨芯 小石粒 器表:褐赤色 気泡多


い f.素地・器表ともに気泡多し 
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(　)は復元値表38　遺物観察表（35）


挿図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高


a.成形  b.胎土・素地  c.色調  d.釉薬  e.焼成  f.備考
（ｃｍ）（ｃｍ）（ｃｍ）


38-126 第2面遺構外 女瓦(平瓦) 残存長:11.2 残存幅:7.3
厚さ:2.6


a.凹面:布目痕なし 全面離れ砂付着 凸面:斜格子状の叩き目痕 端面:ヘラ削り b.微
砂 小石粒多量 粗土 c.灰白色 e.軟質  


38-127 〃 女瓦(平瓦) 残存長:11.2 残存幅:7.3
厚さ:2.6


a.凹面:ナデ消し 離れ砂付着 凸面:×状格子状目叩き 端面:叩き締め時の痕か粘土
はみ出る ナデ b.白色 砂粒等混入物多め 粉質精良土 軽い c.表面:灰白色～暗灰色 
e.良好 いぶし気味  


38-128 〃 女瓦(平瓦) 残存長:5.1 残存幅:8.3
厚さ:2.5


a.凹面:かすかに布目痕 全面離れ砂付着 凸面:縄目叩き目痕 側面・端面:ヘラ削り 
b.灰白色 砂粒少量 良土 c.黒灰色 e.軟質気味  


38-129 〃 鉄製品 不明 残存長:15.3 幅:2 ～ 4.0
厚さ:0.5 f.先端が尖り鉄鏃のようなものか


38-130 〃 鉄製品
環状金具 径0.65 a.断面丸型に成形 掛金のような留金具か
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　第四章　まとめ


本調査地点は、鎌倉市街地の中心部で「若宮大路周辺遺跡群」の北東最に位置し、北隣には鎌倉幕府
最後の執権北条高時の菩提を弔うために後醍醐天皇が発願建立した宝戒寺、小町大路を挟んだ西側域は
北条小町邸跡の遺跡名称である「若宮大路幕府」、北西域が横小路を挟み鶴岡八幡宮や政所跡などと隣
接している。本章においては調査で知りえた諸事実から各生活面の遺構の様相や年代観、出土遺物の組
成と特徴などについて、以下のような調査成果を得ることができた。


本調査では中世基盤となる地山上に堆積した厚さ25 ～ 40cm前後の整地層中に少なくとも三時期の生
活面が発見されたが、その上面の時期にあたる鎌倉時代後期以降の生活面は確認されておらず、後世の
削平・攪乱を受けていたことが想像される。第２面としたのは中世基盤層の黒褐色粘質土上面ないしは、
その直上に施されていた整地層の上面で確認された時期の遺構である。この面からは掘立柱建物、素掘
り溝、井戸などと共に多数の柱穴様のピットや土坑が検出された。掘立柱建物の南北軸は建物５以外が
Ｎ―23°30′―ＥからＮ―29°40′―Ｅの間の軸方位を示していた。このように近い軸方位を示した掘立
柱建物が同じような位置で重複して認められ、さらに柱穴様の遺構密度は高く、建物として抽出した以
外にも多数のピットが検出され、かなりの頻度で建物の建替えが行われていたことを窺わせた。第２面
の年代は出土遺物からみて概ね13世紀前葉に位置づけたいところである。


第１面下の様相は、調査区の南側で破砕土丹塊を敷き詰めた堅牢な地形層の範囲が検出され、北側域
では面上に完形品を主体としたかわらけがゴミ捨て場のような状況で多量廃棄されており、かわらけ溜
りを構成していた。出土遺物の組成から考えて当期は13世紀前半を主体とした年代にしておきたい。
また第１面も大きくみて13世紀中～後半代が考えられるが、井戸１は出土遺物の年代からみて15世紀
代に比定されもので、上層に存在していた該期の遺構が後代の削平を受けた結果と考えられる。


次に出土遺物の特徴や傾向、年代観も含めて述べることにしたい。今回の調査では、分類不可能な小
片を除いた接合後の破片数で20.619点と多量の遺物が出土した。表39・40で示したようにその内訳を
みると、かわらけは19.550点（白かわらけを除く）と総破片数の約95％にも上り、他の遺物を凌駕した
出土状況であった。かわらけの内訳は手捏ね成形約44％に対してロクロ成形約56％の出土量が多めで
ある。ところが第１面下のかわらけ溜り出土量をみると、ロクロ成形が4061点・63％以上で手捏ね成
形に比較してかなり高い比率を示している。この手捏ね成形は体部外面の上半横ナデと下半の指頭圧痕
との境界稜が弱く、厚手器壁で口唇の面取りが丸味をもつ資料が主体を占める。また大小皿の出土比率
は、手捏ね成形がほぼ半々の出土量であるのに対し、ロクロ成形は大皿が６割５分と高い割合を占めて
いた。次に多く認められたのが常滑窯製品を主体とした国産陶器の347点である。このうち、常滑窯の
甕片・片口鉢を合わせて289点に対し、瀬戸窯製品は僅かに10点出土したに過ぎなかった。鎌倉時代前
期の調査地では瀬戸窯資料の出土数量に比べて貿易陶磁器のそれより少ないことはよく見られる現象だ
が、本調査地点ても同様の出土傾向が認められた。貿易陶磁器では中世基盤層上の第２面に伴い龍泉窯
系青磁劃花文碗Ⅰ−２・３類、同安窯系青磁櫛描文碗Ⅰ類・皿Ⅰ−１類など多く出土しており、鎌倉市
街地の調査で鎌倉時代前期の年代が与えられる層位によく見られるのと同じ種類・組成が窺える。それ
に対して第１面では、後発して出現する竜泉窯系青磁鎬蓮弁文碗Ⅰ−５類・Ⅲ−２類と白磁口兀皿・碗
が主体を占めている。
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出土面
種類 １面 ２面 かわらけ


溜まり 個数 比率(％ )


か
わ
ら
け


ロクロ 4149 2730 4061 10940 53.1
手捏ね 4808 1479 2323 8610 41.8
白かわらけ 43 23 49 115 0.6


舶
戴
陶
磁
器


青磁 34 36 11 81 0.4
白磁 14 8 5 27 0.1
青白磁 25 11 3 39 0.2
緑釉 1 0 0 1 0
褐釉 1 0 0 1 0


国
産
陶
器


瀬戸 1 9 0 10 0
常滑 150 67 69 286 1.4
渥美 13 6 11 30 0.1
山茶碗 北部 6 2 5 13 0.1
山茶碗 南部 4 1 3 8 0


土
製
品


瓦 6 10 0 16 0.1
瓦器 0 5 6 11 0.1
火鉢 1 3 0 4 0
その他 6 1 0 7 0


石
製
品


硯 2 2 1 5 0
砥石 0 1 1 2 0
滑石 2 0 0 2 0
その他 3 0 2 5 0


金
属
品


釘 36 14 47 97 0.5
銭 1 1 1 3 0
その他 1 1 4 6 0


加
工
品


骨角製品 0 0 2 2 0
木製品 0 1 0 1 0


自
然
遺
物


骨 63 27 58 148 0.7
貝 24 44 36 104 0.5
石 2 1 0 3 0


古代 その他 39 3 0 42 0.2
合計 9435 4486 6698 20619 （100%）


比率(％ ) 46% 22% 32% 100%


表39　遺物分類別出土数量表


表40　遺物分類別出土比率表


そ
の
他


石貝骨木
製
品


骨
角
製
品


金
・
そ
の
他


銭釘石
・
そ
の
他


滑
石


砥
石


硯土
・
そ
の
他


火
鉢


瓦
器


瓦山
茶
碗 


南
部


山
茶
碗 


北
部


渥
美


常
滑


瀬
戸


褐
釉


緑
釉


青
白
磁


白
磁


青
磁


白
か
わ
ら
け


手
捏
ね


ロ
ク
ロ


10940


8610


115 81 27 39 1 1 10 286 30 13 8 16 11 4 7 5 2 2 5 97 3 6 2 1 148104 3 42


--01_ .indd   8 13/03/14   14:17







− 91 −− 90 −


以上みてきたように、本調査地点の遺構・遺物は13世紀代の資料が主体を成しており、それ以降の
ものは15世紀代に下る井戸１だけであった。これは上層に存在していた該期の遺構群が後世の削平に
より消滅させられた結果であるとも考えられる。例えば、本調査地点より約20ｍ南西に位置する昨年
度報告地点（図２−Ｉ地点）、また宝戒寺側で北条高時邸跡に所在する北西約50ｍに位置する12地点（原・
佐藤1996・鳥山眼科用地）と東方約90ｍに位置した13地点の３地点においても後代の削平により13世
紀代以降の遺構密度は極めて低いことが報告されている。今後のこの近辺地点での調査継続によって、
範囲と時期の確定とともに屋敷地の土地利用が次第に明らかになると思われる。
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原　廣志・宇都洋平　2010「若宮大路周辺遺跡群　小町一丁目425番1一部外地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書28    


　　　　　　　   (第1分冊) 』鎌倉教育委員会　
松尾宣方　1983「若宮大路周辺遺跡群　小町一町319番2地点」『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ』鎌倉市教員委員会
松尾宣方　1983「若宮幕府跡　雪ノ下一丁目432番2地点」『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報Ⅰ』鎌倉市教育委員会
馬淵和雄　1984「北条泰時・時頼邸跡　雪ノ下一丁目372番7地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1 』鎌倉市教育


　　　委員会
馬淵和雄　1985「北条泰時・時頼邸跡　雪ノ下一丁目371番1地点」『北条泰時・時頼邸跡』同遺跡発掘調査団
馬淵和雄・大三輪竜彦・大河内　勉  1985  『小町二丁目345番2地点遺跡』同地点遺跡発掘調査団
馬淵和雄・岡　陽一郎・秋山哲雄　1996「北条小町邸跡　雪ノ下一丁目377番6・7地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査


　　　　　　　　　　　　　　報告書12 (第2分冊) 』鎌倉市教育委員会
馬淵和雄・鍛冶屋勝二・松原康子　2002「北条小町邸跡　雪ノ下一丁目400番1地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18 


　　　　　　　　　　　　　　(第2冊) 鎌倉市教育委員
馬淵和雄・鍛冶屋勝二・松原康子　2003「北条小町邸跡　雪ノ下一丁目 401 番 5 外地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査
　　　　　　　　　　　　　　　　報告書19 』鎌倉市教育委員会　
馬淵和雄・伊丹まどか　2007「若宮大路周辺遺跡群　小町二丁目409番9外地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書23 


　　　　　　　　　(第2分冊) 』鎌倉教育委員会　
馬淵和雄・鍛冶屋勝二・松原康子　2010「北条小町邸跡　雪ノ下一丁目440番1の一部地点」『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査


　　　　　　　　　　　　　　 報告書26 (第1分冊) 』鎌倉市教育委会
宮田　眞　1996『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書　小町一丁目321番1地点』同遺跡発掘調査団
森　孝子・諸星真澄　2000『北条(泰時・時頼　雪ノ下一丁目367番1・368番1地点 』同遺跡発掘調査団
山村亜紀　1997「中世鎌倉の都市空間構造」『史林  80巻2号』
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図版１


▼ａ．Ⅰ区第１面全景（南から）


▲ｂ．Ⅰ区第１面全景（北から）
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▲ａ．Ⅰ区第１面北半部（西から）


▲ｂ．Ⅰ区第１面南半部（西から） ▼ｅ．玉石列


▼ｇ．土坑５
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１
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図版２
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図版３


▲ｂ．Ⅰ区第１面下かわらけ溜り（西から）


▲ｃ．Ⅰ区第１面下かわらけ溜り（北から）


▲ｄ．Ⅰ区第１面下かわらけ溜り
（Ⅰ区北東壁際）


▲


ａ
．
Ⅱ
区
第
１
面
の
調
査
風
景
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図版４


▲


ａ
．
Ⅱ
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第
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下
か
わ
ら
け
溜
り（
西
か
ら
）


▼


ｂ
．
Ⅱ
区
第
１
面
下
か
わ
ら
け
溜
り（
北
か
ら
）


▲ｃ．Ⅱ区第１面下かわらけ溜り（北から）


▼ｄ．Ⅱ区第１面下土丹敷面
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図版５


▼
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．
Ⅰ
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第
２
面
全
景（
南
か
ら
）


▼
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Ⅰ
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第
２
面
北
側（
西
か
ら
）


▼


ｂ
．
Ⅰ
区
第
２
面
南
側（
西
か
ら
）
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▲ａ．Ⅱ区第２面全景（北から）


※a・bの第２面の全景写真は７・
10・11層の上面で確認した遺構
である。


▲ｂ．Ⅱ区第２面全景（東から）


▲ｄ．土坑11・13（東から）


※ｄ写真のかわらけ群は手前（下）
から上方へ土坑11・13・14である。


▼
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．
土
坑
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左
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ら
け
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土
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況


図版6
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図版7


▼
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Ⅱ
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第
２
面
全
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北
か
ら
）


▼
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14（
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▼
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第
２
面
全
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西
か
ら
）


▲土坑14
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図版8


▼


ｃ
．
土
坑
４（
南
か
ら
）


▲ａ．土坑１（東から）
▼ｄ．同上土層断面（南から）


▲ｂ．同上土層断面（西から）


▲ｅ．土坑２・P18土層断面 ▲ｆ．P77


▲ｈ．P168・169 ▲ｇ．P164・186
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図版9


▲ａ．Ⅰ区調査区北壁土層断面 ▲ｂ．Ⅰ区調査区東壁北側土層断面


▲ｃ．Ⅰ区南西隅の拡張区土層断面


▲ｅ．Ⅱ区調査区北壁土層断面


▲ｇ．Ⅱ区調査区東壁土層断面


▲ｄ．Ⅰ区調査区東壁中央土層断面


▲ｆ．Ⅱ区調査区北壁土層断面


▲ｈ．Ⅱ区調査区南壁土層断面
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図版10


第１面遺構出土遺物
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図版11


Ⅰ区第１面遺構 ・ 第１面下～２面かわらけ溜まり （1） 出土遺物
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図版12


Ⅰ区１面下～２面かわらけ溜まり （2） 出土遺物
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図版13


Ⅰ区１面下～２面かわらけ溜まり （3） 出土遺物
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図版14


第１面下～2面かわらけ溜まり（4）・ 第２面遺構出土遺物（1）
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図版15


第２面遺構出土遺物 （2）
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図版16


第２面遺構出土遺物 （3）
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図版17


第２面遺構出土遺物 （4）
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図版18


第２面遺構出土遺物（5）
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図版19


第２面遺構出土遺物 （6）
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図版20


第２面遺構（7）・ 遺構外出土遺物（1）
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図版21


第２面遺構外出土遺物 （2）
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